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第
一
章　

は
じ
め
に

　

当
事
者
自
治
と
は
、
当
事
者
に
準
拠
法
選
択
を
認
め
る
こ
と
を
い
う
。
当
事
者
自
治
が
初
め
て
そ
れ
と
し
て
明
確
に
姿
を
現
し
た
の
は
、

契
約
の
領
域
で
あ
り
、
一
九
世
紀
末
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る）

1
（

。
そ
の
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
学
説
に
よ
り
広
く
支
持
を
受
け
る

よ
う
に
な
り
、
二
〇
世
紀
の
初
頭
を
過
ぎ
る
頃
に
は
、
諸
国
の
立
法
な
い
し
判
例
に
よ
る
承
認
を
得
る
に
至
っ
た
と
さ
れ
る）

2
（

。
現
在
で
は
、

普
遍
的
に
認
め
ら
れ
た
原
則
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い）

3
（

る
）
4
（

。
契
約
に
お
け
る
当
事
者
自
治
の
原
則
を
支
持
し
て
い
る
の
は
、
各

国
の
国
際
私
法
だ
け
で
は
な
い
。
一
九
九
一
年
に
は
、
万
国
国
際
法
学
会
が
﹁
私
人
又
は
法
人
の
間
で
の
国
際
契
約
に
お
け
る
当
事
者
の
意

思
自
治
﹂
に
関
す
る
バ
ー
ゼ
ル
決
議
に
お
い
て
、﹁
当
事
者
の
意
思
自
治
が
国
際
私
法
の
根
本
原
則
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
﹂）

5
（

、
当

事
者
自
治
の
原
則
を
承
認
し
て
い
る）

6
（

。
一
九
九
四
年
三
月
一
七
日
の
﹁
国
際
契
約
の
準
拠
法
に
関
す
る
米
州
条
約
﹂
も
ま
た
、
当
事
者
自
治

の
原
則
を
認
め
る
も
の
で
あ
る）

7
（

。
欧
州
連
合
で
は
、﹁
契
約
債
務
の
準
拠
法
に
関
す
る
二
〇
〇
八
年
六
月
一
七
日
の
欧
州
議
会
及
び
理
事
会

規
則
﹂（
い
わ
ゆ
る
﹁
ロ
ー
マ
Ⅰ
規
則
﹂）
に
お
い
て
、
当
事
者
自
治
の
原
則
が
採
用
さ
れ
て
い
る）

8
（

。
二
〇
〇
九
年
に
は
、
ハ
ー
グ
国
際
私
法

会
議
が
﹁
国
際
商
事
契
約
に
お
け
る
法
選
択
に
関
す
る
ハ
ー
グ
原
則
﹂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
、
当
事
者
自
治
を
認
め
る
草
案
を
作
成
し

た
）
9
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
当
事
者
自
治
は
、
契
約
に
関
し
て
広
く
承
認
さ
れ
て
い
る
が
、
近
年
、
契
約
以
外
の
領
域
に
も
展
開
し
て
き
て
い
る）
₁₀
（

。

当
事
者
自
治
を
認
め
る
傾
向
に
あ
る
代
表
例
は
、
不
法
行
為
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、﹁
契
約
と
不
法
行
為
は
、
債
権
と
し
て
の
基
本

的
性
質
に
お
い
て
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
く
、
和
解
に
よ
る
解
決
が
許
さ
れ
、
管
轄
合
意
や
仲
裁
合
意
も
可
能
で
あ
る
な
ど
の
点
で
共
通
し
て

い
る
﹂
こ
と）
₁₁
（

や
、﹁
諸
国
の
実
質
法
上
、
不
法
行
為
債
権
も
当
事
者
に
よ
る
任
意
処
分
が
認
め
ら
れ
、
公
益
性
が
強
く
な
い
こ
と
、
⋮
⋮
当

事
者
間
で
判
断
基
準
が
明
確
と
な
り
紛
争
解
決
に
資
す
る
こ
と
、
⋮
⋮
明
確
性
・
確
実
性
に
適
う
こ
と
﹂）
₁₂
（

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
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二
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不
法
行
為
に
類
す
る
も
の
と
し
て
、
不
当
利
得
及
び
事
務
管
理
に
つ
い
て
も
、
当
事
者
自
治
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る）
₁₃
（

。

　

物
権
に
つ
い
て
は
、
普
遍
性
の
高
い
抵
触
規
則
の
一
つ
と
し
て
、
所
在
地
法
主
義
が
根
付
い
て
い
る
と
さ
れ
る）
₁₄
（

。
も
っ
と
も
、
こ
の
領
域

に
お
い
て
も
、
運
送
中
の
物
に
関
し
て
は
当
事
者
自
治
を
認
め
る
立
法
例
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
原
則
と
し
て
、
運
送
中
の
物
が
発
送
地
に

所
在
す
る
と
推
定
す
る
が
、
物
が
仕
向
地
に
所
在
す
る
も
の
と
み
な
す
旨
の
合
意
を
す
る
こ
と
を
当
事
者
に
認
め
る
も
の）
₁₅
（

や
、
単
純
に
当
事

者
に
よ
る
準
拠
法
選
択
を
認
め
る
も
の）
₁₆
（

が
あ
る
。

　

家
族
法
の
領
域
で
も
、
財
産
的
要
素
の
強
い
法
律
関
係
に
関
し
て
は
、
当
事
者
自
治
の
導
入
が
比
較
的
よ
く
見
受
け
ら
れ
る
。
夫
婦
財
産

制
は
、
そ
の
中
で
も
最
も
早
く
に
当
事
者
自
治
が
導
入
さ
れ
、
そ
の
立
場
が
ほ
ぼ
確
立
さ
れ
て
い
る
分
野
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る）
₁₇
（

。
も
っ
と

も
、
選
択
可
能
な
法
は
、
夫
婦
の
一
方
の
本
国
法
、
夫
婦
の
一
方
の
常
居
所
地
法
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
物
の
所
在
地
法
に
制
限
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
多
い）
₁₈
（

。

　

最
近
で
は
、
相
続
に
お
い
て
当
事
者
自
治
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
場
合
に
は
、
当
事
者
自
治
は
、
国
内
的
に
被

相
続
人
に
認
め
ら
れ
た
遺
言
の
自
由
が
、
国
際
的
関
係
に
お
い
て
敷
衍
さ
れ
た
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る）
₁₉
（

。
被
相
続
人
が
準
拠
法
選
択

の
時
又
は
死
亡
の
時
に
国
籍
又
は
常
居
所
を
有
し
て
い
た
国
の
法
の
選
択
を
認
め
る
も
の）
₂₀
（

や
、
こ
れ
に
加
え
て
夫
婦
財
産
制
に
適
用
さ
れ
る

法
を
選
択
す
る
こ
と
も
認
め
る
も
の）
₂₁
（

が
あ
る
。
被
相
続
人
の
本
国
法
を
原
則
と
す
る
場
合
に
は
常
居
所
地
法
の
選
択
を
、
常
居
所
地
法
を
原

則
と
す
る
場
合
に
は
本
国
法
の
選
択
を
認
め
る
例
も
多
い）
₂₂
（

。
ま
た
、
被
相
続
人
の
本
国
法
を
原
則
と
す
る
が
、
内
国
に
所
在
す
る
不
動
産
に

つ
き
、
被
相
続
人
が
死
因
処
分
の
方
式
に
よ
り
法
廷
地
法
を
選
択
す
る
こ
と
を
認
め
る
立
法
例
も
あ
る）
₂₃
（

。

　

そ
の
ほ
か
、
婚
姻
の
身
分
的
効
力）
₂₄
（

、
扶
養
義
務）
₂₅
（

及
び
離
婚）
₂₆
（

に
つ
い
て
も
、
当
事
者
自
治
を
認
め
る
例
が
あ
る
。

　

我
が
国
に
お
い
て
は
、
契
約
（
法
の
適
用
に
関
す
る
通
則
法
第
七
条
）
の
ほ
か
、
不
法
行
為
（
同
法
第
二
一
条
）、
事
務
管
理
及
び
不
当

利
得
（
同
法
第
一
六
条
）
並
び
に
夫
婦
財
産
制
（
同
法
第
二
六
条
第
二
項
）
に
関
し
て
当
事
者
自
治
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
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立
法
例
が
比
較
的
多
い
領
域
に
限
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
我
が
国
で
は
、
こ
れ
ら
以
外
の
領
域
で
当
事
者
自
治
を
認
め
る
余
地
は
な
い

の
で
あ
ろ
う
か
。

　

前
述
の
例
の
中
で
も
、
離
婚
は
、
最
近
大
き
な
動
き
が
あ
っ
た
領
域
の
一
つ
で
あ
る
。
以
前
か
ら
、
離
婚
に
関
し
て
当
事
者
自
治
を
認
め

る
国
は
存
在
し
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
数
は
極
め
て
少
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
二
〇
一
〇
年
一
二
月
二
〇
日
、
欧
州
連
合
に

お
い
て
、﹁
離
婚
及
び
法
的
別
居
の
準
拠
法
の
領
域
に
お
け
る
先
行
統
合
の
実
施
に
関
す
る
二
〇
一
〇
年
一
二
月
二
〇
日
の
理
事
会
規
則
﹂（
い

わ
ゆ
る
﹁
ロ
ー
マ
Ⅲ
規
則
﹂）
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
二
〇
一
二
年
六
月
二
一
日
に
発
効
し
た
が
、
欧
州
連
合
の
全
構
成
国
を
拘
束
す

る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
離
婚
に
つ
き
当
事
者
自
治
を
認
め
る
国
が
一
挙
に
増
加
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
注
目
に
値
す
る
と
思
わ

れ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
ロ
ー
マ
Ⅲ
規
則
の
紹
介
も
兼
ね
て
、
我
が
国
に
お
い
て
離
婚
に
つ
き
当
事
者
自
治
が
妥
当
し
う
る
か
を
検
討
す
る

こ
と
と
し
た
い
。
も
っ
と
も
、
契
約
に
関
し
て
も
、
当
事
者
自
治
の
根
拠
は
な
お
議
論
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
離
婚
に
つ
い
て
も
そ

の
根
拠
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
際
に
は
、
契
約
に
お
い
て
唱
え
ら
れ
て
い
る
当
事
者
自
治
の
根
拠
を
手
が
か
り
に
、
離

婚
に
お
け
る
当
事
者
自
治
の
根
拠
を
探
る
こ
と
と
す
る
。
以
下
で
は
、
ま
ず
、
第
二
章
に
お
い
て
、
契
約
に
お
け
る
当
事
者
自
治
の
根
拠
に

関
す
る
議
論
を
確
認
す
る
。
次
に
、
離
婚
に
つ
き
当
事
者
自
治
を
認
め
る
立
法
例
に
関
し
、
第
三
章
で
欧
州
連
合
に
つ
い
て
、
第
四
章
で
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
第
五
章
に
お
い
て
は
、
第
二
章
な
い
し
第
四
章
の
議
論
か
ら
示
唆
を
得
な
が
ら
、
離
婚
に
お
け
る
当

事
者
自
治
の
我
が
国
へ
の
受
容
性
を
検
討
す
る
。
第
六
章
は
、
本
稿
の
ま
と
め
と
す
る
。
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第
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契
約
に
お
け
る
当
事
者
自
治
の
議
論

　

本
章
で
は
、
離
婚
に
お
け
る
当
事
者
自
治
の
根
拠
を
考
察
す
る
手
が
か
り
と
す
る
た
め
、
契
約
に
お
け
る
当
事
者
自
治
の
議
論
を
確
認
す

る
。
契
約
の
領
域
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
当
事
者
自
治
が
最
初
に
認
め
ら
れ
、
議
論
が
最
も
蓄
積
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

当
事
者
自
治
の
原
則
は
、
当
事
者
の
選
択
に
従
っ
て
準
拠
法
を
決
定
す
る
連
結
方
法
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
手
法
は
、
客
観
的

要
素
を
介
し
て
法
律
関
係
の
﹁
本
拠
（Sitz

）﹂
を
探
求
し
、
準
拠
法
を
決
め
る
と
い
う
伝
統
的
国
際
私
法
の
考
え
方
か
ら
す
る
と
、
体
系

上
異
質
な
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る）
₂₇
（

。
そ
の
た
め
、
根
本
的
に
、
な
ぜ
当
事
者
に
よ
る
準
拠
法
選
択
が
許
さ
れ
る
の
か
が
議
論
さ
れ
て
き
た
。

第
一
節　

消
極
的
根
拠

　

当
事
者
自
治
の
原
則
の
消
極
的
根
拠
と
し
て
、
国
際
契
約
が
複
数
国
に
関
係
を
持
つ
た
め
に
最
密
接
関
連
地
を
特
定
し
に
く
い
こ
と
が
主

張
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
代
表
的
な
論
者
はK

egel
で
あ
り
、
そ
の
著
書
の
契
約
準
拠
法
の
項
目
で
最
初
に
、
以
下
の
通
り
連
結
が
困
難
で
あ

る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
契
約
の
場
合
に
は
、
当
事
者
利
益
が
重
要
と
な
る）
₂₈
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
第
一
に
、
当
事
者
が
何
ら
か

の
行
動
を
な
す
べ
き
国
の
法
の
適
用
が
、
第
二
に
、
当
事
者
が
密
接
に
関
連
す
る
国
の
法
の
適
用
が
考
え
ら
れ
る）
₂₉
（

。
前
者
の
例
と
し
て
、
契

約
締
結
地
法
や
履
行
地
法
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
契
約
締
結
地
は
偶
然
で
そ
の
場
限
り
の
も
の
で
あ
り
、
履
行
地
は
そ
れ
以
上
に
流
動
的
で
概

念
も
不
明
確
で
あ
る）
₃₀
（

。
後
者
の
例
に
は
、営
業
所
所
在
地
法
（
商
人
の
場
合
）、常
居
所
地
法
及
び
居
所
地
法
（
私
人
の
場
合
）、属
人
法
（
商

人
又
は
私
人
の
場
合
。
た
と
え
ば
、
本
国
法
、
常
居
所
地
法
又
は
居
所
地
法
）、
事
務
所
所
在
地
法
（
法
人
及
び
権
利
能
力
な
き
人
的
結
合

体
の
場
合
）
な
ど
が
あ
る）
₃₁
（

。
そ
の
他
に
も
連
結
点
と
な
り
う
る
要
素
が
あ
り
、
た
と
え
ば
、
当
事
者
が
合
意
し
た
管
轄
裁
判
所
の
属
す
る
国

の
法
や
、
当
該
契
約
の
基
礎
と
さ
れ
た
契
約
に
適
用
さ
れ
る
法
が
考
え
ら
れ
る）
₃₂
（

。
こ
れ
ら
全
て
の
当
事
者
利
益
が
、
一
国
に
集
中
す
る
こ
と
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も
あ
る
が
、
複
数
国
に
分
散
す
る
こ
と
も
あ
る）
₃₃
（

。
当
事
者
利
益
が
複
数
国
に
分
散
す
る
場
合
に
は
、
慎
重
な
衡
量
が
必
要
に
な
る
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
は
、
複
数
の
当
事
者
利
益
が
同
等
の
重
み
を
持
つ
ほ
ど
に
困
難
化
す
る）
₃₄
（

。
こ
の
よ
う
な
衡
量
の
困
難
は
、
特
異
な
手
法
を
も
た
ら

し
た）
₃₅
（

。
通
常
の
場
合
、
国
際
私
法
は
、
ど
の
法
の
適
用
が
（
一
般
的
に
）
最
も
当
事
者
利
益
に
適
う
か
を
自
ら
決
定
す
る）
₃₆
（

。
し
か
し
、
契
約

の
場
合
に
は
、
複
数
の
法
に
関
わ
る
当
事
者
利
益
に
つ
い
て
、
一
般
に
人
を
納
得
さ
せ
る
調
整
が
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
た
め
に
当
事
者
に

決
定
権
が
与
え
ら
れ）
₃₇
（

、当
事
者
に
よ
る
合
意
が
な
い
と
き
に
限
り
国
際
私
法
が
連
結
を
行
う）
₃₈
（

。
こ
れ
は
、窮
余
の
策（V

erlegenheitslösung

）

で
あ
る）
₃₉
（

、
と
。

　

我
が
国
に
お
い
て
も
、
初
期
の
段
階
か
ら
客
観
的
連
結
の
困
難
と
い
う
消
極
的
根
拠
が
唱
え
ら
れ
て
き
た
。
田
中
教
授
の
主
張）
₄₀
（

に
つ
い
て

は
、
江
川
教
授
に
よ
り
以
下
の
通
り
要
約
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、﹁
債
権
契
約
の
成
立
及
び
効
力
に
関
し
、
た
と
え
ば
、
行
為
地
法
、

債
務
履
行
地
法
、
債
務
者
の
本
国
法
と
い
う
よ
う
な
準
拠
法
が
学
説
上
決
定
せ
ら
れ
る
に
し
て
も
、
債
権
関
係
の
性
質
上
い
ず
れ
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
必
然
性
は
、
他
の
国
際
私
法
の
原
則
ほ
ど
明
瞭
で
な
い
。
ま
た
、
債
権
関
係
を
抽
象
的
に
観
察
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
関

係
の
い
ず
れ
の
部
分
を
捉
え
て
連
結
点
と
し
て
も
他
の
部
分
を
連
結
点
と
す
る
反
対
説
を
克
服
す
る
に
足
ら
な
い
。
博
士
は
、か
く
の
如
き
、

債
権
契
約
に
関
す
る
普
遍
妥
当
的
な
準
拠
法
を
決
定
す
る
困
難
が
、
各
個
の
債
権
関
係
に
関
し
当
事
者
を
し
て
準
拠
法
を
選
択
せ
し
め
る
こ

と
の
可
能
性
に
途
を
開
く
も
の
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。﹂）
₄₁
（

﹁
ま
た
、
博
士
は
、
国
際
私
法
の
範
囲
に
お
い
て
、
他
の
法
律
関
係
に
関
し
て

は
た
と
い
諸
説
が
対
立
し
て
い
る
場
合
が
あ
っ
て
も
そ
の
法
律
関
係
の
性
質
上
あ
る
連
結
点
、
例
え
ば
、
当
事
者
の
本
国
と
か
不
動
産
の
所

在
地
と
か
は
他
の
連
結
点
に
対
し
断
然
優
越
せ
る
地
位
を
も
っ
て
い
る
が
、
債
権
関
係
に
関
し
て
は
、
諸
連
結
的
要
素
は
い
ず
れ
も
か
く
の

ご
と
き
明
瞭
な
優
越
性
を
も
た
な
い
、
こ
れ
は
債
権
関
係
が
純
然
た
る
意
思
の
所
在
で
あ
り
、
生
活
事
実
か
ら
遊
離
し
た
存
在
で
あ
る
こ
と

に
起
源
す
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。﹂）
₄₂
（

折
茂
教
授
も
ま
た
、
一
つ
の
根
拠
と
し
て
、﹁
客
観
主
義
が
す
で
に
今
日
に
お
け
る
渉
外
的
取

引
の
実
情
に
そ
く
し
え
な
い
こ
と
、
ひ
と
し
く
契
約
債
権
と
い
っ
て
も
、
そ
の
内
容
・
性
質
に
お
い
て
千
差
万
別
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
に
関
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し
て
、
訴
訟
の
実
際
面
に
あ
ら
わ
れ
る
問
題
の
形
も
き
わ
め
て
変
化
に
富
ん
で
い
る
が
ゆ
え
に
、
そ
れ
に
た
い
す
る
準
拠
法
の
決
定
も
、
一

律
的
・
固
定
的
な
仕
方
で
こ
れ
を
な
す
こ
と
は
避
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
﹂
を
挙
げ
る）
₄₃
（

。

　

そ
の
後
も
、
客
観
的
連
結
の
困
難
が
当
事
者
自
治
の
原
則
の
根
拠
と
し
て
主
張
さ
れ
て
き
た
が）
₄₄
（

、
反
論
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
こ
の
困
難

は
契
約
の
類
型
化
に
よ
り
あ
る
程
度
の
克
服
が
可
能
で
あ
る
か
ら
、
当
事
者
自
治
の
原
則
を
本
則
と
す
る
理
由
と
し
て
は
十
分
で
な
い
と
の

主
張）
₄₅
（

や
、
当
事
者
自
治
の
根
拠
を
連
結
困
難
に
求
め
る
と
、
翻
せ
ば
他
の
連
結
要
素
よ
り
も
優
位
性
を
示
す
要
素
を
見
付
け
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
そ
れ
に
よ
る
こ
と
に
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
に
つ
な
が
っ
て
く
る
と
の
主
張
が
あ
る）
₄₆
（

。

第
二
節　

積
極
的
根
拠

　

契
約
に
お
け
る
当
事
者
自
治
の
主
た
る
積
極
的
根
拠
は
、
以
下
の
三
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
実
質
法
上
契
約
自
由
の
原
則
が

妥
当
す
る
こ
と
、
第
二
に
、
憲
法
上
の
権
利
又
は
基
本
権
・
人
権
に
基
づ
き
保
障
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
第
三
に
、
様
々
な
実
際
的
な

利
益
が
得
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

一　

契
約
自
由
の
原
則

　

初
期
に
お
い
て
当
事
者
自
治
の
原
則
を
支
持
し
たL

aurent
は
、
以
下
の
よ
う
に
主
張
す
る
。
す
な
わ
ち
、
法
律
は
、
公
共
の
利
益
に
関

す
る
事
項
を
規
律
す
る
も
の
と
私
的
利
益
に
関
す
る
事
項
を
規
律
す
る
も
の
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
、
後
者
は
、
個
人
の
自
由
な
活
動
に

委
ね
ら
れ
る）
₄₇
（

。
た
と
え
、
立
法
者
が
そ
の
よ
う
な
事
項
に
関
し
て
法
律
を
制
定
し
た
と
し
て
も
、
当
事
者
は
必
ず
し
も
そ
れ
に
従
う
必
要
は

な
く
、
こ
こ
で
は
、
合
意
が
法
律
に
代
わ
る）
₄₈
（

。
こ
れ
が
﹁
契
約
当
事
者
の
自
治
﹂
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
渉
外
関
係
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る

べ
き
で
あ
る）
₄₉
（

。
渉
外
的
要
素
を
含
む
契
約
の
当
事
者
は
、そ
の
本
国
に
お
い
て
享
有
す
る
自
治
の
権
能
を
他
国
に
お
い
て
も
保
有
す
る
た
め
、
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そ
の
契
約
を
任
意
に
選
択
す
る
法
に
よ
ら
し
め
う
る）
₅₀
（

、
と
。
た
だ
し
、L

aurent

は
、
属
人
法
と
属
地
法
に
よ
り
制
限
を
受
け
る
こ
と
を
付

言
し
て
い
る）
₅₁
（

。

　

我
が
国
に
お
い
て
も
、
実
質
法
上
契
約
自
由
の
原
則
が
妥
当
す
る
こ
と
を
当
事
者
自
治
の
原
則
の
積
極
的
根
拠
と
す
る
文
献
が
少
な
く
な

い
）
₅₂
（

。
要
約
す
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
事
者
自
治
の
原
則
は
、
実
質
法
に
お
け
る
契
約
自
由
の
原
則
の
国
際
私
法
へ
の

反
映
な
い
し
は
投
影
で
あ
り
、
諸
国
の
実
質
法
上
、
契
約
自
由
の
原
則
が
認
め
ら
れ
て
、
債
権
契
約
関
係
に
つ
い
て
は
な
る
べ
く
当
事
者
の

意
思
を
尊
重
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
国
際
私
法
上
に
お
け
る
債
権
契
約
の
準
拠
法
の
決
定
に
つ
い
て
も
当
事

者
の
意
思
を
尊
重
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

も
っ
と
も
、
実
質
法
上
の
契
約
自
由
の
原
則
が
任
意
法
規
の
範
囲
内
で
認
め
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
国
際
私
法
上
の
当
事
者
自
治
の
原
則

は
、
強
行
法
規
を
も
含
め
た
法
の
選
択
を
当
事
者
に
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
見
解
に
対
し
て
は
、
当
事
者
自
治
の
原
則
の

根
拠
と
し
て
は
不
十
分
な
面
が
あ
る
と
の
指
摘）
₅₃
（

や
、
直
接
に
当
事
者
自
治
の
原
則
の
根
拠
と
す
る
の
で
は
な
く
、
さ
ら
に
上
位
の
私
的
自
治

ま
で
溯
り
、
そ
こ
か
ら
当
事
者
自
治
の
原
則
も
派
生
す
る
と
の
説
明
を
す
る
な
ら
ば
、
十
分
に
あ
り
う
る
根
拠
付
け
で
あ
る
と
の
見
方
が
あ

る
）
₅₄
（

。
ま
た
、
そ
も
そ
も
市
民
社
会
に
お
い
て
は
、
個
人
が
そ
の
自
由
な
意
思
に
よ
っ
て
権
利
義
務
関
係
を
形
成
す
る
こ
と
を
認
め
る
べ
き
こ

と
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
理
念
を
強
調
し
て
い
け
ば
、
準
拠
法
選
択
の
点
も
含
め
て
、
当
事
者
が
そ
の
意
思
に
従
っ
て
権
利
義
務
の
内
容
を

定
め
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
こ
と
と
な
る
と
の
主
張
も
あ
る）
₅₅
（

。

二　

憲
法
上
の
権
利
又
は
基
本
権
・
人
権

　

ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
多
く
の
学
者
が
、
準
拠
法
選
択
を
憲
法
に
よ
り
保
障
さ
れ
る
も
の
と
見
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る）
₅₆
（

。
よ
り
具
体
的
に

は
、
ド
イ
ツ
基
本
法
第
二
条
第
一
項
の
﹁
人
格
の
自
由
な
発
展
﹂
に
よ
り
基
礎
付
け
ら
れ
る
と
す
る）
₅₇
（

。
こ
れ
は
、
日
本
国
憲
法
第
一
三
条
に
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相
当
す
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
、
同
条
の
解
釈
の
参
考
に
さ
れ
て
き
た）
₅₈
（

。
日
本
国
憲
法
第
一
三
条
に
は
一
般
的
自
由
権
（
種
々
の
行
動
の
自

由
も
保
障
す
る
）
が
含
ま
れ
る
と
考
え
る
者
も
あ
る
が）
₅₉
（

、
そ
こ
に
準
拠
法
選
択
の
自
由
が
含
ま
れ
う
る
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

　

よ
り
一
般
的
に
、
基
本
権
な
い
し
人
権
の
見
地
か
ら
当
事
者
自
治
が
説
明
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る）
₆₀
（

。Jaym
e

に
よ
れ
ば
、
一
九
九
一
年
の

万
国
国
際
法
学
会
バ
ー
ゼ
ル
決
議
は
、
当
事
者
自
治
が
基
本
権
及
び
人
権
と
し
て
の
人
格
の
自
由
な
発
展
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
趣
旨

の
も
の
で
あ
る）
₆₁
（

。
同
決
議
第
二
条
第
一
項
は
、﹁
当
事
者
は
、
そ
の
契
約
の
準
拠
法
を
選
択
す
る
自
由
を
有
し
て
い
る
。
彼
ら
は
、
あ
ら
ゆ

る
国
家
法
の
適
用
を
合
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
。﹂
と
規
定
す
る
。
同
決
議
は
、
前
文
に
よ
れ
ば
、﹁
当
事
者
の
意
思
自
治
が
国
際
私
法
の
根

本
原
則
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
﹂、﹁
当
事
者
の
意
思
自
治
が
い
く
つ
も
の
条
約
及
び
様
々
な
国
連
決
議
に
お
い
て
個
人
の
自
由
と
し

て
述
べ
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
認
め
﹂、
採
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、M

ancini

は
、
当
事
者
自
治
に
つ
い
て
、﹁
無
害
な
自
由
﹂
と
い
う
文
言
を
用
い
て
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、﹁
社
会
的
権
力
の

作
用
は
、
個
人
の
無
害
な
、
し
た
が
っ
て
、
正
当
な
自
由
と
衝
突
す
る
と
こ
ろ
に
お
い
て
そ
の
機
能
を
停
止
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
社
会
的

権
力
は
、
過
度
の
不
正
を
犯
す
こ
と
な
し
に
、
こ
の
無
害
な
自
由
の
支
配
す
る
不
可
侵
の
領
域
に
踏
み
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ

る
。﹂）
₆₂
（

B
asedow

は
、M

ancini

の
見
解
を
、
人
権
に
よ
っ
て
準
拠
法
選
択
の
自
由
を
根
拠
付
け
る
手
が
か
り
と
理
解
し
、
以
下
の
よ
う
に

主
張
す
る）
₆₃
（

。
す
な
わ
ち
、﹁
あ
ら
ゆ
る
国
家
法
秩
序
よ
り
以
前
に
権
利
が
基
本
的
に
存
在
す
る
と
い
う
人
権
の
考
え
方
か
ら
す
る
と
、
個
々

の
契
約
当
事
者
に
よ
る
法
的
安
定
性
創
出
へ
の
努
力
、
つ
ま
り
準
拠
法
選
択
は
基
本
的
に
承
認
さ
れ
る
、
と
い
う
帰
結
が
導
か
れ
る
。
そ
の

限
り
で
は
、
い
わ
ば
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
世
界
に
お
け
る
人
権
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
人
権
は
、
単
一
の
国
に
留
ま
ら

ず
、
複
数
の
国
々
、
つ
ま
り
、
契
約
紛
争
の
解
決
を
管
轄
す
る
裁
判
所
の
所
属
国
す
べ
て
に
向
け
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
国
々
は
、

マ
ル
チ
・
ジ
ュ
リ
ス
デ
ィ
ク
シ
ョ
ナ
ル
な
世
界
に
お
け
る
、
よ
り
法
的
確
実
性
の
高
い
方
向
付
け
の
手
段
と
し
て
、
法
選
択
を
認
め
る
義
務

を
負
う
。﹂）
₆₄
（

 Jaym
e

も
、
こ
の
よ
う
な
基
礎
付
け
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
な
ら
、
当
事
者
自
治
は
、
契
約
だ
け
で
な
く
、
婚
姻
又
は
相
続
の
よ
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う
に
、
属
人
的
な
問
題
に
関
す
る
法
律
行
為
に
も
関
わ
っ
て
く
る
と
述
べ
て
い
る）
₆₅
（

。

　

こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
当
事
者
自
治
の
原
則
を
基
礎
付
け
る
試
み
に
対
し
、
こ
れ
が
可
能
か
つ
適
切
か
ど
う
か
は
未
知
数
で
あ
る
と
す
る

一
方
で
、
当
事
者
自
治
と
い
う
手
法
が
、
今
日
、
特
別
な
必
要
性
が
あ
る
と
こ
ろ
で
例
外
的
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
出
発
点
、
デ

フ
ォ
ル
ト
・
ル
ー
ル
と
し
て
の
地
位
を
獲
得
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
と
す
る
見
方
も
あ
る）
₆₆
（

。

三　

実
際
的
な
利
益

　

最
近
で
は
、
当
事
者
自
治
の
根
拠
と
し
て
、
当
事
者
が
あ
ら
か
じ
め
準
拠
法
を
合
意
し
て
い
た
場
合
に
、
そ
の
法
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ

り
様
々
な
実
際
的
な
利
益
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

具
体
的
に
は
以
下
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
事
者
が
選
択
し
た
法
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
事
者
の
準
拠
法
に
関
す

る
予
見
可
能
性
が
保
障
さ
れ
、
当
事
者
の
正
当
な
期
待
が
保
護
さ
れ
、
法
的
安
定
性
が
強
化
さ
れ
る）
₆₇
（

。
ま
た
、
当
事
者
が
選
択
し
た
法
を
裁

判
所
が
適
用
す
れ
ば
、
当
事
者
は
安
心
し
て
国
際
取
引
に
従
事
し
う
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
当
事
者
に
よ
る
準
拠
法
選
択
の
承
認
は
、
国
際

取
引
の
安
全
と
円
滑
を
促
進
す
る
こ
と
に
も
な
る）
₆₈
（

。
さ
ら
に
、
国
際
取
引
の
当
事
者
は
、
自
ら
の
関
係
の
規
律
に
最
適
な
法
を
知
っ
て
お
り
、

中
立
の
法
や
そ
の
契
約
に
と
っ
て
適
切
な
法
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る）
₆₉
（

。
加
え
て
、
当
事
者
自
治
の
原
則
に
は
、
裁
判
所
に
と
っ
て
も
、

準
拠
法
の
決
定
を
容
易
に
す
る
と
い
う
利
点
が
あ
る）
₇₀
（

。
こ
の
こ
と
は
、
裁
判
所
に
よ
る
準
拠
法
認
定
の
手
間
が
省
け
る
こ
と）
₇₁
（

や
、
判
決
の
国

際
的
調
和
の
要
請
に
も
適
う
こ
と）
₇₂
（

に
も
つ
な
が
る
。

第
三
節　

小
括

　

本
章
に
お
い
て
は
、
契
約
に
お
け
る
当
事
者
自
治
の
原
則
に
つ
い
て
主
張
さ
れ
て
い
る
根
拠
を
確
認
し
た
。
従
来
最
も
よ
く
主
張
さ
れ
て
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き
た
の
は
、
客
観
的
連
結
の
困
難
と
い
う
消
極
的
根
拠
と
、
契
約
自
由
の
原
則
の
国
際
私
法
へ
の
反
映
と
い
う
積
極
的
根
拠
で
あ
る
が
、
い

ず
れ
も
批
判
が
な
い
と
は
言
え
な
い
。
実
際
的
な
利
益
は
、
比
較
的
最
近
に
な
っ
て
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
実
際
的
な
利
益
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
当
事
者
自
治
の
契
約
に
限
ら
な
い
利
用
を
正
当
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い

る
）
₇₃
（

。
さ
ら
に
、
契
約
以
外
の
法
分
野
に
お
い
て
当
事
者
自
治
が
制
限
的
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
も
、
こ
の
観
点
か
ら
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
る）
₇₄
（

。
す
な
わ
ち
、
法
律
関
係
の
性
質
に
よ
り
、
そ
の
規
律
に
適
し
て
お
り
、
な
お
か
つ
当
事
者
の
利
益
に
適
う

法
が
限
定
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
う
る
か
ら
で
あ
る）
₇₅
（

。

第
三
章　

離
婚
に
お
け
る
当
事
者
自
治
⑴
︱
︱
ロ
ー
マ
Ⅲ
規
則
︱
︱

　

本
章
で
は
、
欧
州
連
合
の
ロ
ー
マ
Ⅲ
規
則
を
題
材
と
し
て
、
そ
の
制
度
全
体
を
概
観
し
、
当
事
者
自
治
を
認
め
る
規
定
を
確
認
し
た
上
で
、

そ
の
立
法
経
緯
と
議
論
を
追
い
、
当
事
者
自
治
の
根
拠
を
探
る
。

第
一
節　

総
説

一　

序
説

　

欧
州
連
合
で
は
、
国
際
私
法
の
分
野
に
お
い
て
、
様
々
な
規
則
（R

egulation

）
が
採
択
さ
れ
て
い
る
。
規
則
の
形
式
が
と
ら
れ
る
理
由

は
、
こ
の
分
野
で
欧
州
連
合
に
よ
る
立
法
が
な
さ
れ
る
場
面
で
は
、
法
的
安
定
性
及
び
予
見
可
能
性
が
求
め
ら
れ
、
そ
れ
ゆ
え
、
明
確
な
統

一
規
則
が
必
要
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
と
さ
れ
る）
₇₆
（

。
規
則
の
採
択
に
つ
い
て
は
、
ニ
ー
ス
条
約
の
発
効
に
よ
り
、
欧
州
議
会
と
欧
州
理
事
会

が
共
同
で
採
択
す
る
共
同
決
定
手
続
が
と
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が）
₇₇
（

、
家
族
関
係
に
つ
い
て
は
、
従
来
通
り
欧
州
理
事
会
が
唯
一
の
立
法
権
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者
で
あ
り
、
そ
の
議
決
は
全
会
一
致
を
要
す
る）
₇₈
（

。

　

財
産
関
係
で
は
、
準
拠
法
選
択
に
関
す
る
ロ
ー
マ
Ⅰ
規
則
及
び
ロ
ー
マ
Ⅱ
規
則
に
加
え
、
手
続
に
関
し
て
﹁
民
事
及
び
商
事
事
件
に
お
け

る
裁
判
管
轄
並
び
に
裁
判
の
承
認
及
び
執
行
に
関
す
る
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
二
二
日
の
欧
州
共
同
体
理
事
会
規
則
﹂（
い
わ
ゆ
る
﹁
ブ
リ
ュ

ッ
セ
ル
Ⅰ
規
則
﹂））
₇₉
（

が
採
択
さ
れ
て
い
る
。

　

家
族
関
係
に
つ
い
て
は
、
最
初
に
、﹁
婚
姻
事
件
及
び
親
責
任
事
件
に
関
す
る
裁
判
管
轄
並
び
に
裁
判
の
承
認
及
び
執
行
に
関
す
る
二
〇

〇
〇
年
五
月
二
九
日
の
理
事
会
規
則
﹂（
い
わ
ゆ
る
﹁
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ⅱ
規
則
﹂））
₈₀
（

が
採
択
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
後
に
﹁
婚
姻
事
件
及
び
親
責

任
事
件
に
関
す
る
裁
判
管
轄
並
び
に
裁
判
の
承
認
及
び
執
行
に
関
す
る
二
〇
〇
三
年
一
一
月
二
七
日
の
理
事
会
規
則
﹂（
い
わ
ゆ
る
﹁
ブ
リ

ュ
ッ
セ
ル
Ⅱbis

規
則
﹂
又
は
﹁
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ⅱ
ａ
規
則
﹂））
₈₁
（

に
よ
っ
て
置
き
換
え
ら
れ
た
。
ま
た
、扶
養
義
務
及
び
相
続
に
関
し
て
は
、

管
轄
、
準
拠
法
並
び
に
裁
判
の
承
認
及
び
執
行
な
ど
を
規
定
す
る
規
則
が
採
択
さ
れ
て
い
る）
₈₂
（

。
さ
ら
に
、
夫
婦
財
産
制
及
び
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
財
産
制
に
関
し
て
は
、
提
案
が
公
表
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
も
、
準
拠
法
の
問
題
と
管
轄
並
び
に
裁
判
の
承
認
及
び
執
行
の
問
題
を

同
じ
法
律
文
書
で
扱
お
う
と
し
て
い
る）
₈₃
（

。

　

離
婚
及
び
法
的
別
居
に
関
す
る
抵
触
規
則
を
定
め
る
ロ
ー
マ
Ⅲ
規
則
は
、
二
〇
一
〇
年
一
二
月
二
〇
日
に
採
択
さ
れ
、
二
〇
一
二
年
六
月

二
一
日
に
発
効
し
た
。
ロ
ー
マ
Ⅲ
規
則
は
、
前
掲
の
他
の
規
則
と
は
異
な
り
、
先
行
統
合
（enhanced cooperation

））
₈₄
（

制
度
を
用
い
て
採

択
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

先
行
統
合
は
、
多
段
階
統
合
の
一
つ
で
あ
り
、
欧
州
連
合
が
法
行
為
を
採
択
で
き
な
い
場
合
に
、
最
後
の
手
段
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
構

成
国
が
先
に
統
合
を
進
め
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る）
₈₅
（

。
こ
の
制
度
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
条
約
に
よ
り
導
入
さ
れ
、
利

用
を
容
易
に
す
る
た
め
、
ニ
ー
ス
条
約
に
よ
り
改
正
さ
れ
た）
₈₆
（

。
し
か
し
、
先
行
統
合
制
度
は
、
適
用
条
件
が
厳
格
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
一

度
も
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
さ
ら
に
容
易
に
適
用
す
べ
く
、
リ
ス
ボ
ン
条
約
に
よ
り
変
更
を
加
え
ら
れ
た）
₈₇
（

。
現
在
、
先
行
統
合
の
手
続
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に
つ
い
て
は
、欧
州
連
合
条
約
第
二
〇
条
及
び
欧
州
連
合
運
営
条
約
第
三
二
六
条
な
い
し
第
三
三
四
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
先
行
統
合
は
、

連
合
の
目
的
の
実
現
を
促
進
し
、
連
合
の
利
益
を
保
護
し
、
連
合
の
統
合
過
程
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
（
欧
州
連
合

条
約
第
二
〇
条
第
一
項
第
二
段
落
）。
そ
れ
は
ま
た
、
そ
の
目
的
が
合
理
的
な
期
間
内
に
連
合
全
体
と
し
て
は
達
成
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
に
、
最
後
の
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
る
う
る
も
の
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
九
構
成
国
が
参
加
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
（
欧
州
連
合

条
約
第
二
〇
条
第
二
項
第
一
文
）。
手
続
は
、
共
通
外
交
安
全
保
障
政
策
以
外
の
分
野
に
お
け
る
措
置
で
あ
る
か
、
共
通
外
交
安
全
保
障
政

策
の
枠
組
に
お
け
る
措
置
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
（
欧
州
連
合
運
営
条
約
第
三
二
九
条
）。
前
者
の
場
合
の
手
続
に
つ
き
、
欧
州

連
合
運
営
条
約
第
三
二
九
条
第
一
項
は
、
以
下
の
通
り
規
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、
欧
州
連
合
条
約
又
は
欧
州
連
合
運
営
条
約
に
よ
り
規
律
さ

れ
る
分
野
の
一
つ
に
お
い
て
先
行
統
合
を
希
望
す
る
構
成
国
は
、
欧
州
委
員
会
に
対
し
て
申
請
を
行
う
。
こ
の
申
請
を
受
け
、
欧
州
委
員
会

は
、
理
事
会
に
対
し
て
提
案
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
提
案
を
す
る
か
否
か
は
、
欧
州
委
員
会
の
裁
量
で
あ
る
が
、
提
案
を
し
な
い
場

合
に
は
、
関
係
構
成
国
に
そ
の
理
由
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
先
行
統
合
の
許
可
は
、
欧
州
議
会
の
同
意
を
得
た
後
に
、
特
定
多
数

決
に
よ
っ
て
理
事
会
に
よ
り
与
え
ら
れ
る
（
欧
州
連
合
条
約
第
一
六
条
第
三
項
）。
設
定
さ
れ
た
先
行
統
合
に
は
、
他
の
構
成
国
が
後
か
ら

参
加
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
欧
州
委
員
会
及
び
先
行
統
合
に
参
加
す
る
構
成
国
は
、
で
き
る
限
り
多
く
の
構
成
国
の
参
加
を
促
進
す
る

こ
と
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
先
行
統
合
の
開
放
原
則
。
欧
州
連
合
運
営
条
約
第
三
二
八
条
）。
も
っ
と
も
、
後
か
ら
先
行
統
合
に

参
加
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
構
成
国
は
、
先
行
統
合
を
承
認
す
る
決
定
（D

ecision

）
が
定
め
た
参
加
条
件
を
満
た
し
、
理
事
会
の
参
加
許

可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
欧
州
連
合
運
営
条
約
第
三
三
一
条
）。
先
行
統
合
の
枠
組
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
法
行
為
は
、
そ
れ
に
参
加

す
る
構
成
国
の
み
を
拘
束
す
る
（
欧
州
連
合
条
約
第
二
〇
条
第
四
項
）。

　

ロ
ー
マ
Ⅲ
規
則
は
、
リ
ス
ボ
ン
条
約
発
効
後
、
先
行
統
合
制
度
が
初
め
て
用
い
ら
れ
た
例
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
Ⅲ
規
則
に
は
一
五
構
成
国
が

参
加
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
構
成
国
だ
け
が
ロ
ー
マ
Ⅲ
規
則
に
拘
束
さ
れ
る
。
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次
に
、
ロ
ー
マ
Ⅲ
規
則
の
規
定
内
容
を
概
観
す
る
。

　

本
規
則
の
適
用
範
囲
は
、
第
一
条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
同
条
第
一
項
は
、﹁
本
規
則
は
、
法
の
抵
触
に
関
連
す
る
事
案
に
お
い
て
、
離

婚
及
び
法
的
別
居
に
適
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。﹂
と
規
定
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
二
つ
の
本
規
則
適
用
要
件
が
明
ら
か
に
な
る
と
さ
れ

る
）
₈₈
（

。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
紛
争
は
、
婚
姻
を
終
了
さ
せ
る
離
婚
又
は
夫
婦
の
結
び
付
き
を
弱
め
る
法
的
別
居
に
関
連
す
る
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い）
₈₉
（

。
同
条
で
は
、
別
居
後
の
婚
姻
の
解
消
に
つ
い
て
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
第
九
条
か
ら
、﹁
法
的
別
居
の
離
婚
へ
の
転
換
﹂

も
扱
わ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
第
一
条
第
二
項
に
よ
れ
ば
、
本
規
則
は
、
そ
れ
が
離
婚
又
は
法
的
別
居
手
続
の
中
で
先
決
問
題
と
し

て
生
じ
る
に
過
ぎ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
⒜
自
然
人
の
権
利
能
力
及
び
行
為
能
力
、
⒝
婚
姻
の
存
在
、
有
効
性
又
は
承
認
、
⒞
婚
姻
の
無

効
、
⒟
夫
婦
の
氏
、
⒠
夫
婦
財
産
制
、
⒡
親
責
任
、
⒢
扶
養
義
務
、
⒣
信
託
又
は
相
続
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
第
二
に
、
離
婚
又
は
法
的
別

居
が
国
境
を
越
え
る
側
面
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）
₉₀
（

。
本
規
則
は
、﹁
法
の
抵
触
に
関
連
す
る
事
案
﹂
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
か
を
具
体
的
に
示
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
、
参
加
構
成
国
の
権
限
あ
る
機
関
に
紛
争
が
係
属
し
た
時
点
で
、
夫
婦
が
異
な

る
国
籍
又
は
常
居
所
を
有
し
て
い
る
場
合
に
は
、
本
規
則
に
よ
り
準
拠
法
が
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る）
₉₁
（

。
さ
ら
に
、
本
規
則

に
お
い
て
は
、
夫
婦
は
、
婚
姻
中
に
準
拠
法
を
選
択
す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
訴
訟
係
属
時
に
は
夫
婦
が
同
一
国
籍
で
あ
り
、

そ
の
国
に
常
居
所
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
国
で
離
婚
の
申
立
て
が
な
さ
れ
た
と
し
て
も
、
婚
姻
中
に
夫
婦
の
一
方
が
そ
の
国
と
は
異
な
る
国

に
国
籍
又
は
常
居
所
を
有
し
て
い
た
場
合
に
は
、
本
規
則
が
適
用
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る）
₉₂
（

。

　

第
四
条
は
、﹁
本
規
則
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
法
は
、
そ
れ
が
参
加
構
成
国
の
法
で
あ
る
と
否
と
を
問
わ
ず
、
適
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。﹂

と
規
定
す
る
。
こ
れ
は
、
本
規
則
が
、
欧
州
連
合
域
内
外
の
国
の
法
を
同
等
に
扱
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
抵
触
法
に
関
す
る
他
の
欧
州

連
合
規
則
や
ハ
ー
グ
条
約
で
も
、
同
様
の
規
定
が
置
か
れ
て
い
る）
₉₃
（

。
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第
五
条
第
一
項
に
よ
れ
ば
、
夫
婦
は
、
⒜
夫
婦
が
合
意
の
締
結
時
に
お
い
て
と
も
に
常
居
所
を
有
す
る
国
の
法
、
⒝
夫
婦
が
最
後
に
と
も

に
常
居
所
を
有
し
て
い
た
国
の
法
で
あ
っ
て
、
夫
婦
の
一
方
が
合
意
の
締
結
時
に
お
い
て
な
お
常
居
所
を
有
す
る
国
の
法
、
⒞
夫
婦
の
一
方

が
合
意
の
締
結
時
に
お
い
て
国
籍
を
有
す
る
国
の
法
又
は
⒟
法
廷
地
法
か
ら
、離
婚
及
び
法
的
別
居
の
準
拠
法
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

夫
婦
は
、遅
く
と
も
裁
判
所
に
係
属
す
る）
₉₄
（

ま
で
、い
つ
で
も
準
拠
法
選
択
合
意
を
締
結
し
、又
は
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
条
第
二
項
）。

さ
ら
に
、
法
廷
地
の
法
が
、
手
続
中
に
裁
判
所
に
お
い
て
準
拠
法
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
定
め
る
場
合
に
は
、
夫
婦
は
、
手
続
中

に
も
準
拠
法
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
条
第
三
項
）。
合
意
が
な
さ
れ
た
後
に
状
況
が
変
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
連
結
点
が
変
更
さ

れ
る
場
合
が
あ
る
が
、
夫
婦
が
準
拠
法
選
択
合
意
を
変
更
す
る
こ
と
を
合
意
し
な
い
限
り
、
準
拠
法
は
変
更
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
る
と
さ
れ

る
）
₉₅
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
夫
婦
の
一
方
が
合
意
を
変
更
し
た
く
な
い
と
考
え
る
場
合
に
は
、
他
方
は
、
当
初
の
選
択
に
身
を
委
ね
る
し
か
な
い
と
考

え
ら
れ
て
い
る）
₉₆
（

。

　

第
七
条
は
、
合
意
の
形
式
的
有
効
性
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
夫
婦
が
自
己
の
選
択
の
影
響
に
確
実
に
気
付
く
よ
う
に
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る）
₉₇
（

。
前
文
⒅
に
よ
れ
ば
、
影
響
を
認
識
し
た
選
択
（inform

ed choice

）
は
、
本
規
則
の
基
本
原
則
で
あ
る
。

合
意
（
準
拠
法
選
択
を
変
更
す
る
合
意
を
含
む
。）
は
、
書
面
で
明
示
さ
れ
、
日
付
が
記
載
さ
れ
、
夫
婦
双
方
に
よ
り
署
名
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
（
第
七
条
第
一
項
）。
合
意
が
な
さ
れ
た
時
に
お
い
て
夫
婦
が
常
居
所
を
有
す
る
参
加
構
成
国
が
、
こ
れ
ら
の
合
意
に
つ
き
追
加

の
形
式
的
要
件
を
定
め
る
場
合
に
は
、
そ
の
要
件
を
も
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
条
第
二
項
）。
ま
た
、
合
意
が
な
さ
れ
た
時
に
お

い
て
夫
婦
が
異
な
る
参
加
構
成
国
に
常
居
所
を
有
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
法
が
異
な
る
形
式
的
要
件
を
定
め
る
場
合
に
は
、
い
ず
れ
か
の
法

の
要
件
を
満
た
せ
ば
よ
い
（
同
条
第
三
項
）。
合
意
が
な
さ
れ
た
時
に
お
い
て
夫
婦
の
一
方
の
み
が
参
加
構
成
国
に
常
居
所
を
有
し
、
そ
の

国
が
こ
れ
ら
の
合
意
に
つ
き
追
加
の
形
式
的
要
件
を
定
め
る
場
合
に
は
、
そ
の
要
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
条
第
四
項
）。

　

第
八
条
は
、
第
五
条
に
よ
る
選
択
が
な
い
場
合
に
お
け
る
準
拠
法
を
段
階
的
に
規
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
離
婚
及
び
法
的
別
居
は
、
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⒜
裁
判
所
に
係
属
し
た
時
に
お
い
て
夫
婦
が
と
も
に
常
居
所
を
有
す
る
国
が
あ
る
と
き
は
そ
の
法
に
よ
り
、
そ
れ
が
な
い
と
き
は
、
⒝
夫
婦

が
最
後
に
と
も
に
常
居
所
を
有
し
て
い
た
国
（
た
だ
し
、
居
住
期
間
が
裁
判
所
に
係
属
す
る
一
年
以
内
に
終
了
し
た
と
き
に
限
る
。）
で
あ

っ
て
、
裁
判
所
に
係
属
し
た
時
に
お
い
て
夫
婦
の
一
方
が
な
お
常
居
所
を
有
す
る
国
が
あ
る
と
き
は
そ
の
法
に
よ
り
、
そ
れ
が
な
い
と
き
は
、

⒞
裁
判
所
に
係
属
し
た
時
に
お
い
て
夫
婦
双
方
が
国
籍
を
有
す
る
国
が
あ
る
と
き
は
そ
の
法
に
よ
り
、
そ
れ
が
な
い
と
き
は
、
⒟
係
属
し
た

裁
判
所
の
属
す
る
国
の
法
に
よ
り
規
律
さ
れ
る
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
ロ
ー
マ
Ⅲ
規
則
は
、
第
四
条
に
お
い
て
構
成
国
で
な
い
国
の
法
を
含
む
外
国
法
の
適
用
を
認
め
て
い
る
が
、
い
く
つ
か

の
﹁
安
全
装
置
（safety m

echanism
s

）﹂）
₉₈
（

も
導
入
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
第
一
〇
条
は
、
第
五
条
又
は
第
八
条
に
従
い
適
用
さ
れ
る
法

が
離
婚
を
規
定
せ
ず
、又
は
夫
婦
の
一
方
に
そ
の
性
別
を
理
由
に
離
婚
も
し
く
は
法
的
別
居
に
対
す
る
同
等
の
権
利
を
与
え
な
い
場
合
に
は
、

法
廷
地
法
が
適
用
さ
れ
る
と
規
定
す
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、夫
婦
間
の
平
等
と
い
う
基
本
原
則
が
保
護
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い
る）
₉₉
（

。
第
二
に
、

第
一
二
条
は
、
公
序
条
項
を
定
め
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
本
規
則
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
法
の
規
定
の
適
用
が
明
ら
か
に
法
廷
地
の
公
序

に
反
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
国
の
法
の
適
用
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
三
に
、
第
一
三
条
に
よ
れ
ば
、
本
規
則
は
、
離
婚
を
規
定
せ

ず
、
又
は
離
婚
手
続
上
問
題
の
婚
姻
を
有
効
な
も
の
と
み
な
さ
な
い
法
を
有
す
る
参
加
構
成
国
の
裁
判
所
に
、
本
規
則
の
適
用
に
よ
り
離
婚

を
宣
言
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
規
定
か
ら
利
益
を
受
け
る
国
の
一
つ
は
マ
ル
タ
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る）
１００
（

。
現
在
、
マ

ル
タ
で
は
、
二
〇
一
一
年
一
月
一
日
に
発
効
し
た
改
正
民
法
に
よ
り
離
婚
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
ロ
ー
マ
Ⅲ
規
則
採
択
当
時
の
マ
ル
タ
法

は
、
離
婚
を
規
定
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
改
正
法
発
効
以
前
に
お
い
て
は
、
マ
ル
タ
裁
判
所
に
離
婚
訴
訟
が
提
起
さ
れ
、
ロ
ー
マ

Ⅲ
規
則
の
規
定
に
従
い
外
国
法
の
適
用
が
導
か
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
マ
ル
タ
裁
判
所
に
、
離
婚
を
宣
言
す
る
義
務
は
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
規
定
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
の
同
性
婚
の
承
認
を
望
ま
な
い
構
成
国
に
も
利
益
を
与
え
る）
１０１
（

。
す
な
わ
ち
、
同
条

に
よ
れ
ば
、
同
性
婚
を
有
効
な
婚
姻
と
み
な
さ
な
い
国
は
、
そ
れ
に
対
し
て
離
婚
を
与
え
る
義
務
を
負
わ
な
い
の
で
あ
る）
１０２
（

。
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地
域
的
及
び
人
的
不
統
一
法
国
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
第
一
四
条
及
び
第
一
五
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
重
国
籍
者
の
取
り
扱
い
は
、

各
国
の
法
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
（
前
文
�
）。

三　

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ⅱbis

規
則
と
の
共
働

　

欧
州
連
合
構
成
国
に
お
い
て
離
婚
訴
訟
を
提
起
す
る
場
合
に
は
、
基
本
的
に
は
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ⅱbis

規
則
に
従
っ
て
裁
判
管
轄
が
決
定

さ
れ
る
。
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ⅱbis

規
則
第
三
条
第
一
項
に
よ
れ
ば
、
構
成
国
の
裁
判
所
が
裁
判
管
轄
を
有
す
る
の
は
、
⒜
①
夫
婦
の
共
通
常

居
所
、
②
夫
婦
の
一
方
が
な
お
居
住
し
て
い
る
場
合
に
は
、
夫
婦
の
最
後
の
共
通
常
居
所
、
③
被
告
の
常
居
所
、
④
共
同
申
立
て
の
場
合
に

は
、
夫
婦
の
一
方
の
常
居
所
、
⑤
申
立
人
が
申
立
て
の
直
前
に
一
年
間
居
住
し
て
い
る
場
合
、
申
立
人
の
常
居
所
も
し
く
は
⑥
申
立
人
が
申

立
て
の
直
前
に
六
个
月
間
居
住
し
、
か
つ
、
そ
の
国
籍
を
有
す
る
場
合
、
申
立
人
の
常
居
所
が
そ
の
国
に
あ
る
と
き
、
又
は
⒝
夫
婦
双
方
が

そ
の
国
の
国
籍
を
有
す
る
と
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
夫
婦
が
ロ
ー
マ
Ⅲ
規
則
第
五
条
第
一
項
⒟
の
定
め
る
法
廷
地
法
と
し
て
選
択
し
う

る
の
は
、
こ
れ
ら
の
国
の
法
の
い
ず
れ
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
夫
婦
の
最
後
の
共
通
常
居
所
で
は
な
い
夫
婦
の
一
方
の
常

居
所
地
で
あ
っ
て
、夫
婦
の
い
ず
れ
も
国
籍
を
有
し
な
い
国
で
訴
え
を
提
起
す
る
場
合（
⒜
③
な
い
し
⑤
に
よ
り
申
し
立
て
る
こ
と
に
な
る
。）

に
は
、
ロ
ー
マ
Ⅲ
規
則
第
五
条
第
一
項
⒜
な
い
し
⒞
以
外
の
国
の
法
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ⅱbis

規
則
は
、
判
決
の
承
認
に
つ
い
て
も
定
め
て
い
る
。
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ⅱbis

規
則
第
二
一
条
第
一
項
に
よ

れ
ば
、
構
成
国
に
お
い
て
与
え
ら
れ
た
判
決
は
、
特
別
の
手
続
な
し
に
他
の
構
成
国
に
お
い
て
承
認
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
第
二
二
条
⒜
に

よ
れ
ば
、
離
婚
又
は
法
的
別
居
判
決
の
承
認
が
、
承
認
が
求
め
ら
れ
る
構
成
国
の
公
序
に
明
ら
か
に
反
す
る
場
合
に
は
、
当
該
判
決
は
承
認

さ
れ
な
い
。
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第
二
節　

先
行
統
合
の
実
施
と
し
て
の
ロ
ー
マ
Ⅲ
規
則

一　

採
択
ま
で
の
経
過

⑴　

離
婚
事
件
に
お
け
る
準
拠
法
及
び
管
轄
に
関
す
る
グ
リ
ー
ン
ペ
ー
パ
ー

　

欧
州
理
事
会
は
、
離
婚
準
拠
法
の
問
題
を
二
度
持
ち
出
し
た
。
一
度
目
は
、
一
九
九
八
年
一
二
月
三
日
に
欧
州
理
事
会
が
採
択
し
た
ウ
ィ

ー
ン
行
動
計
画）
１０３
（

で
あ
る
。
そ
の
﹁
民
事
事
件
に
お
け
る
司
法
協
力
﹂
と
題
す
る
項
目
に
お
い
て
、﹁
そ
の
目
的
は
、
欧
州
市
民
の
た
め
に
生

活
を
よ
り
単
純
に
す
る
こ
と
で
あ
る
﹂）
１０４
（

と
し
、
と
ら
れ
る
べ
き
措
置
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
条
約
の
発
効
（
一
九
九
九
年

五
月
一
日
）
か
ら
五
年
以
内
に
と
ら
れ
る
べ
き
措
置
と
し
て
、﹁
離
婚
準
拠
法
に
関
す
る
法
律
文
書
（
ロ
ー
マ
Ⅲ
）
を
作
成
す
る
余
地
を
検

討
す
る
﹂）
１０５
（

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
す
な
わ
ち
、﹁
管
轄
並
び
に
判
決
の
承
認
及
び
執
行
の
領
域
に
お
い
て
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ⅱ
に
よ

っ
て
踏
み
出
さ
れ
た
離
婚
事
件
に
関
す
る
第
一
歩
に
次
い
で
、
法
廷
地
漁
り
を
妨
げ
る
た
め
に
、
準
拠
法
を
決
定
す
る
規
則
に
つ
い
て
合
意

す
る
余
地
が
、
徹
底
し
た
研
究
に
基
づ
い
て
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂）
１０６
（

こ
と
を
意
味
す
る
。

　

二
度
目
は
、
二
〇
〇
四
年
一
一
月
四
・
五
日
に
採
択
さ
れ
た
ハ
ー
グ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム）
１０７
（

で
あ
る
。
ハ
ー
グ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、﹁
自
由
、
安

全
及
び
司
法
の
領
域
﹂
の
強
化
の
た
め
の
優
先
課
題
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、そ
の
中
で
、二
〇
〇
五
年
に
離
婚
事
件
に
お
け
る
抵
触
法
（
ロ

ー
マ
Ⅲ
）
に
関
す
る
グ
リ
ー
ン
ペ
ー
パ
ー
を
提
出
す
る
こ
と
を
欧
州
委
員
会
に
求
め
た）
１０８
（

。

　

そ
れ
に
応
じ
て
、
欧
州
委
員
会
は
、
二
〇
〇
五
年
三
月
一
四
日
に
離
婚
事
件
に
お
け
る
準
拠
法
及
び
管
轄
に
関
す
る
グ
リ
ー
ン
ペ
ー
パ
ー）
１０９
（

を
公
表
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
欧
州
連
合
に
お
い
て
は
、
市
民
の
移
動
性
が
増
す
に
つ
れ
て
、﹁
国
際
的
な
﹂
カ
ッ

プ
ル
、
す
な
わ
ち
、
夫
婦
が
異
な
る
国
籍
を
有
し
、
異
な
る
構
成
国
に
居
住
し
、
又
は
そ
の
国
籍
と
は
異
な
る
構
成
国
に
居
住
す
る
よ
う
な

カ
ッ
プ
ル
が
増
加
し
て
い
る
。
欧
州
連
合
域
内
の
離
婚
件
数
の
多
さ
か
ら
す
る
と
、
離
婚
事
件
に
お
け
る
準
拠
法
（
及
び
裁
判
管
轄
）
は
、

多
数
の
市
民
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
第
一
に
、
各
構
成
国
の
抵
触
規
則
間
の
相
違
の
重
大
性
は
、﹁
国
際
的
な
﹂
離
婚
の
場
合
に
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多
く
の
問
題
を
生
じ
さ
せ
る
。
ま
ず
、
各
構
成
国
の
抵
触
規
則
の
間
の
相
違
と
そ
れ
ら
の
規
則
の
複
雑
さ
を
考
慮
す
る
と
、
個
々
の
事
案
に

い
ず
れ
の
国
の
法
が
適
用
さ
れ
る
か
を
予
測
す
る
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
困
難
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
市
民
の
正
当
な
期
待
に
合
致
し
な
い
結

果
が
生
じ
う
る
。
ま
た
、
各
構
成
国
で
抵
触
規
則
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
一
定
の
結
果
を
得
る
た
め
、
あ
る
構
成
国
の
裁
判
所
に
相
手
方
よ

り
も
先
に
離
婚
を
申
し
立
て
る
と
い
う
状
況
が
起
こ
り
う
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、構
成
国
の
抵
触
規
則
の
統
一
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ
う
る
。

第
二
に
、
当
事
者
自
治
が
不
十
分
で
あ
り
、
柔
軟
性
が
欠
如
し
て
い
る
。
各
構
成
国
の
抵
触
規
則
は
、
個
々
の
事
件
に
お
い
て
、
夫
婦
の
本

国
法
の
適
用
や
法
廷
地
法
の
適
用
と
い
っ
た
、
あ
る
一
つ
の
解
決
策
を
導
き
出
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
客
観
的
連
結
は
、
十
分

に
柔
軟
で
な
い
場
面
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
客
観
的
連
結
に
よ
り
、
夫
婦
の
共
通
本
国
法
が
準
拠
法
と
し
て
指
定
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、

夫
婦
は
、
常
居
所
地
に
よ
り
密
接
な
関
連
を
有
し
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
事
実
に
は
注
意
が
払
わ
れ
て
い
な
い
。
夫
婦
に

準
拠
法
選
択
を
認
め
る
当
事
者
自
治
を
導
入
す
れ
ば
、
柔
軟
性
の
強
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
法
的
安
定
性
及
び
予
見
可
能
性

は
、
抵
触
規
則
の
統
一
に
よ
り
高
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
当
事
者
自
治
の
導
入
に
よ
り
さ
ら
に
強
化
さ
れ
う
る
。

　

以
上
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
た
上
で
、
グ
リ
ー
ン
ペ
ー
パ
ー
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
し
て
、
現
状
維
持
、
統
一
抵
触
規
則
の
導
入
、
当

事
者
自
治
の
導
入
及
び
そ
れ
ら
の
複
合
と
い
う
解
決
策
が
提
示
さ
れ
た
。
欧
州
委
員
会
は
、
い
く
つ
か
の
質
問
を
付
し
、
こ
の
グ
リ
ー
ン
ペ

ー
パ
ー
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
た
。
準
拠
法
に
関
し
て
は
、
と
り
わ
け
、﹁
あ
な
た
は
、
抵
触
規
則
の
統
一
を
支
持
す
る
か
。
そ
の

論
拠
は
何
か
。﹂（Q
uestion 2

）、﹁
当
事
者
は
、準
拠
法
を
選
択
す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
。
そ
の
論
拠
は
何
か
。﹂（Q

uestion 

6

）、﹁
選
択
は
一
定
の
法
に
制
限
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
。﹂（Q

uestion 7
）
な
ど
の
質
問
が
な
さ
れ
た
。

⑵　

グ
リ
ー
ン
ペ
ー
パ
ー
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト

　

欧
州
委
員
会
は
、
グ
リ
ー
ン
ペ
ー
パ
ー
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
と
し
て
、
約
六
五
の
返
答
を
受
け
取
っ
た）
１１０
（

。
そ
の
多
く
は
、
法
的
安
定
性
及
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び
予
見
可
能
性
を
強
化
す
る
こ
と
、
制
限
的
な
当
事
者
自
治
を
導
入
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
認
め
て
い
た）
１１１
（

。
他
方
で
、
抵
触
規
則
の
統
一
が

外
国
法
の
適
用
を
裁
判
所
に
義
務
付
け
る
こ
と
や
、
そ
れ
に
よ
っ
て
離
婚
手
続
に
お
け
る
遅
延
及
び
費
用
の
増
加
が
も
た
ら
さ
れ
う
る
こ
と

に
対
す
る
懸
念
が
表
明
さ
れ
た）
１１２
（

。

　

グ
リ
ー
ン
ペ
ー
パ
ー
に
お
い
て
な
さ
れ
た
質
問
の
う
ち
、﹁
当
事
者
は
、
準
拠
法
を
選
択
す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
。
そ

の
論
拠
は
何
か
。﹂（Q

uestion 6

）
に
つ
い
て
、
公
開
さ
れ
て
い
る
範
囲
で
は
あ
る
が
、
各
構
成
国
の
返
答）
１１３
（

を
見
て
み
た
い
。
返
答
が
公
開

さ
れ
て
い
る
構
成
国
は
、
チ
ェ
コ
共
和
国
、
エ
ス
ト
ニ
ア
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ラ
ト
ビ
ア
、
ス
ロ
バ
キ
ア
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
、
オ
ラ
ン
ダ
及
び
連
合
王
国
で
あ
る）
１１４
（

。
ま
ず
、
抵
触
規
則
を
統
一
す
る
こ
と
に
賛
成
し
た
の
は
、
チ
ェ
コ
共
和
国
、
エ
ス
ト
ニ
ア
、
ラ
ト

ビ
ア
及
び
ス
ロ
バ
キ
ア
の
四
構
成
国
で
あ
り
、
反
対
し
た
の
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
オ
ラ
ン
ダ
及
び
連

合
王
国
の
五
構
成
国
で
あ
る
。
賛
成
側
の
理
由
と
し
て
は
、
離
婚
を
得
や
す
く
す
る
こ
と
、
法
的
安
定
性
や
予
見
可
能
性
を
高
め
る
こ
と
、

裁
判
所
へ
の
殺
到
を
防
ぐ
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
反
対
側
の
理
由
と
し
て
は
、
構
成
国
の
抵
触
規
則
の
相
違
か
ら
あ
ま
り
問
題
が
生
じ
て
い

な
い
こ
と
、
外
国
法
の
適
用
が
法
的
安
定
性
を
減
少
さ
せ
、
費
用
を
増
加
さ
せ
、
手
続
の
遅
延
を
引
き
起
こ
す
た
め
に
外
国
法
の
適
用
を
避

け
た
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
当
事
者
自
治
の
導
入
に
関
し
て
は
、
チ
ェ
コ
共
和
国
、
エ
ス
ト
ニ
ア
、
ラ
ト
ビ
ア
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

オ
ラ
ン
ダ
の
六
構
成
国
が
賛
成
し
、
ス
ロ
バ
キ
ア
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
及
び
連
合
王
国
の
三
構
成
国
が
反
対
し
た
。
賛
成
側
の
理
由
と
し
て
は
、

最
も
容
易
に
離
婚
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
法
を
夫
婦
が
選
択
で
き
る
こ
と
、
準
拠
法
の
決
定
を
容
易
に
す
る
こ
と
、
予
見
可
能
性
を
高
め
る

こ
と
、
結
果
が
市
民
の
正
当
な
期
待
に
合
致
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
反
対
側
の
理
由
と
し
て
は
、
手
続
の
複
雑
さ
を
不
必
要
に
増
加
さ

せ
る
こ
と
、
離
婚
し
よ
う
と
し
て
い
る
夫
婦
が
申
立
て
時
又
は
手
続
中
に
合
意
を
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
、
濫
用
の
危
険
が
あ
り
、

離
婚
制
度
に
強
い
影
響
を
与
え
う
る
こ
と
、
法
廷
地
漁
り
を
助
長
さ
せ
、
法
的
不
安
定
性
、
争
い
、
手
続
の
遅
延
及
び
費
用
増
加
を
引
き
起
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こ
す
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
最
初
か
ら
統
一
抵
触
規
則
に
参
加
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
連
合
王
国
及
び
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
を
除
け
ば
、
こ
の
中
で
当
事
者
自
治
に
反
対
し
た
の
は
ス
ロ
バ
キ
ア
の
み
で
あ
っ
た
。
当
事
者
自
治
を
許
容
す
る
理
由
に
つ
い

て
は
、
お
お
よ
そ
ロ
ー
マ
Ⅲ
規
則
の
関
連
文
書
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
た
も
の
と
一
致
す
る
と
思
わ
れ
る
。

⑶　

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ⅱ
規
則
を
改
正
す
る
規
則
と
し
て
の
ロ
ー
マ
Ⅲ
規
則
の
断
念

　

こ
れ
ら
の
意
見
に
注
意
を
払
っ
て
規
則
提
案）
１１５
（

が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
が
ロ
ー
マ
Ⅲ
規
則
（
提
案
）
と
呼
ば
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
ロ
ー

マ
Ⅲ
規
則
提
案
は
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ⅱ
規
則
を
修
正
す
る
も
の
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い
た
。
提
案
は
、
具
体
的
に
は
、
夫
婦
に
よ
る
法
廷
地

選
択
及
び
離
婚
に
関
す
る
抵
触
規
則
を
導
入
す
る
こ
と
を
内
容
と
し
て
い
た
。
概
し
て
、
法
廷
地
選
択
は
抵
抗
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
が
、

抵
触
規
則
に
つ
い
て
は
激
し
く
争
わ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る）
１１６
（

。
も
っ
と
も
、
抵
触
規
則
に
関
し
て
断
交
を
引
き
起
こ
し
た
の
は
、
当
事
者
に
よ

る
準
拠
法
選
択
で
は
な
く
、
そ
れ
が
な
い
場
合
に
お
け
る
規
則
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る）
１１７
（

。

　

そ
れ
は
、
様
々
な
理
由
か
ら
、
外
国
離
婚
法
の
適
用
を
好
ま
な
い
国
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
及
び
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
お

い
て
は
、
離
婚
権
は
、
基
本
権
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る）
１１８
（

。
そ
の
た
め
、﹁
夫
婦
は
、
手
続
に
時
間
を
浪
費
し
、
又
は
お
金
を
か
け
る
と

い
う
危
険
を
冒
す
こ
と
な
く
、
自
由
に
婚
姻
を
終
了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
は
な
ら
な
い
﹂）
１１９
（

の
で
あ
り
、﹁
基
本
的
に
制
限
さ
れ
て
い

な
い
離
婚
権
も
ま
た
、
男
女
間
の
平
等
と
い
う
重
要
な
問
題
で
あ
る
﹂
と
さ
れ
て
い
る）
１２０
（

。
オ
ラ
ン
ダ
は
、
法
廷
地
法
の
適
用
を
強
く
支
持
し

て
い
た
が
、
最
終
的
に
は
、
ロ
ー
マ
Ⅲ
規
則
を
し
ぶ
し
ぶ
受
け
入
れ
た
と
さ
れ
る）
１２１
（

。
連
合
王
国
及
び
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
、
英
米
法
系
の
伝
統

ゆ
え
に
法
廷
地
法
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
っ
て
い
る）
１２２
（

。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
条
約）
１２３
（

付
属
の
連
合
王
国
及
び
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の

地
位
に
関
す
る
議
定
書
に
基
づ
き
、
個
々
の
法
律
文
書
の
採
択
に
参
加
し
な
い
権
利
を
有
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
ロ
ー
マ
Ⅲ
規
則
の
採
択

の
障
害
に
は
な
ら
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る）
１２４
（

。
と
り
わ
け
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
提
案
に
強
く
反
対
し
続
け
た
た
め
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ⅱ
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際
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け
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事
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根
拠

同
志
社
法
学　

六
六
巻
三
号�

六
九

六
四
五

bis

規
則
を
修
正
す
る
規
則
提
案
は
、
全
会
一
致
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た）
１２５
（

。

　

そ
こ
で
、
二
〇
〇
八
年
七
月
二
八
日
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ス
ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ
ア
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ル

ー
マ
ニ
ア
及
び
ス
ロ
ベ
ニ
ア
は
、
婚
姻
事
件
の
準
拠
法
の
領
域
に
お
け
る
先
行
統
合
を
望
む
こ
と
を
表
明
し
、
そ
の
趣
旨
で
委
員
会
が
理
事

会
に
提
案
を
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る
要
求
を
委
員
会
に
提
出
し
た）
１２６
（

。
こ
れ
ら
の
八
構
成
国
に
続
き
、
二
〇
〇
八
年
八
月
一
二
日
に
ブ
ル
ガ

リ
ア
が
同
一
の
要
求
を
提
出
し
、
二
〇
〇
九
年
一
月
一
二
日
に
フ
ラ
ン
ス
、
二
〇
一
〇
年
四
月
一
五
日
に
ド
イ
ツ
、
同
年
同
月
二
二
日
に
ベ

ル
ギ
ー
、
同
年
五
月
一
七
日
に
ラ
ト
ビ
ア
、
同
年
同
月
三
一
日
に
マ
ル
タ
、
同
年
六
月
四
日
の
理
事
会
会
議
の
間
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
が
加
わ
っ

た）
１２７
（

。
な
お
、
ギ
リ
シ
ャ
は
、
二
〇
一
〇
年
三
月
三
日
に
そ
の
要
求
を
撤
回
し
た）
１２８
（

。
二
〇
一
〇
年
三
月
二
四
日
、
委
員
会
は
、
こ
れ
ら
の
要
求

に
応
じ
て
、
離
婚
及
び
法
的
別
居
の
準
拠
法
に
関
し
て
先
行
統
合
の
権
限
を
付
与
す
る
理
事
会
決
定
の
提
案）
１２９
（

と
、
当
該
先
行
統
合
を
実
施
す

る
理
事
会
規
則
の
提
案）
１３０
（

を
同
時
に
採
択
し
た
。
二
〇
一
〇
年
七
月
一
二
日
、
理
事
会
は
、
離
婚
及
び
法
的
別
居
の
準
拠
法
の
領
域
に
お
い
て

先
行
統
合
の
権
限
を
付
与
す
る
決
定）
１３１
（

を
採
択
し
、
二
〇
一
〇
年
一
二
月
二
〇
日
に
ロ
ー
マ
Ⅲ
規
則
が
採
択
さ
れ
た
。
二
〇
一
二
年
一
一
月
二

一
日
に
は
リ
ト
ア
ニ
ア
の
参
加
が
認
め
ら
れ）
１３２
（

、
現
在
、
一
五
構
成
国
が
ロ
ー
マ
Ⅲ
規
則
に
参
加
し
て
い
る
。

二　

不
参
加
の
理
由

　

残
る
一
二
構
成
国）
１３３
（

は
、
提
案
さ
れ
た
統
一
抵
触
規
則
の
内
容
や
政
治
的
な
理
由
か
ら
、
ロ
ー
マ
Ⅲ
規
則
に
は
参
加
し
て
い
な
い）
１３４
（

。

　

そ
の
中
で
も
、
デ
ン
マ
ー
ク
は
例
外
で
あ
る
。
デ
ン
マ
ー
ク
は
、
欧
州
連
合
条
約
及
び
欧
州
連
合
運
営
条
約
付
属
の
デ
ン
マ
ー
ク
の
地
位

に
関
す
る
議
定
書
第
一
条
及
び
第
二
条
に
基
づ
き
、
欧
州
連
合
運
営
条
約
第
三
部
第
五
編
﹁
自
由
、
安
全
及
び
司
法
の
領
域
﹂
に
従
い
提
案

さ
れ
た
措
置
の
採
択
に
参
加
し
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
ロ
ー
マ
Ⅲ
規
則
へ
の
参
加
の
よ
う
な
個
別
的
な
決
定
を
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
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同
志
社
法
学　

六
六
巻
三
号�

七
〇

国
際
離
婚
法
に
お
け
る
当
事
者
自
治
の
根
拠

六
四
六

　

と
り
わ
け
、
外
国
離
婚
法
の
適
用
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
構
成
国
が
、
ロ
ー
マ
Ⅲ
規
則
に
参
加
し
て
い
な
い
。

そ
れ
ら
は
、
主
と
し
て
、
法
廷
地
法
の
適
用
を
支
持
す
る）
１３５
（

。
ま
ず
、
権
限
の
あ
る
裁
判
所
が
常
に
法
廷
地
法
を
適
用
す
る
と
い
う
英
米
法
系

の
伝
統
か
ら
法
廷
地
法
の
適
用
を
支
持
す
る
国
と
し
て
、
連
合
王
国
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
及
び
キ
プ
ロ
ス
が
挙
げ
ら
れ
る）
１３６
（

。
連
合
王
国
及
び
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
は
、
欧
州
連
合
条
約
及
び
欧
州
連
合
運
営
条
約
付
属
の
自
由
、
安
全
及
び
司
法
の
領
域
に
関
す
る
連
合
王
国
及
び
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
の
地
位
に
関
す
る
議
定
書
第
三
条
に
従
い
、
そ
れ
ら
が
特
定
の
法
律
文
書
に
参
加
す
る
意
思
を
示
さ
な
い
限
り
、
欧
州
連
合
運
営
条
約
第

三
部
第
五
編
に
定
め
ら
れ
る
措
置
の
採
択
に
は
参
加
し
な
い
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ら
が
ロ
ー
マ
Ⅲ
規
則
に
参
加
し
な
い
こ
と
は
初
め
か
ら
明

ら
か
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る）
１３７
（

。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
及
び
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
、
参
加
し
な
い
こ
と
を
率
先
し
て
決
め
た
と
さ
れ
る）
１３８
（

。
前
述
の
よ
う
に
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
ブ

リ
ュ
ッ
セ
ル
Ⅱbis

規
則
を
修
正
す
る
規
則
提
案
の
際
に
激
し
く
異
議
を
述
べ
、
提
案
が
全
会
一
致
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
原
因

と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
国
で
は
、
離
婚
権
が
基
本
権
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
外
国
離
婚
法
を
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
さ
れ
て
い
る）
１３９
（

。

　

オ
ラ
ン
ダ
は
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ⅱbis

規
則
を
修
正
す
る
規
則
提
案
に
も
し
ぶ
し
ぶ
同
意
し
て
い
た
だ
け
で
あ
り
、
ロ
ー
マ
Ⅲ
規
則
に
参

加
し
な
い
こ
と
も
容
易
に
決
定
し
た
と
さ
れ
る）
１４０
（

。
グ
リ
ー
ン
ペ
ー
パ
ー
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
オ
ラ
ン
ダ
は
、
そ
も
そ
も
抵
触
規

則
の
統
一
を
支
持
し
て
い
な
い）
１４１
（

。
オ
ラ
ン
ダ
は
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
抵
触
規
則
の
統
一
が
構
成
国
の
実
質
法
の
相
違
を
乗
り
越
え
る
方
法

で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
、
オ
ラ
ン
ダ
国
際
私
法
の
自
由
主
義
的
な
性
格
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
オ
ラ
ン
ダ
裁
判
所
へ
の
﹁
殺
到
﹂
が

見
ら
れ
な
い
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

　

そ
の
他
の
不
参
加
構
成
国
も
、
様
々
な
理
由
で
ロ
ー
マ
Ⅲ
規
則
に
参
加
し
て
い
な
い
。
チ
ェ
コ
共
和
国
で
は
、
国
際
私
法
の
専
門
家
に
よ

る
先
行
統
合
の
支
持
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
欧
州
連
合
に
反
対
す
る
と
い
う
政
治
的
な
決
定
が
な
さ
れ
た
と
さ
れ
る）
１４２
（

。
エ
ス
ト
ニ
ア
は
、
民
事
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国
際
離
婚
法
に
お
け
る
当
事
者
自
治
の
根
拠

同
志
社
法
学　

六
六
巻
三
号�

七
一

六
四
七

司
法
協
力
の
枠
組
で
先
例
を
作
る
で
あ
ろ
う
先
行
統
合
の
影
響
が
全
く
分
析
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
先
行
統
合
を
支
持
し
な
か
っ
た）
１４３
（

。
し

か
し
な
が
ら
、
識
者
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
二
か
国
は
、
後
々
参
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る）
１４４
（

。
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
、
ロ
ー
マ
Ⅲ

規
則
が
同
性
カ
ッ
プ
ル
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
離
婚
を
得
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
を
恐
れ
て
、
政
治
的
な
決
定
を
行
っ
た
と
さ
れ
る）
１４５
（

。
し
か
し
な

が
ら
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
代
表
は
、
ま
さ
に
こ
の
事
項
が
ロ
ー
マ
Ⅲ
規
則
に
お
い
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
を
見
落
と
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る）
１４６
（

。
ス
ロ
バ
キ
ア
は
、
多
く
の
理
由
で
先
行
統
合
を
拒
否
し
た）
１４７
（

。
第
一
に
、
ス
ロ
バ
キ
ア
は
、
先
行
統
合
制
度
が
国
際
私
法
に
関
し

て
用
い
ら
れ
な
い
こ
と
を
望
ん
で
い
た
。
第
二
に
、
裏
口
的
な
方
法
で
有
責
離
婚
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
恐
れ
た
。
第
三
に
、

ス
ロ
バ
キ
ア
に
は
法
的
別
居
の
制
度
が
な
い
た
め
、
ス
ロ
バ
キ
ア
に
お
い
て
は
、
そ
れ
に
関
す
る
規
則
は
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
四
に
、
ス
ロ
バ
キ
ア
は
な
お
、
離
婚
が
当
事
者
自
治
の
観
念
と
相
容
れ
な
い
﹁
国
の
支
配
す
る
﹂
制
度
で
あ
る
と
考
え
て
い
る）
１４８
（

。
ギ
リ
シ

ャ
は
、
当
初
は
他
の
構
成
国
と
と
も
に
先
行
統
合
を
要
求
し
て
い
た
が
、
二
〇
〇
九
年
に
極
端
な
費
用
削
減
措
置
が
と
ら
れ
た
た
め
に
、
正

当
な
理
由
な
し
に
全
て
の
諮
問
委
員
会
を
解
散
さ
せ
、
そ
の
要
求
を
撤
回
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る）
１４９
（

。

第
三
節　

当
事
者
自
治
に
関
す
る
議
論

　

学
者
の
中
に
も
、
当
事
者
自
治
を
支
持
す
る
意
見
が
あ
る
。B

oele-W
oelki

は
、
準
拠
法
選
択
の
自
由
が
、
夫
婦
に
法
的
安
定
性
を
与

え
る
も
の
で
あ
り
、
歓
迎
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る）
１５０
（

。
ま
た
、M

arinai

は
、
準
拠
法
選
択
の
自
由
を
強
化
す
る
こ
と
が
、
よ
り
多
く
の

柔
軟
性
を
与
え
、
た
と
え
ば
、
構
成
国
の
裁
判
所
に
よ
り
宣
言
さ
れ
た
離
婚
の
承
認
を
本
国
で
得
る
こ
と
を
望
む
第
三
国
の
国
民
に
と
っ
て

有
益
な
も
の
と
な
り
う
る
と
し
て
い
る）
１５１
（

。

　

当
事
者
自
治
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、
様
々
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
こ
れ
が
憲
法
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
あ
る）
１５２
（

。
具

体
的
に
は
、私
生
活
及
び
家
庭
生
活
の
尊
重
に
つ
い
て
の
権
利
を
定
め
る
欧
州
人
権
条
約
第
八
条）
１５３
（

が
当
事
者
自
治
を
保
障
す
る
と
主
張
す
る
。
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自
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同
条
に
基
づ
く
私
生
活
及
び
家
庭
生
活
の
尊
重
は
、
と
り
わ
け
、
個
人
の
生
活
に
影
響
を
与
え
る
基
本
的
な
決
定
を
彼
ら
自
身
が
す
る
権
利

を
含
意
し
て
い
る
と
さ
れ
る）
１５４
（

。
欧
州
司
法
裁
判
所
及
び
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
国
際
家
族
法
に
関
し
て
、
当
事
者
に
よ
る
準
拠
法
の
決
定
が

私
的
及
び
家
族
生
活
に
対
す
る
基
本
権
で
あ
る
と
解
釈
し
て
き
た）
１５５
（

。

　

他
方
で
、
当
事
者
自
治
を
認
め
る
根
拠
と
し
て
、
欧
州
連
合
の
統
合
の
た
め
の
妥
協
の
必
要
性
を
挙
げ
る
も
の
も
あ
る）
１５６
（

。
す
な
わ
ち
、
欧

州
連
合
に
お
い
て
は
、
本
国
法
主
義
を
と
る
国
と
常
居
所
地
法
主
義
を
と
る
国
が
混
在
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
調
和
さ
せ
る
手
段
の
一
つ

が
当
事
者
自
治
を
認
め
る
こ
と
で
あ
る）
１５７
（

。
ま
た
、
外
国
法
の
適
用
を
認
め
る
大
陸
法
系
諸
国
と
い
か
な
る
場
合
に
も
自
国
法
（
法
廷
地
法
）

を
適
用
す
る
英
米
法
系
諸
国
と
の
衝
突
も
解
消
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
廷
地
法
の
選
択
を
認
め
る
当
事
者
自
治
は
、
英
米
法
系
諸
国
へ

の
譲
歩
で
あ
り）
１５８
（

、
い
ず
れ
の
制
度
と
も
矛
盾
し
な
い
解
決
策
を
見
付
け
る
こ
と
を
手
助
け
し
う
る
と
さ
れ
る）
１５９
（

。

　

さ
ら
に
、
法
廷
地
法
の
選
択
を
認
め
る
理
由
と
し
て
は
、
法
廷
地
法
の
選
択
に
よ
っ
て
、
裁
判
所
が
自
国
法
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
外
国
法
を
適
用
す
る
場
合
よ
り
も
、
迅
速
で
経
済
的
な
手
続
が
行
わ
れ
う
る
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る）
１６０
（

。

　

こ
こ
で
は
、
当
事
者
自
治
が
各
構
成
国
の
妥
協
の
た
め
に
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
特
徴
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ

は
、
統
一
規
則
を
創
設
す
る
と
い
う
目
的
か
ら
生
じ
る
も
の
で
あ
り
、
欧
州
連
合
に
特
有
の
理
由
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
四
節　

小
括

　

構
成
国
に
よ
る
全
会
一
致
が
不
可
能
で
あ
っ
た
た
め
に
、
ロ
ー
マ
Ⅲ
規
則
は
、
先
行
統
合
の
枠
組
で
の
採
択
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
当
時
、

一
部
の
構
成
国
が
提
案
の
受
け
入
れ
に
積
極
的
で
な
か
っ
た
の
が
、
家
族
関
係
事
件
に
お
け
る
国
家
の
認
識
が
異
な
る
こ
と
、
特
に
、
各
構

成
国
が
離
婚
を
得
る
た
め
に
要
求
す
る
手
続
的
及
び
実
体
的
事
由
が
異
な
る
こ
と
の
結
果
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
）
１６１
（

。
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も
っ
と
も
、
先
行
統
合
に
参
加
し
た
構
成
国
も
多
種
多
様
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る）
１６２
（

。
す
な
わ
ち
、
離
婚
手
続
に
お
い
て
迅
速
に
結
果

が
出
る
ス
ペ
イ
ン
と
、
よ
り
厳
格
な
要
件
を
課
す
イ
タ
リ
ア
や
離
婚
を
認
め
て
い
な
か
っ
た
マ
ル
タ
が
と
も
に
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
よ
う
な
﹁
自
由
主
義
的
﹂
な
構
成
国
が
参
加
し
て
い
な
い
一
方
で
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
よ
う
な
離
婚
に
厳
格
な
構
成
国
も
参

加
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
実
質
法
の
相
違
は
、
先
行
統
合
へ
の
参
加
又
は
不
参
加
の
決
定
を
説
明
す
る
こ
と
は
で
き

ず
、
抵
触
規
則
の
相
違
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
と
さ
れ
る）
１６３
（

。
唯
一
結
び
付
け
て
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
傾
向
は
、
離
婚
に
法
廷
地
法
を
適

用
す
る
構
成
国
の
ほ
と
ん
ど
が
先
行
統
合
に
参
加
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
最
密
接
関
連
地
法
の
原
則
に
従
い

連
結
を
行
う
構
成
国
も
不
参
加
の
グ
ル
ー
プ
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
過
大
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る）
１６４
（

。

ロ
ー
マ
Ⅲ
規
則
へ
の
参
加
構
成
国
の
構
成
は
、
様
々
な
実
質
法
及
び
抵
触
規
則
を
持
つ
国
が
、
離
婚
に
つ
い
て
当
事
者
自
治
を
認
め
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
を
示
し
う
る
と
思
わ
れ
る
。

第
四
章　

離
婚
に
お
け
る
当
事
者
自
治
⑵
︱
︱
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
立
法
例
︱
︱

　

本
章
で
は
、
離
婚
に
つ
き
当
事
者
自
治
を
認
め
て
い
る
（
あ
る
い
は
、
か
つ
て
認
め
て
い
た
）
オ
ラ
ン
ダ
、
ド
イ
ツ
及
び
ベ
ル
ギ
ー
の
立

法
例
を
当
事
者
自
治
が
導
入
さ
れ
た
順
に
見
て
い
く
。

　

現
在
で
は
、
ド
イ
ツ
及
び
ベ
ル
ギ
ー
に
お
い
て
は
、
ロ
ー
マ
Ⅲ
規
則
が
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
後
述
の
規
定
は
も
は
や
適
用
さ
れ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
当
事
者
自
治
を
導
入
し
た
理
由
は
各
国
で
異
な
る
。
離
婚
、
ひ
い
て
は
、
家
族
法
分
野
に
お
け
る
当
事
者
自
治
の
根
拠
を

探
究
す
る
に
あ
た
り
、
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
理
解
す
る
こ
と
は
有
意
義
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
ド
イ
ツ
及
び
ベ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
も

本
章
で
扱
う
こ
と
と
す
る
。
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一　

総
説

　

オ
ラ
ン
ダ
は
、
ロ
ー
マ
Ⅲ
規
則
に
参
加
し
て
い
な
い
た
め
、
な
お
自
国
法
を
適
用
し
て
離
婚
準
拠
法
を
決
定
す
る
こ
と
と
な
る
。
オ
ラ
ン

ダ
に
お
い
て
は
、
二
〇
一
二
年
一
月
一
日
に
発
効
し
た
民
法
典
第
一
〇
編
が
抵
触
規
則
を
定
め
る
。
第
五
六
条
に
よ
れ
ば
、
原
則
と
し
て
、

離
婚
は
オ
ラ
ン
ダ
法
に
よ
り
規
律
さ
れ
る
（
第
一
項
）
が
、
以
下
の
場
合
に
は
、
夫
婦
の
共
通
本
国
法
が
適
用
さ
れ
る
（
第
二
項
）。
す
な

わ
ち
、
⒜
夫
婦
が
と
も
に
そ
の
法
を
選
択
す
る
か
、
又
は
夫
婦
の
一
方
に
よ
る
そ
の
よ
う
な
選
択
が
争
わ
れ
な
か
っ
た
場
合
又
は
⒝
夫
婦
の

一
方
が
そ
の
法
を
選
択
し
、
か
つ
、
夫
婦
双
方
が
実
際
に
そ
の
共
通
本
国
と
の
社
会
的
紐
帯
を
有
す
る
場
合
で
あ
る
。

　

民
法
典
第
一
〇
編
の
発
効
ま
で
、
離
婚
の
準
拠
法
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
一
年
の
﹁
婚
姻
の
解
消
及
び
別
居
に
つ
い
て
の
法
律
抵
触
規
則

に
関
す
る
法
律
﹂（
以
下
、﹁
離
婚
抵
触
法
﹂
と
い
う
。））
１６５
（

に
規
定
が
置
か
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
離
婚
は
、
⒜
夫
婦
が
共
通
本
国
法

を
有
す
る
と
き
は
、
そ
の
法
、
⒝
共
通
本
国
法
が
な
い
と
き
は
、
夫
婦
の
共
通
常
居
所
地
法
、
⒞
共
通
本
国
法
及
び
同
一
国
に
お
け
る
常
居

所
地
法
が
な
い
と
き
は
、
オ
ラ
ン
ダ
法
に
よ
り
解
決
さ
れ
る
（
第
一
条
第
一
項
）。
夫
婦
の
一
方
に
と
っ
て
、
共
通
本
国
と
の
実
効
的
な
社

会
的
紐
帯
が
明
ら
か
に
欠
け
る
場
合
は
、
共
通
本
国
法
は
存
在
し
な
い
も
の
と
み
な
さ
れ
る
が
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
夫
婦
が
と
も
に

共
通
本
国
法
を
選
択
す
る
か
、
又
は
夫
婦
の
一
方
に
よ
る
そ
の
よ
う
な
選
択
が
争
わ
れ
な
か
っ
た
と
き
は
、
そ
の
法
が
適
用
さ
れ
る
（
同
条

第
二
項
）。
こ
れ
ら
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
夫
婦
が
と
も
に
オ
ラ
ン
ダ
法
を
選
択
す
る
か
、
又
は
夫
婦
の
一
方
に
よ
る
そ
の
よ
う
な
選
択

が
争
わ
れ
な
か
っ
た
と
き
は
、
そ
の
法
が
適
用
さ
れ
る
（
同
条
第
四
項
）
と
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
オ
ラ
ン
ダ
に
お
い
て
は
、
一
九
八
一
年
以
降
、
制
定
法
に
よ
り
制
限
的
な
当
事
者
自
治
が
認
め
ら
れ
て
き
た
。
も
っ
と
も
、

新
法
の
規
定
と
旧
法
の
規
定
と
で
は
、
原
則
と
例
外
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。
新
法
が
原
則
的
に
オ
ラ
ン
ダ
法
に
連
結
し
、
共
通
本
国
法
の

選
択
を
認
め
る
の
に
対
し
、
旧
法
は
、
共
通
本
国
法
を
第
一
順
位
と
す
る
段
階
的
連
結
を
原
則
と
し
、
オ
ラ
ン
ダ
法
の
選
択
を
認
め
て
い
た
。
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次
項
で
は
、
制
定
法
上
離
婚
に
つ
き
当
事
者
自
治
を
認
め
る
に
至
っ
た
過
程
と
規
定
が
改
正
さ
れ
た
経
緯
を
確
認
す
る
。

二　

立
法
経
緯

⑴　

離
婚
抵
触
法

　

離
婚
抵
触
法
は
、
オ
ラ
ン
ダ
最
高
裁
判
所
（H

oge R
aad

）
の
判
例
に
よ
り
確
立
さ
れ
た
法
理
を
明
文
化
す
る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
し

て
い
た）
１６６
（

。
離
婚
抵
触
法
の
制
定
以
前
は
、
離
婚
準
拠
法
を
決
定
す
る
の
は
、
一
八
二
九
年
五
月
一
五
日
の
﹁
王
国
の
立
法
の
た
め
の
総
則
に

関
す
る
法
律
﹂
第
六
条
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た）
１６７
（

。
同
条
に
よ
れ
ば
、﹁
人
の
権
利
、
身
分
及
び
能
力
に
関
す
る
法
律
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
が
外

国
に
居
住
す
る
と
き
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
者
を
規
律
す
る
。﹂）
１６８
（

こ
の
規
定
の
拡
張
解
釈
に
よ
っ
て
、
判
例
が
形
成
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、

そ
こ
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
態
度
が
と
ら
れ
て
き
た
。

　

ま
ず
、
夫
婦
双
方
が
オ
ラ
ン
ダ
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
法
が
適
用
さ
れ
る）
１６９
（

。
さ
ら
に
、
夫
婦
双
方
が
同
一
の
外
国
国
籍
を
有
す

る
場
合
に
は
、
同
規
定
の
拡
張
解
釈
に
よ
り
、
そ
の
本
国
法
が
一
般
に
適
用
さ
れ
る）
１７０
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
場
合
で
あ
っ
て
も
、

多
く
の
事
案
に
お
い
て
、
夫
婦
が
オ
ラ
ン
ダ
の
社
会
に
統
合
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
オ
ラ
ン
ダ
法
が
適
用
さ
れ
て
き
た）
１７１
（

。
こ
の
こ
と

は
、
国
籍
に
代
わ
っ
て
﹁
環
境
（atm

osphere

）﹂
を
基
準
と
し
、
特
定
の
事
案
の
全
て
の
状
況
を
考
慮
し
て
、
婚
姻
関
係
が
い
ず
れ
の
国

に
最
も
密
接
に
関
連
し
て
い
る
か
を
検
討
す
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
と
さ
れ
る）
１７２
（

。
ま
た
、
夫
婦
が
共
通
国
籍
を
有
し
な
い
場
合
に
も
、
裁
判

所
は
、
様
々
な
理
由
付
け
に
よ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
法
の
適
用
を
導
い
て
き
た）
１７３
（

。
オ
ラ
ン
ダ
法
は
、
し
ば
し
ば
、
共
通
住
所
地
法
と
し
て
適
用
さ

れ
）
１７４
（

、
最
後
の
共
通
住
所
地
法
と
し
て
適
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た）
１７５
（

。
さ
ら
に
、
共
通
本
国
法
が
な
い
場
合
に
お
い
て
、
法
廷
地
法
と
し
て
オ

ラ
ン
ダ
法
を
適
用
す
る
裁
判
所
も
あ
っ
た）
１７６
（

。
時
に
は
、
明
示
的
に
根
拠
を
述
べ
る
こ
と
な
く
、
オ
ラ
ン
ダ
法
が
適
用
さ
れ
た）
１７７
（

。
こ
の
よ
う
な

内
国
法
志
向
の
傾
向
に
影
響
を
与
え
て
い
た
の
は
、
最
高
裁
判
所
一
九
〇
七
年
一
二
月
一
三
日
判
決
（B

oon Schm
idt

判
決
）
）
１７８
（

で
あ
る
と
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さ
れ
て
い
る）
１７９
（

。
こ
の
判
決
に
お
い
て
は
、
離
婚
と
公
の
秩
序
及
び
善
良
の
風
俗
の
関
係
性
ゆ
え
に
、
法
廷
地
法
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
法
が
適
用

さ
れ
た
。

　

離
婚
が
オ
ラ
ン
ダ
法
以
外
の
法
に
服
し
う
る
こ
と
を
最
高
裁
判
所
が
認
め
た
の
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
な
っ
て
か
ら
に
過
ぎ
な
い
と
さ
れ

て
い
る）
１８０
（

。
外
国
法
の
適
用
可
能
性
を
最
初
に
示
し
た
の
は
、
最
高
裁
判
所
一
九
七
三
年
二
月
二
三
日
判
決）
１８１
（

で
あ
り
、
同
判
決
は
、
離
婚
の
準

拠
法
に
つ
い
て
画
期
的
な
立
場
を
と
っ
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る）
１８２
（

。
最
高
裁
判
所
は
、B

oon Schm
idt

判
決
に
お
け
る
立

場
を
常
に
と
る
こ
と
を
否
定
し
、
離
婚
問
題
を
抵
触
規
則
に
よ
り
解
決
す
る
と
い
う
方
法
に
途
を
開
い
た
と
さ
れ
る
（
も
っ
と
も
、
明
確
な

抵
触
規
則
を
提
示
し
て
は
い
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。））
１８３
（

。離
婚
抵
触
法
上
の
抵
触
規
則
の
原
型
と
も
い
う
べ
き
規
則
を
初
め
て
明
示
し
た
の
は
、

最
高
裁
判
所
一
九
七
七
年
五
月
二
七
日
判
決）
１８４
（

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る）
１８５
（

。
同
判
決
に
よ
れ
ば
、﹁
夫
婦
の
一
方
に
よ
り
オ
ラ
ン
ダ
に
お
い
て
提

起
さ
れ
た
離
婚
訴
訟
は
、
夫
婦
双
方
が
オ
ラ
ン
ダ
国
籍
を
有
す
る
と
き
は
、
夫
婦
の
い
ず
れ
の
者
も
そ
の
生
活
が
そ
の
者
と
よ
り
強
い
紐
帯

を
有
す
る
他
国
の
国
籍
を
同
時
に
有
す
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
仮
定
の
も
と
に
、
原
則
と
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
法
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
。
前

述
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
は
、
か
か
る
訴
訟
は
、
原
則
と
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
国
際
私
法
に
従
っ
て
、
訴
訟
提
起
の
当
時
、
夫
婦
双
方
が
居

住
し
て
い
る
国
の
法
に
よ
り
、
ま
た
、
当
事
者
双
方
が
異
な
る
国
に
居
住
し
て
い
る
と
き
は
、
オ
ラ
ン
ダ
法
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
。﹂）
１８６
（

そ

れ
に
続
く
最
高
裁
判
所
一
九
七
九
年
二
月
九
日
判
決）
１８７
（

は
、
同
様
の
立
場
を
さ
ら
に
一
般
化
し
た
と
さ
れ
る）
１８８
（

。
す
な
わ
ち
、﹁
夫
婦
の
国
籍
国

と
そ
れ
ら
の
者
と
の
紐
帯
が
大
幅
に
弱
め
ら
れ
て
い
る
と
き
、
ま
た
、
そ
れ
ら
の
者
に
と
っ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
と
の
社
会
的
関
係
が
創
出
さ
れ

て
い
る
と
き
は
、
そ
れ
ら
の
者
の
偶
発
的
な
離
婚
が
オ
ラ
ン
ダ
の
公
序
と
最
も
密
接
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
顧
慮
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
よ
う
に
、そ
の
規
則
に
対
す
る
例
外
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。﹂）
１８９
（

さ
ら
に
、最
高
裁
判
所
一
九
七
九
年
五
月
四
日
判
決）
１９０
（

は
、

一
九
七
七
年
判
決
と
全
く
同
様
の
立
場
を
と
り
、
そ
れ
が
オ
ラ
ン
ダ
国
際
私
法
上
の
規
則
で
あ
る
と
明
言
す
る
に
至
っ
た
と
さ
れ
て
い
る）
１９１
（

。

　

こ
う
し
て
確
立
さ
れ
た
離
婚
準
拠
法
選
択
規
則
を
明
文
化
す
る
た
め
、一
九
八
一
年
に
離
婚
抵
触
法
が
制
定
さ
れ
た
。
第
一
条
第
一
項
は
、
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七

六
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判
例
に
従
い
段
階
的
連
結
を
定
め
て
い
る
。
他
方
で
、
同
条
第
四
項
は
、
夫
婦
に
よ
る
オ
ラ
ン
ダ
法
の
選
択
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

﹁
離
婚
保
護
（fa

vor d
ivortii

）﹂
の
考
え
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る）
１９２
（

。
オ
ラ
ン
ダ
法
は
、
夫
婦
の
意
思
に
よ
り
離
婚
す
る
こ
と
を

認
め
て
お
り
（
民
法
典
第
一
編
第
一
五
四
条
）、
夫
婦
の
本
国
法
が
離
婚
を
拒
否
す
る
場
合
に
は
、
夫
婦
は
、
オ
ラ
ン
ダ
法
を
選
択
す
る
こ

と
に
よ
り
離
婚
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

⑵　

民
法
典
第
一
〇
編
第
五
六
条

　

離
婚
抵
触
法
第
一
条
は
段
階
的
連
結
を
規
定
し
て
い
た
が
、
実
際
に
は
、
極
め
て
多
く
の
場
合
に
オ
ラ
ン
ダ
法
の
適
用
が
導
か
れ
て
い
た

と
さ
れ
て
い
る）
１９３
（

。
そ
の
た
め
、
司
法
権
の
強
い
主
張
と
国
際
私
法
委
員
会
の
助
言
に
よ
り
、
民
法
典
第
一
〇
編
に
お
い
て
は
規
定
が
修
正
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た）
１９４
（

。
そ
し
て
、
離
婚
抵
触
法
の
規
定
に
お
け
る
連
結
点
の
順
位
が
入
れ
替
え
ら
れ
、
共
通
本
国
法
が
夫
婦
に
よ
り
指
定
さ

れ
る
か
、
又
は
夫
婦
の
一
方
に
よ
る
そ
の
よ
う
な
指
定
が
他
方
に
よ
り
争
わ
れ
な
い
場
合
を
除
き
、
法
廷
地
法
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
法
を
適
用

す
る
旨
が
規
定
さ
れ
た
。

　

オ
ラ
ン
ダ
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
外
国
人
間
で
宣
言
さ
れ
た
離
婚
の
承
認
の
機
会
が
減
少
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
に

対
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
回
答
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
異
な
る
法
制
度
の
存
在
を
尊
重
し
、
必
要
で
あ
る
場
合
に
は
そ
れ
を
優
先
さ
せ
る

国
際
的
な
法
秩
序
の
承
認
を
目
的
と
す
る
国
際
私
法
の
原
則
を
法
廷
地
法
が
無
視
す
る
た
め
に
、
一
般
に
、
そ
し
て
原
則
と
し
て
、
法
廷
地

法
の
優
先
は
好
ま
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
の
特
定
の
対
象
事
項
に
つ
い
て
の
オ
ラ
ン
ダ
の
実
務
に
お
け
る
必
要
性
は
、
優
先
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
と）
１９５
（

。
そ
の
た
め
、
主
と
し
て
、
本
国
法
を
承
認
の
基
準
と
し
て
用
い
る
国
に
お
け
る
承
認
の
問
題
を
避
け
る
こ
と
を
意
図

し
て
、
夫
婦
に
よ
る
準
拠
法
選
択
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
さ
れ
る）
１９６
（

。
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小
括

　

オ
ラ
ン
ダ
国
際
私
法
に
お
い
て
は
、
当
事
者
自
治
が
か
な
り
一
般
的
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る）
１９７
（

。
そ
の
例
は
、
本
稿
の
主
題
で
あ
る
離
婚

の
ほ
か
、
家
族
法
や
婚
姻
法
に
見
ら
れ
る）
１９８
（

。
民
法
典
第
一
〇
編
第
三
五
条
は
、
夫
婦
間
の
財
産
以
外
の
法
律
関
係
を
扱
う
規
定
で
あ
る
が
、

こ
れ
も
当
事
者
自
治
を
導
入
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
夫
婦
は
、
共
通
本
国
法
又
は
共
通
常
居
所
地
法
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

登
録
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
し
て
は
第
六
四
条
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
登
録
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を
導
入
し
て
い

る
あ
ら
ゆ
る
法
制
度
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
夫
婦
財
産
制
及
び
相
続
に
つ
い
て
は
、
制
限
的
な
当
事
者
自
治
を
認
め
る
ハ
ー

グ
条
約
を
批
准
し
て
い
る
。

　

オ
ラ
ン
ダ
に
お
い
て
は
、
当
事
者
自
治
の
基
礎
と
な
る
目
的
は
、
通
例
は
、
最
大
限
の
法
的
安
定
性
を
達
成
す
る
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
る

が）
１９９
（

、
そ
の
ほ
か
、
柔
軟
性
の
向
上）
２００
（

や
、
離
婚
に
関
し
て
は
、
離
婚
保
護
の
考
え）
２０１
（

か
ら
も
支
持
さ
れ
て
い
る
。

第
二
節　

ド
イ
ツ

一　

総
説

　

ロ
ー
マ
Ⅲ
規
則
が
発
効
す
る
ま
で
、
ド
イ
ツ
民
法
施
行
法
（
Ｅ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
））
２０２
（

旧
第
一
七
条
第
一
項
第
一
文
は
、﹁
離
婚
は
、
離
婚
訴
訟
の

係
属
の
発
生
時
点
に
お
い
て
婚
姻
の
一
般
的
効
力
に
つ
い
て
基
準
と
な
る
法
に
服
す
る
。﹂
と
規
定
し
て
い
た
。
婚
姻
の
一
般
的
効
力）
２０３
（

に
つ

い
て
定
め
る
Ｅ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
一
四
条
は
、
第
一
項
に
お
い
て
段
階
的
連
結
を
規
定
し
、
第
二
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
、
制
限
的
で
は
あ
る

が
、
当
事
者
自
治
を
認
め
て
い
る
。
第
一
項
は
、
婚
姻
の
一
般
的
効
力
が
、﹁
夫
婦
双
方
が
属
す
る
国
の
法
又
は
夫
婦
の
一
方
が
な
お
属
す

る
と
き
は
、
夫
婦
双
方
が
婚
姻
中
最
後
に
属
し
た
国
の
法
﹂（
第
一
号
）、
そ
れ
が
な
い
場
合
に
は
、﹁
夫
婦
双
方
が
常
居
所
を
有
す
る
国
の

法
又
は
夫
婦
の
一
方
が
な
お
常
居
所
を
有
す
る
と
き
は
、
夫
婦
双
方
が
婚
姻
中
最
後
に
常
居
所
を
有
し
た
国
の
法
﹂（
第
二
号
）、
そ
れ
も
な
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七
九

六
五
五

い
場
合
に
は
、﹁
夫
婦
が
と
も
に
別
の
方
法
で
最
も
密
接
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
国
の
法
﹂（
第
三
号
）
に
服
す
る
と
規
定
す
る
。
第
二
項

に
よ
れ
ば
、﹁
夫
婦
の
一
方
が
複
数
の
国
に
属
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
他
方
も
そ
の
一
つ
に
属
す
る
と
き
は
、
夫
婦
は
、
第
五
条
第
一
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
国
の
法
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
﹂）
２０４
（

、
第
三
項
に
よ
れ
ば
、
第
一
項
第
一
号
の
要
件
が
存
在
せ
ず
、
か
つ
、﹁
夫

婦
の
い
ず
れ
も
が
、
夫
婦
の
双
方
が
そ
の
常
居
所
を
有
す
る
国
に
属
し
な
い
場
合
﹂（
第
一
号
）
又
は
﹁
夫
婦
が
同
一
国
に
そ
の
常
居
所
を

有
し
な
い
場
合
﹂（
第
二
号
）
に
は
、
夫
婦
は
、
そ
の
一
方
が
属
す
る
国
の
法
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
夫
婦
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に

従
い
、
婚
姻
の
一
般
的
効
力
の
準
拠
法
を
選
択
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
離
婚
準
拠
法
も
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
た）
２０５
（

。

　

も
っ
と
も
、
準
拠
法
選
択
に
は
一
定
の
制
限
が
あ
る
。
Ｅ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
一
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
よ
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
選
択

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、（
少
な
く
と
も
）
夫
婦
の
一
方
の
本
国
法
の
み
で
あ
り
、共
通
（
常
）
居
所
地
法
を
選
択
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

さ
ら
に
、
個
々
の
婚
姻
の
効
力
に
関
し
て
、
部
分
的
に
準
拠
法
選
択
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い）
２０６
（

。
婚
姻
の
一
般
的
効
力
全
て
に
関
し
て
、
画

一
的
に
準
拠
法
選
択
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
あ
り）
２０７
（

、
離
婚
も
そ
れ
に
従
う
。

二　

立
法
経
緯

⑴　

Ｅ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
第
一
七
条

　

Ｅ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
第
一
七
条
は
、
一
九
八
六
年
の
Ｅ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
改
正
に
よ
り
導
入
さ
れ
た
規
定
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
は
、
離
婚
は
、
原
則
と

し
て
、
訴
え
提
起
時
に
お
い
て
夫
が
属
す
る
国
の
法
に
送
致
さ
れ
て
い
た
。
ド
イ
ツ
国
際
私
法
会
議
は
、
そ
の
最
初
の
態
度
表
明
に
お
い
て
、

す
で
に
夫
の
法
へ
の
連
結
を
退
け
て
お
り
、
第
一
に
、（
最
後
の
）
共
通
国
籍
、
第
二
に
、（
最
後
の
）
共
通
常
居
所
地
、
第
三
に
、（
最
後
の
）

共
通
居
所
地
を
連
結
点
と
す
る
段
階
的
連
結
の
導
入
を
考
え
て
い
た）
２０８
（

。
そ
の
時
点
で
は
、当
事
者
自
治
の
導
入
は
予
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

段
階
的
連
結
に
基
づ
き
離
婚
が
不
可
能
で
あ
る
場
合
に
は
、
婚
姻
締
結
時
に
夫
婦
の
一
方
が
属
し
て
い
た
国
の
法
に
基
づ
き
、
婚
姻
を
解
消
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す
る
こ
と
が
で
き
る
限
り
で
、
そ
の
法
が
適
用
さ
れ
る
と
さ
れ
た）
２０９
（

。
一
九
七
七
年
の
ド
イ
ツ
国
際
私
法
会
議
に
お
け
る
再
検
討
の
際
に
は
、

階
梯
（L

eiter

）
の
最
後
の
段
が
（
最
後
の
）
共
通
居
所
地
へ
の
連
結
か
ら
最
密
接
関
連
へ
の
白
地
の
連
結
に
置
き
換
え
ら
れ
た
が）
２１０
（

、
依
然

と
し
て
、
当
事
者
自
治
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

司
法
省
の
委
託
を
受
け
たK

ühne

の
草
案
に
お
い
て
初
め
て
、
離
婚
に
お
け
る
当
事
者
自
治
が
現
れ
た
と
さ
れ
る）
２１１
（

。
彼
は
、
離
婚
時
に

お
け
る
婚
姻
の
一
般
的
効
力
の
準
拠
法
へ
の
併
合
に
よ
っ
て
、
規
定
さ
れ
て
い
た
階
梯
を
置
き
換
え
た）
２１２
（

。
彼
に
よ
れ
ば
、
婚
姻
の
効
力
と
離

婚
の
連
結
を
同
一
に
す
る
こ
と
は
、
多
く
の
法
秩
序
に
お
い
て
、
婚
姻
中
の
夫
婦
の
義
務
と
そ
の
不
履
行
に
対
す
る
制
裁
が
内
容
的
に
相
互

に
関
係
し
て
い
る
と
い
う
考
慮
に
基
づ
い
て
い
る）
２１３
（

。
そ
し
て
、
こ
の
内
在
的
な
実
質
法
上
の
関
係
は
、
連
結
を
一
致
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

抵
触
法
上
保
持
さ
れ
る
と
い
う）
２１４
（

。
同
様
に
、N

euhaus

とK
ropholler

に
よ
る
草
案
も
、
離
婚
が
離
婚
時
に
お
け
る
婚
姻
の
効
力
の
準
拠

法
に
服
す
る
旨
を
規
定
し
て
い
た）
２１５
（

。

　

他
方
、
マ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ン
ク
研
究
所
作
業
グ
ル
ー
プ
の
提
案
は
、
夫
婦
の
一
方
の
本
国
法
、
夫
婦
が
共
通
常
居
所
地
を
有
す
る
国
の
法

又
は
夫
婦
が
最
後
に
共
通
常
居
所
地
を
有
し
て
い
た
国
の
法
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
根
拠
付
け
ら
れ
る
場
合
に
は
、
離
婚
が
認
め
ら
れ
る
と
す

る
も
の
で
あ
っ
た）
２１６
（

。
彼
ら
に
よ
れ
ば
、
離
婚
は
、
現
代
の
理
解
で
は
、
全
て
の
者
が
そ
の
人
格
ゆ
え
に
、
自
由
権
の
一
形
態
と
し
て
、
婚
姻

中
の
自
己
及
び
相
手
方
の
行
動
を
顧
慮
す
る
こ
と
な
し
に
与
え
ら
れ
て
い
る
抗
弁
で
あ
る）
２１７
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
離
婚
要
件
の
基
準
と
な
る
法
は
、

婚
姻
の
効
力
の
準
拠
法
か
ら
独
立
し
て
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
選
択
的
連
結
が
最
善
で
あ
る
と
し
た）
２１８
（

。

　

一
九
八
三
年
一
〇
月
二
〇
日
に
公
表
さ
れ
た
政
府
草
案
は
、
Ｅ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
第
一
七
条
第
一
項
と
同
じ
文
言
を
含
ん
で
い
た
。
政
府
草
案

は
、
多
く
の
法
秩
序
に
お
い
て
、
婚
姻
中
の
夫
婦
の
義
務
及
び
そ
の
不
履
行
の
結
果
が
内
容
的
に
相
互
に
関
係
し
て
お
り
、
こ
の
相
互
の
関

係
が
、
婚
姻
の
一
般
的
効
力
の
連
結
と
離
婚
の
要
件
及
び
結
果
の
連
結
の
一
致
に
よ
っ
て
抵
触
法
上
維
持
さ
れ
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る）
２１９
（

。

こ
れ
は
、K

ühne

の
草
案
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
た
こ
と
と
非
常
に
酷
似
し
て
お
り
、
影
響
を
受
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。



（　
　
　

）

国
際
離
婚
法
に
お
け
る
当
事
者
自
治
の
根
拠

同
志
社
法
学　

六
六
巻
三
号�

八
一

六
五
七

　

Ｅ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
第
一
七
条
第
一
項
に
関
し
て
は
、
政
府
草
案
が
そ
の
ま
ま
採
用
さ
れ
、
制
定
さ
れ
た
。

⑵　

Ｅ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
一
四
条

　

Ｅ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
一
四
条
も
ま
た
、
一
九
八
六
年
の
Ｅ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
改
正
に
よ
っ
て
根
本
的
に
変
更
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
婚
姻
の
一
般
的
効
力

の
準
拠
法
の
選
択
可
能
性
は
、
こ
の
時
初
め
て
導
入
さ
れ
た）
２２０
（

。
Ｅ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
第
一
四
条
は
、
一
方
的
抵
触
規
定
で
あ
り
、
第
一
項
は
、﹁
ド

イ
ツ
人
夫
婦
相
互
の
身
分
的
法
律
関
係
は
、
彼
ら
が
外
国
に
そ
の
住
所
を
有
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
ド
イ
ツ
法
に
基
づ
き
判
断
さ
れ
る
。﹂

と
、
第
二
項
は
、﹁
夫
が
ド
イ
ツ
国
籍
を
喪
失
し
た
が
、
妻
が
そ
れ
を
保
持
し
て
い
る
場
合
に
も
、
ド
イ
ツ
法
が
適
用
さ
れ
る
。﹂
と
定
め
て

い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
ド
イ
ツ
法
が
適
用
さ
れ
な
い
場
合
に
お
け
る
準
拠
法
は
明
確
で
な
く
、
居
所
地
連
結
へ
の
移
行
、
よ
り
弱
い
法
の
適
用

及
び
夫
の
法
へ
の
連
結
が
議
論
さ
れ
て
い
た）
２２１
（

。

　

ド
イ
ツ
国
際
私
法
会
議
の
最
初
の
提
案
は
、
段
階
的
連
結
の
み
を
定
め
て
お
り
、
第
一
に
、（
最
後
の
）
共
通
国
籍
、
第
二
に
、（
最
後
の
）

共
通
常
居
所
地
に
連
結
し
、
第
三
に
、
現
行
法
と
は
異
な
り
、（
最
後
の
）
共
通
居
所
地
に
連
結
し
て
い
た）
２２２
（

。
こ
の
提
案
は
、
鑑
定
人
で
あ

るK
egel

が
起
草
し
た
も
の
で
あ
り）
２２３
（

、﹁K
egel

の
梯
子
﹂
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る）
２２４
（

。
一
九
七
七
年
の
再
検
討
の
際
、
彼
は
最
初
の
提
案
を

支
持
し
た
が）
２２５
（

、
ド
イ
ツ
国
際
私
法
会
議
は
、
第
三
段
階
を
最
密
接
関
連
へ
の
白
地
の
連
結
に
置
き
換
え
た）
２２６
（

。
ま
た
、
ド
イ
ツ
国
際
私
法
会
議

は
、
正
当
な
客
観
的
連
結
が
提
供
さ
れ
る
場
合
に
は
、
婚
姻
の
一
般
的
効
力
に
つ
い
て
、
当
事
者
に
よ
る
準
拠
法
選
択
の
要
求
は
な
い
こ
と

か
ら
、
当
事
者
自
治
の
導
入
に
反
対
し
た）
２２７
（

。

　

当
事
者
自
治
は
、K

ühne

の
草
案
に
お
い
て
初
め
て
現
れ
た
と
さ
れ
る）
２２８
（

。
も
っ
と
も
、
彼
は
、
二
つ
の
特
別
な
組
み
合
わ
せ
に
お
い
て
、

ド
イ
ツ
法
を
選
択
す
る
可
能
性
の
み
を
規
定
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
共
通
の
ド
イ
ツ
国
籍
を
喪
失
し
た
場
合
で
あ
っ
て
、
新
た
な
共
通
国

籍
の
獲
得
ま
で
の
期
間
（
草
案
第
一
四
条
第
二
項
）、
又
は
夫
婦
が
共
通
の
国
籍
を
持
た
な
い
が
、
夫
婦
の
一
方
が
ド
イ
ツ
国
籍
を
有
す
る
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場
合
（
同
条
第
三
項
）
に
、
夫
婦
は
、
ド
イ
ツ
法
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。K
ühne

に
よ
れ
ば
、
契
約
に
お
け
る
当
事
者
自
治
の
原

則
は
、
顧
慮
さ
れ
る
べ
き
利
益
の
多
様
性
を
適
切
に
顧
慮
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
が
、
家
族
法
の
領
域
に
お
い
て
も
そ
の
よ
う
な
事
情
や

利
益
の
多
様
性
が
見
ら
れ
、
当
事
者
自
治
が
許
容
さ
れ
う
る）
２２９
（

。
ま
た
、
当
事
者
自
治
は
、
個
々
の
事
案
に
適
し
た
解
決
を
導
き
、
予
見
可
能

性
を
促
進
す
る
た
め
の
適
当
な
手
段
で
あ
り
、
当
事
者
に
よ
る
準
拠
法
選
択
は
、
法
政
策
上
筋
が
通
っ
て
お
り
、
有
意
義
な
も
の
で
あ
る
と

さ
れ
た）
２３０
（

。
ド
イ
ツ
国
際
私
法
会
議
に
お
い
て
は
、
多
数
の
委
員
が
準
拠
法
選
択
に
賛
成
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
ほ
か）
２３１
（

、Sturm

）
２３２
（

とL
üderitz

）
２３３
（

が
肯
定
的
な
意
見
を
述
べ
、G

örgens

）
２３４
（

も
ま
た
、
準
拠
法
選
択
を
認
め
る
こ
と
に
は
法
政
策
上
説
得
力
が
あ
る
と
し
た
。

　

N
euhaus

とK
ropholler

に
よ
る
提
案
は
、
第
一
に
、
夫
婦
の
共
通
常
居
所
地
、
第
二
に
、
最
後
の
共
通
常
居
所
地
（
夫
婦
が
こ
れ
を

維
持
し
て
い
る
必
要
は
な
い
。）、
第
三
に
、
あ
る
法
に
対
し
て
夫
婦
が
共
通
し
て
有
す
る
最
密
接
関
連
を
連
結
点
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た）
２３５
（

。

こ
の
提
案
に
お
い
て
は
、
婚
姻
の
一
般
的
効
力
に
関
す
る
準
拠
法
選
択
は
、
普
通
は
夫
婦
が
よ
く
考
え
な
い
も
の
で
あ
り
、
適
当
で
な
い
と

述
べ
ら
れ
て
い
る）
２３６
（

。
そ
れ
は
、
一
つ
の
行
為
で
（u

n
o a

ctu

）
決
定
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
、
極
め
て
多
様
な
問
題
（
た
と
え
ば
、
住
所
、

扶
養
、
代
理
権
、
特
定
の
契
約
の
禁
止
）
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
か
ら
で
あ
る）
２３７
（

。

　

マ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ン
ク
研
究
所
作
業
グ
ル
ー
プ
の
提
案
は
、
第
八
条
第
一
項
に
お
い
て
、
第
一
に
、
共
通
国
籍
、
第
二
に
、
共
通
常
居
所

地
、
第
三
に
、
最
密
接
関
連
（
問
題
に
存
在
す
る
婚
姻
の
効
力
の
性
質
を
そ
の
都
度
考
慮
す
る
。）
へ
の
客
観
的
連
結
を
定
め
て
い
た
。
他

の
提
案
や
実
際
に
制
定
さ
れ
た
規
定
と
の
相
違
は
、
第
二
項
に
お
い
て
、
包
括
的
か
つ
極
め
て
自
由
主
義
的
に
当
事
者
自
治
を
支
持
し
て
い

た
こ
と
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る）
２３８
（

。
す
な
わ
ち
、
準
拠
法
選
択
は
、
婚
姻
の
一
般
的
効
力
に
関
し
て
も
、
一
般
に
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

夫
婦
は
、
個
々
の
又
は
全
て
の
婚
姻
の
効
力
に
つ
い
て
、
客
観
的
な
関
連
を
有
す
る
あ
ら
ゆ
る
法
秩
序
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

さ
れ
た）
２３９
（

。
そ
の
た
め
、
夫
婦
が
婚
姻
の
効
力
の
準
拠
法
と
し
て
選
択
で
き
る
の
は
、
た
と
え
ば
、
現
在
の
本
国
法
又
は
居
所
地
法
だ
け
で
は

な
い
と
す
る）
２４０
（

。
彼
ら
に
よ
れ
ば
、
夫
婦
に
は
、
彼
ら
が
最
初
に
移
住
す
る
つ
も
り
で
あ
る
国
の
法
を
選
択
す
る
十
分
な
理
由
が
あ
る）
２４１
（

。
そ
れ
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に
加
え
て
、
こ
の
マ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ン
ク
研
究
所
作
業
グ
ル
ー
プ
の
提
案
で
は
、
婚
姻
の
一
般
的
効
果
と
身
分
的
効
果
と
が
同
時
に
規
定
さ

れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
夫
婦
が
そ
の
財
産
の
大
部
分
が
所
在
す
る
国
の
法
を
選
択
す
る
こ
と
に
も
十
分
な
理
由
が
あ
り
、
動
産
に
つ
い
て
は
、

財
産
準
拠
法
を
所
在
地
別
に
決
め
る
こ
と
が
有
意
義
で
あ
り
う
る
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る）
２４２
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
立
法
者
が
、
こ
の
よ
う
な
状

況
全
て
を
予
測
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
た
め
、
選
択
可
能
な
法
を
限
定
列
挙
す
る
の
で
は
な
く
、
明
ら
か
に
恣
意
的
な
準
拠
法
選
択
だ

け
を
不
可
能
と
見
る
こ
と
を
提
案
し
た）
２４３
（

。

　

改
正
議
論
の
中
で
、
婚
姻
の
効
力
の
準
拠
法
選
択
の
導
入
は
、
や
は
り
、
幾
人
か
の
学
者
に
よ
っ
て
、
国
際
的
に
害
す
る
も
の
と
し
て
、

跛
行
的
な
準
拠
法
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
、
不
必
要
な
も
の
と
し
て
、
正
当
な
理
由
の
な
い
も
の
と
し
て
批
判
さ
れ
た）
２４４
（

。
具
体
的
に
は
、

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

ま
ず
、Reinhart

は
、
当
事
者
自
治
を
批
判
す
る
論
拠
と
し
て
以
下
の
三
点
を
挙
げ
る
。
第
一
に
、
当
事
者
自
治
と
私
的
自
治
の
間
に
は
、

根
本
的
な
相
違
が
あ
る）
２４５
（

。
す
な
わ
ち
、
実
質
法
に
お
け
る
私
的
自
治
は
、
任
意
法
規
に
つ
い
て
の
み
有
効
に
用
い
ら
れ
う
る
の
で
あ
り
、
私

法
の
多
く
の
領
域
で
は
司
法
に
よ
る
内
容
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
受
け
る
の
に
対
し
、
国
際
私
法
上
の
当
事
者
自
治
を
行
使
す
れ
ば
、
強
行
規

定
を
含
む
法
秩
序
全
体
が
排
除
さ
れ
る）
２４６
（

。
第
二
に
、
婚
姻
は
あ
ら
ゆ
る
者
に
対
す
る
外
部
的
効
果
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
本
質
を
な

す
内
容
は
、
法
律
上
の
規
定
か
ら
生
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）
２４７
（

。
ま
た
、
個
人
に
強
く
関
連
す
る
制
度
は
、
第
三
者
の
不
利
益
に
（
あ
る
い
は

夫
婦
自
身
の
不
利
益
に
も
）
濫
用
さ
れ
う
る
た
め）
２４８
（

、
第
三
者
の
利
益
の
保
護
た
め
の
規
定
が
必
要
と
な
る）
２４９
（

。
第
三
に
、
公
の
利
益
の
保
護
も

ま
た
、
国
際
家
族
法
に
お
け
る
当
事
者
自
治
の
認
容
に
抵
抗
す
る）
２５０
（

。

　

F
irsching

は
、
こ
の
枠
組
に
お
い
て
準
拠
法
選
択
を
認
容
す
る
必
要
性
が
な
い
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
主
張
す
る
。
す
な
わ
ち
、
準

拠
法
選
択
の
認
容
は
、
結
局
は
、
政
府
草
案
に
進
歩
的
な
外
見
を
与
え
る
こ
と
だ
け
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る）
２５１
（

。
反
対
に
、
他
国
の
立
法
で
よ

く
見
ら
れ
る
の
は
、
政
府
草
案
第
一
四
条
第
一
項
の
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
るK

egel
の
梯
子
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り）
２５２
（

、
そ
れ
は
、
ド
イ
ツ
国
際
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私
法
会
議
も
推
奨
し
た
よ
う
に
、
近
代
的
な
立
法
に
合
致
し
て
い
る）
２５３
（

。
さ
ら
に
、
第
一
四
条
第
一
項
の
連
結
は
、
特
別
な
意
味
を
持
っ
て
い

る
と
さ
れ
る）
２５４
（

。
そ
れ
は
、そ
の
抵
触
規
則
が
、夫
婦
財
産
制
（
政
府
草
案
第
一
五
条
第
一
項
）、離
婚
及
び
そ
の
結
果
（
同
第
一
七
条
第
一
項
、

第
三
項
第
一
文
、
第
一
八
条
第
四
項
）、
嫡
出
親
子
関
係
（
同
第
一
九
条
第
一
項
第
一
文
）、
婚
姻
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
親
子
の
法
律
関

係
（
同
第
一
九
条
第
二
項
）、
準
正
（
同
第
二
一
条
第
一
項
第
一
文
）
並
び
に
準
正
に
お
け
る
選
択
的
連
結
（
同
第
二
二
条
第
二
文
）
に
準

用
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る）
２５５
（

。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
規
定
は
、
制
限
的
な
範
囲
で
あ
っ
て
も
、
準
拠
法
選
択
の
導
入
に
よ
っ
て
容
易
に
外
観
が
損

な
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
よ
う
な
一
体
を
成
し
て
い
る
と
い
う）
２５６
（

。
ま
た
、
準
拠
法
選
択
は
、
裁
判
所
だ
け
で
は
な
く
、
助
言
を
求
め
ら
れ
る
公

証
人
や
弁
護
士
、
最
終
的
に
は
法
律
の
知
識
を
持
た
な
い
当
事
者
自
身
に
も
熟
考
す
る
こ
と
を
強
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
法
的
不
安

定
性
の
軽
減
の
ほ
か
は
、
ほ
と
ん
ど
何
も
も
た
ら
さ
な
い
と
さ
れ
て
い
る）
２５７
（

。

　

ま
た
、F

irsching

は
以
下
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
国
際
契
約
法
に
お
け
る
当
事
者
自
治
の
原
則
は
、
法
律
行
為
を
国

家
に
よ
る
監
督
や
操
作
な
し
に
自
身
で
自
己
責
任
に
よ
り
最
も
よ
く
規
律
し
、
失
敗
に
終
わ
っ
た
行
動
の
結
果
を
自
身
で
負
担
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
利
益
状
況
に
よ
っ
て
、
正
当
化
す
る
こ
と
が
で
き
る）
２５８
（

。
し
か
し
、
婚
姻
の
効
力
の
準
拠
法
に
お
け
る
当
事
者
自
治
は
、
ド

イ
ツ
国
際
私
法
会
議
の
拒
絶
に
反
し
て
、
お
そ
ら
く
最
も
不
適
切
な
領
域
に
余
地
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
、
説
得
的
で
は
な
い）
２５９
（

。
さ
ら
に
、

当
事
者
自
治
に
対
す
る
実
務
の
需
要
も
な
い）
２６０
（

。
政
府
草
案
の
理
由
書
に
お
い
て
示
さ
れ
る
例
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
男
性
と
ベ
ル
ギ
ー
人
女
性
が

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
又
は
リ
ア
ド
で
生
活
し
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る）
２６１
（

。
立
法
者
は
、
こ
の
よ
う
な
、
お
そ
ら
く
ド
イ
ツ
の
実
務
で
は
頻
繁
に

発
生
し
な
い
事
案
の
た
め
に
、
包
括
的
に
将
来
へ
の
準
備
を
行
う
必
要
は
な
い）
２６２
（

。
国
際
私
法
の
規
定
は
、
例
外
的
な
場
合
に
沿
う
も
の
で
は

な
く
、
通
常
の
場
合
に
つ
き
、
法
的
安
定
性
に
も
合
致
す
る
明
確
な
規
定
を
国
民
に
保
障
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）
２６３
（

、
と
。

　

こ
の
よ
う
に
、
当
事
者
自
治
の
導
入
に
対
し
て
批
判
は
あ
っ
た
が
、
政
府
草
案
に
お
い
て
は
、
現
行
Ｅ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
一
四
条
と
実
質
的
に

は
同
一
の
規
定
が
置
か
れ
た
。
そ
し
て
、
表
現
の
調
整
を
経
て
、
現
在
の
規
定
と
な
っ
た
。
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六
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八
五

六
六
一

三　

小
括

　

以
上
の
立
法
経
緯
か
ら
す
る
と
、
と
り
わ
け
離
婚
に
つ
き
当
事
者
に
よ
る
準
拠
法
選
択
を
認
め
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な

い
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
婚
姻
の
一
般
的
効
力
に
つ
い
て
は
、
反
対
も
あ
っ
た
が
、
当
事
者
自
治
を
支
持
す
る
意
見
が
少
な
か
ら

ず
出
さ
れ
た
。
一
九
八
六
年
の
Ｅ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
改
正
以
前
は
、
国
際
家
族
法
の
領
域
に
お
け
る
連
結
は
、
全
体
と
し
て
客
観
的
に
な
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
り
、
改
正
後
初
め
て
、
少
な
く
と
も
一
部
の
領
域
に
お
い
て
、
当
事
者
の
意
思
が
力
を
発
揮
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い

る）
２６４
（

。
前
述
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
、
契
約
に
関
し
て
は
当
事
者
自
治
の
原
則
が
一
般
に
認
め
ら
れ
て
き
た
。K

ühne

及
び
政
府
草
案
の
理
由

書
）
２６５
（

は
、
以
下
の
通
り
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
契
約
に
お
け
る
当
事
者
自
治
の
本
質
的
な
根
拠
は
、
一
般
化
さ
れ
た
規
定
と
し
て
立
法
す

る
際
に
、
顧
慮
さ
れ
る
べ
き
利
益
を
適
切
に
顧
慮
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
に
あ
る）
２６６
（

。
も
っ
と
も
、
家
族
法
の
領
域
に
お
い
て
も
、

そ
の
よ
う
な
利
益
の
多
様
性
（
た
と
え
ば
、
内
国
へ
の
移
住
、
外
国
へ
の
移
住
、
周
囲
の
環
境
へ
の
適
応
及
び
獲
得
し
た
法
的
身
分
の
維
持

又
は
変
動
に
関
す
る
利
益
）
が
認
め
ら
れ
る）
２６７
（

。
そ
し
て
、
主
と
し
て
強
行
規
定
か
ら
な
る
法
分
野
の
特
色
は
、
当
事
者
自
治
の
原
理
的
な
承

認
に
と
っ
て
邪
魔
に
な
っ
て
は
い
な
い）
２６８
（

。
さ
ら
に
、
当
事
者
自
治
は
、
個
々
の
場
合
に
お
け
る
事
理
に
即
し
た
解
決
策
も
法
適
用
の
予
見
可

能
性
も
促
進
す
る
適
当
な
手
段
で
あ
る）
２６９
（

、
と
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
国
際
契
約
法
の
よ
う
に
、
広
範
囲
に
制
限
の
な
い
準
拠
法
選
択
は
、
国
際
家
族
法
に
お
い
て
は
認
め
ら
れ
な
い
と
さ
れ

て
い
る）
２７０
（

。
も
っ
と
も
、
そ
の
よ
う
な
準
拠
法
選
択
は
要
求
さ
れ
て
は
な
い
が
、
国
際
家
族
法
の
さ
ら
な
る
領
域
へ
の
本
国
法
及
び
常
居
所
地

法
の
間
の
選
択
の
広
が
り
は
、
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
思
わ
れ
て
い
る）
２７１
（

。
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同
志
社
法
学　

六
六
巻
三
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八
六

国
際
離
婚
法
に
お
け
る
当
事
者
自
治
の
根
拠

六
六
二

第
三
節　

ベ
ル
ギ
ー

一　

総
説

　

ベ
ル
ギ
ー
は
、
ロ
ー
マ
Ⅲ
規
則
の
参
加
構
成
国
で
あ
る
た
め
、
現
在
ベ
ル
ギ
ー
裁
判
所
で
離
婚
訴
訟
が
提
起
さ
れ
れ
ば
、
ロ
ー
マ
Ⅲ
規
則

に
よ
り
準
拠
法
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

も
っ
と
も
、
ベ
ル
ギ
ー
で
は
、
二
〇
〇
四
年
七
月
一
六
日
の
国
際
私
法
典）
２７２
（

に
お
い
て
も
、
当
事
者
自
治
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

第
五
五
条
は
、
第
一
項
に
お
い
て
段
階
的
連
結
を
定
め
、
第
二
項
に
お
い
て
当
事
者
自
治
を
定
め
る
。
第
一
項
に
よ
れ
ば
、
離
婚
及
び
別
居

は
、
訴
訟
の
開
始
時
に
お
い
て
夫
婦
双
方
が
常
居
所
を
有
す
る
国
の
法
（
第
一
号
）、
同
一
国
に
常
居
所
が
な
い
場
合
に
は
、
夫
婦
の
最
後

の
共
通
常
居
所
が
所
在
し
た
国
に
お
い
て
、
夫
婦
の
一
方
が
訴
訟
の
開
始
時
に
常
居
所
を
有
す
る
と
き
は
、
そ
の
国
の
法
（
第
二
号
）、
最

後
の
共
通
常
居
所
が
所
在
し
た
国
に
夫
婦
の
一
方
の
常
居
所
が
な
い
場
合
に
は
、
訴
訟
の
開
始
時
に
お
い
て
夫
婦
双
方
が
国
籍
を
保
有
す
る

国
の
法
（
第
三
号
）、
そ
の
他
の
場
合
に
は
、
ベ
ル
ギ
ー
法
に
よ
り
規
律
さ
れ
る）
２７３
（

。
第
二
項
は
、
夫
婦
が
、
訴
訟
の
開
始
時
に
お
い
て
夫
婦

双
方
が
国
籍
を
保
有
す
る
国
の
法
（
第
一
号
）
又
は
ベ
ル
ギ
ー
法
（
第
二
号
）
か
ら
準
拠
法
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。

　

ベ
ル
ギ
ー
で
は
、
同
法
制
定
以
前
は
、
国
際
私
法
固
有
の
成
文
法
が
存
在
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
制
定
に
よ
っ
て
初
め
て
当
事
者
自
治
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

二　

立
法
経
緯

　

国
際
私
法
典
制
定
以
前
は
、
関
係
諸
法
に
分
散
し
て
い
る
諸
規
定
を
事
案
の
性
質
に
応
じ
て
使
い
分
け
る
必
要
が
あ
り
、
極
め
て
わ
か
り

に
く
い
状
況
が
生
じ
て
い
た
と
さ
れ
る）
２７４
（

。
準
拠
法
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
包
括
的
な
規
定
で
あ
る
一
八
〇
四
年
の
民
法
典
第
三
条
第
三
文
が

多
く
の
問
題
に
適
用
さ
れ
て
い
た）
２７５
（

。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、﹁
人
の
身
分
及
び
能
力
に
関
す
る
法
律
は
、
ベ
ル
ギ
ー
人
が
外
国
に
在
る
と
き
も
、
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六
六
三

そ
の
者
を
支
配
す
る
。﹂）
２７６
（

離
婚
の
場
合
に
も
こ
の
規
定
が
適
用
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
、
現
代
の
離
婚
保
護
の
傾
向
に
反
す
る
結
果
を
も
た
ら

し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る）
２７７
（

。
一
九
五
〇
年
代
、
破
毀
院
は
、
二
つ
の
判
決）
２７８
（

に
お
い
て
、
ベ
ル
ギ
ー
人
妻
が
イ
タ
リ
ア
人
夫
と
離
婚
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
こ
と
を
宣
言
し
た）
２７９
（

。
破
毀
院
は
、
民
法
典
第
三
条
第
三
文
の
国
籍
ル
ー
ル
を
厳
格
に
固
守
し
、
離
婚
の
許
容
性
の
問
題
に
両

者
の
本
国
法
を
配
分
的
に
適
用
し
た）
２８０
（

。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
配
分
的
連
結
は
、
事
実
上
、
消
極
的
な
累
積
的
適
用
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
う

ち
厳
格
な
法
を
適
用
す
る
こ
と
に
な
る）
２８１
（

。
当
時
の
イ
タ
リ
ア
法
が
離
婚
を
禁
止
し
て
い
た
た
め
、
破
毀
院
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
判
決
に
お
い

て
、
ベ
ル
ギ
ー
人
妻
と
イ
タ
リ
ア
人
夫
と
の
間
の
離
婚
は
可
能
で
な
い
と
判
断
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
厳
格
な
解
決
策
は
、
実

務
に
お
け
る
需
要
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
の
評
価
を
受
け
た）
２８２
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
同
裁
判
所
が
、
解
釈
上
こ
れ
が
唯
一
可
能
な

解
決
策
で
あ
る
と
明
示
的
に
述
べ
た
た
め
、
立
法
者
は
、
早
急
に
ベ
ル
ギ
ー
法
の
適
用
を
規
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ベ
ル
ギ
ー
人
に
離
婚

の
可
能
性
を
保
証
す
る
こ
と
と
し
た）
２８３
（

。
一
九
六
〇
年
六
月
二
七
日
の
﹁
夫
婦
の
少
な
く
と
も
一
方
が
外
国
人
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
離
婚
の

許
容
性
に
関
す
る
法
律
﹂
は
、
法
廷
地
法
の
適
用
を
外
国
人
間
の
一
定
の
離
婚
の
許
容
性
及
び
事
由
に
拡
張
し
た）
２８４
（

。
す
な
わ
ち
、
外
国
人
の

間
の
婚
姻
の
場
合
に
お
い
て
、
一
定
の
原
因
の
た
め
の
離
婚
の
許
容
性
は
、
原
告
た
る
配
偶
者
の
本
国
法
が
反
対
し
な
い
限
り
、
ベ
ル
ギ
ー

法
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
（
第
一
条
）、
夫
婦
の
一
方
が
ベ
ル
ギ
ー
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
離
婚
の
許
容
性
は
ベ
ル
ギ
ー
法
に
よ
っ
て

支
配
さ
れ
（
第
二
条
）、
離
婚
原
因
の
決
定
は
ベ
ル
ギ
ー
法
に
よ
る
（
第
三
条
）。
こ
の
よ
う
に
、
同
法
は
、
ベ
ル
ギ
ー
法
の
優
先
的
適
用
を

定
め
る
も
の
で
あ
り）
２８５
（

、
ベ
ル
ギ
ー
に
お
い
て
﹁
実
質
的
正
義
﹂
の
実
現
の
た
め
に
、
伝
統
的
な
抵
触
法
的
正
義
の
観
念
を
断
念
し
た
と
さ
れ

る
）
２８６
（

。
同
法
に
よ
り
規
律
さ
れ
な
い
外
国
人
間
の
離
婚
に
つ
い
て
は
、
な
お
民
法
典
第
三
条
が
適
用
さ
れ
た）
２８７
（

。
同
法
の
採
択
の
一
四
年
後
、
離

婚
保
護
に
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
た
学
者
及
び
下
級
審
裁
判
所
は
、
ベ
ル
ギ
ー
に
居
住
す
る
夫
婦
へ
の
ベ
ル
ギ
ー
法
の
適
用
を
認
め
る
属
地
的

な
連
結
を
支
持
し
て
、
第
三
条
の
放
棄
を
主
張
し
た）
２８８
（

。

　

一
九
九
六
年
、
ベ
ル
ギ
ー
司
法
省
は
、
国
際
私
法
典
を
創
設
す
る
目
的
で
調
査
を
始
め
る
た
め
、
多
く
の
学
者
を
招
集
し
た）
２８９
（

。
彼
ら
は
、
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六
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巻
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六
六
四

実
務
的
な
重
要
性
の
拡
大
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
十
分
か
つ
時
代
遅
れ
で
、
不
明
確
な
規
則
に
支
配
さ
れ
て
い
る
国
際
私
法
分
野
の
法
典
化

を
要
求
し
た）
２９０
（

。
ベ
ル
ギ
ー
国
際
私
法
グ
ル
ー
プ
は
、
三
年
を
か
け
て
最
初
の
草
案
を
完
成
さ
せ
た）
２９１
（

。
そ
の
条
文
は
、
主
と
し
て
、
プ
ロ
セ
ス

全
体
を
通
し
て
助
言
を
求
め
ら
れ
た
実
務
家
の
需
要
に
応
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る）
２９２
（

。
一
九
九
八
年
、
政
府
の
専
門
家

に
よ
る
再
検
討
に
よ
り
変
更
が
加
え
ら
れ
、
そ
の
後
、
政
府
に
よ
り
法
案
が
採
択
さ
れ
た）
２９３
（

。
こ
れ
は
、
立
法
手
続
に
従
い
助
言
を
得
る
た
め
、

一
九
九
九
年
四
月
に
国
務
院
に
提
出
さ
れ
た）
２９４
（

。
二
〇
〇
一
年
に
公
表
さ
れ
た
詳
細
な
助
言
報
告
書）
２９５
（

は
、
二
〇
〇
二
年
に
上
院
に
初
め
て
法
案

が
提
出
さ
れ
る
前
に）
２９６
（

、
さ
ら
な
る
変
更
を
も
た
ら
し
た）
２９７
（

。
国
際
私
法
典
に
関
す
る
法
は
、
最
終
的
に
、
二
〇
〇
四
年
七
月
一
六
日
に
公
布
さ

れ
、
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
一
日
に
発
効
し
た
。

三　

小
括

　

ベ
ル
ギ
ー
に
お
い
て
、
家
族
法
分
野
に
お
け
る
当
事
者
自
治
は
、
国
際
私
法
典
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
、
夫
婦
財
産
制
の
分
野
に
お
い
て
の

み
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た）
２９８
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
同
法
は
、
準
拠
法
選
択
を
認
め
る
こ
と
に
つ
き
新
風
を
吹
き
込
む
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
た）
２９９
（

。
ベ

ル
ギ
ー
に
お
け
る
制
限
的
な
当
事
者
自
治
は
、
当
事
者
の
意
思
で
本
国
法
を
適
用
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
国
法
は
、
当

事
者
が
本
国
に
戻
る
こ
と
を
望
む
場
合
や
、
離
婚
に
つ
き
本
国
法
主
義
を
と
る
国
に
お
い
て
承
認
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
場
合
に
、
重

要
と
な
る
と
さ
れ
る）
３００
（

。
ま
た
、
当
事
者
自
治
は
、
連
結
点
と
し
て
常
居
所
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
る
不
測
の
事
態
を
避
け
る
た
め
に
用
い
ら

れ
る
も
の
で
も
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る）
３０１
（

。

　

同
法
の
離
婚
準
拠
法
に
関
す
る
規
定
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
離
婚
抵
触
法
の
規
定
に
倣
っ
て
起
草
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る）
３０２
（

。
し
か
し
、

オ
ラ
ン
ダ
に
お
い
て
は
、
判
例
の
積
み
重
ね
を
経
て
、
法
廷
地
法
の
適
用
を
原
則
と
す
る
規
定
が
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
一
方
で
、
ベ
ル

ギ
ー
は
、
ロ
ー
マ
Ⅲ
規
則
に
参
加
し
、
統
一
抵
触
規
則
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
と
は
異
な
る
方
向
へ
と
進
ん
だ
。
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第
四
節　

本
章
の
総
括

　

本
章
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ド
イ
ツ
及
び
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
国
際
離
婚
法
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
い
ず
れ
の
国
も
制
限
的
な
当
事
者
自
治

を
認
め
て
い
る
（
あ
る
い
は
、
か
つ
て
認
め
て
い
た
）
と
い
え
ど
も
、
そ
の
内
容
は
異
な
る
。

　

第
一
に
、
大
き
な
相
違
と
し
て
、
離
婚
の
準
拠
法
自
体
の
選
択
を
認
め
て
い
る
か
否
か
と
い
う
点
が
あ
る
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
離
婚

準
拠
法
自
体
は
、
婚
姻
の
一
般
的
効
力
の
準
拠
法
に
従
う
の
で
あ
り
、
婚
姻
の
一
般
的
効
力
の
準
拠
法
に
つ
き
、
制
限
的
な
当
事
者
自
治
が

認
め
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
も
っ
と
も
、
政
府
草
案
の
理
由
書
は
、
家
族
法
分
野
に
関
し
て
、
当
事
者
自
治
の
一
定
の
必
要
性
が
あ
る

こ
と
を
示
唆
し
て
お
り）
３０３
（

、
こ
の
こ
と
は
、
婚
姻
の
一
般
的
効
力
の
準
拠
法
だ
け
で
な
く
、
離
婚
準
拠
法
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま
る
と
考
え
ら

れ
る
。
他
方
、
オ
ラ
ン
ダ
及
び
ベ
ル
ギ
ー
に
お
い
て
は
、
離
婚
準
拠
法
自
体
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
ド
イ
ツ
の
場
合
と
は

異
な
り
、
離
婚
に
関
す
る
判
例
の
積
み
重
ね
か
ら
、
必
然
的
な
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

第
二
に
、
原
則
的
連
結
が
段
階
的
連
結
で
あ
る
か
、
法
廷
地
法
へ
の
連
結
で
あ
る
か
が
異
な
る
。
ド
イ
ツ
及
び
ベ
ル
ギ
ー
は
前
者
で
あ
り
、

オ
ラ
ン
ダ
は
後
者
で
あ
る
。
旧
法
に
お
い
て
は
オ
ラ
ン
ダ
も
段
階
的
連
結
を
原
則
と
し
て
い
た
が
、
極
め
て
多
く
の
場
合
に
オ
ラ
ン
ダ
法
が

適
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
民
法
典
第
一
〇
編
の
制
定
に
際
し
、
法
廷
地
法
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
法
へ
の
連
結
が
原
則
と
さ
れ
た
。

　

第
三
に
、
法
廷
地
法
に
連
結
さ
れ
う
る
か
否
か
が
異
な
る
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
法
廷
地
法
に
連
結
さ
れ
る
可
能
性
は
な
い
。
指
定
さ

れ
た
準
拠
法
に
よ
れ
ば
離
婚
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
、
原
則
と
し
て
ド
イ
ツ
の
公
序
に
反
す
る
も
の
で
は
な
く
、

ま
た
、
ド
イ
ツ
法
と
比
較
し
て
婚
姻
の
解
消
を
本
質
的
に
困
難
に
し
、
又
は
離
婚
を
全
く
不
可
能
と
す
る
外
国
法
を
許
容
し
な
い
こ
と
も
適

切
で
な
い
と
さ
れ
る）
３０４
（

。
そ
れ
に
対
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
及
び
ベ
ル
ギ
ー
は
、
法
廷
地
法
に
連
結
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ら
の

国
が
、
離
婚
保
護
の
考
え
を
重
視
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
規
定
内
容
の
相
違
は
、
当
事
者
自
治
を
正
当
化
す
る
根
拠
が
各
国
に
お
い
て
異
な
る
こ
と
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
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た
が
っ
て
、
我
が
国
で
も
い
か
な
る
根
拠
付
け
に
よ
り
当
事
者
自
治
を
認
め
る
か
に
よ
っ
て
、
規
定
が
変
わ
り
う
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
我
が
国
に
お
い
て
当
事
者
自
治
を
導
入
す
る
と
す
れ
ば
、
立
法
過
程
に
お
い
て
各
国
で
出
さ
れ
た
反
対
意
見
も
克
服
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

第
五
章　

検
討
︱
︱
離
婚
に
お
け
る
当
事
者
自
治
の
根
拠
付
け

　

第
二
章
で
は
契
約
に
お
け
る
当
事
者
自
治
を
、
第
三
章
及
び
第
四
章
で
は
離
婚
に
お
け
る
当
事
者
自
治
を
見
て
き
た
。
本
章
で
は
、
契
約

に
お
け
る
当
事
者
自
治
の
議
論
に
沿
っ
て
、
各
国
の
離
婚
に
お
け
る
当
事
者
自
治
の
根
拠
を
参
照
し
な
が
ら
、
離
婚
に
お
け
る
当
事
者
自
治

の
根
拠
に
つ
い
て
考
察
し
、
我
が
国
で
の
妥
当
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

第
一
節　

消
極
的
根
拠

　

契
約
に
お
け
る
当
事
者
自
治
の
原
則
の
消
極
的
根
拠
と
し
て
、
最
密
接
関
連
地
を
特
定
し
に
く
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
国

際
契
約
は
、
複
数
の
国
に
関
連
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
複
数
の
法
に
関
わ
る
当
事
者
利
益
を
適
切
に
調
整
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、

﹁
窮
余
の
策
﹂
と
し
て
当
事
者
自
治
を
用
い
る
。

　

最
密
接
関
連
地
を
特
定
し
に
く
い
と
い
う
こ
と
は
、
離
婚
に
つ
い
て
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る）
３０５
（

。
ド
イ
ツ
政
府
草
案
の
理
由

書
は
、
家
族
法
の
領
域
に
お
い
て
も
、
契
約
と
同
様
に
顧
慮
さ
れ
る
べ
き
利
益
の
多
様
性
が
認
め
ら
れ
る
が
ゆ
え
に
、
当
事
者
自
治
が
認
め

ら
れ
る
と
す
る）
３０６
（

。
我
が
国
に
お
い
て
は
、
離
婚
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
社
会
全
体
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
い
、
国
籍
や
常
居
所
な
ど

従
来
属
人
法
の
連
結
点
と
考
え
ら
れ
て
き
た
も
の
が
相
対
化
し
、
客
観
的
、
一
義
的
に
い
ず
れ
が
最
も
密
接
な
関
連
を
示
す
連
結
点
で
あ
る
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か
を
決
定
す
る
こ
と
が
困
難
な
事
例
が
増
え
て
き
て
い
る
と
見
る
見
解
が
あ
る）
３０７
（

。
当
事
者
自
治
は
、
こ
れ
を
解
決
す
る
手
段
で
あ
り
う
る
と

思
わ
れ
る
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
属
人
法
の
決
定
に
お
け
る
本
国
法
と
常
居
所
地
法
の
間
の
選
択
に
関
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
議
論
が
な

さ
れ
て
き
た
。

　

ま
ず
、M

ansel

は
、
国
籍
が
も
は
や
連
結
の
基
準
と
な
る
者
（A

nknüpfungsperson

）
の
重
点
で
は
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
）
３０８
（

、
国
籍
の
実
効
性
に
つ
い
て
の
検
討
を
主
張
す
る）
３０９
（

。
そ
の
検
討
に
あ
た
っ
て
、
彼
は
、B

oele-W
oelki

が
オ
ラ
ン
ダ
法
実
務
に
倣
っ
て

提
案
し
た
﹁
国
籍
を
本
国
と
の
密
接
な
関
連
の
表
明
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
明
白
に
示
す
事
実
を
関
係
者
が
主
張
し
た
場
合
に

は
、
本
国
法
は
、
例
外
的
に
居
所
地
法
に
よ
り
置
き
換
え
ら
れ
る
﹂）
３１０
（

と
す
る
規
定
を
支
持
す
る）
３１１
（

。
そ
の
理
由
は
、
そ
の
提
案
が
、
時
間
の
経

過
に
よ
る
準
拠
法
の
変
更
の
図
式
化
を
回
避
す
る
一
方
で
、
通
常
は
抵
触
法
上
事
理
に
即
し
た
結
果
を
も
た
ら
す
国
籍
を
優
先
さ
せ
る
た
め

で
あ
る）
３１２
（

。
こ
れ
を
主
張
す
る
か
ど
う
か
は
﹁
関
係
者
﹂（
連
結
の
基
準
と
な
る
者
は
当
然
含
ま
れ
る）
３１３
（

。）
に
委
ね
ら
れ
る
と
す
る）
３１４
（

。
さ
ら
に
、

M
ansel

に
よ
れ
ば
、
本
国
法
主
義
に
関
し
て
、
文
化
的
同
一
性
（kulturelle Identität

）
の
観
点
か
ら
、
国
籍
が
連
結
点
と
し
て
機
能
を

発
揮
し
な
い
場
合
が
あ
る）
３１５
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
内
国
に
長
期
に
わ
た
り
居
所
を
有
す
る
外
国
人
の
た
め
に
、
属
人
法
に
つ
き
本
国
法
及
び
居
所
地

法
の
間
の
一
般
的
な
選
択
可
能
性
を
与
え
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る）
３１６
（

。M
ansel

は
、
Ｅ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
一
四
条
に
言
及
し
、
そ
れ
が
事
理
に
即

し
た
当
事
者
自
治
の
連
結
を
も
た
ら
す
と
述
べ
る）
３１７
（

。
国
際
婚
姻
法
に
お
い
て
は
、
夫
婦
が
と
も
に
連
結
の
基
準
と
な
る
の
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
発
生
し
う
る
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
選
択
権
に
よ
っ
て
軽
減
さ
れ
る
と
す
る）
３１８
（

。
し
た
が
っ
て
、
国
際
婚
姻
法
に
お
い
て
は
当
事
者
自
治
が
重

要
で
あ
り）
３１９
（

、
連
結
の
基
準
と
な
る
者
に
対
し
て
、
本
国
法
の
代
わ
り
に
常
居
所
地
法
を
選
択
す
る
可
能
性
が
開
か
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
主
張
す
る）
３２０
（

。

　

B
asedow

及
びD

iehl-L
eistner

は
、
属
人
法
が
、
人
が
五
年
を
超
え
て
常
居
所
を
有
す
る
（
定
住
す
る
）
国
の
法
に
服
し
、
さ
も
な

け
れ
ば
、
国
籍
に
基
づ
き
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
主
張
す
る）
３２１
（

。
状
況
に
よ
っ
て
は
、
固
定
的
な
期
間
は
不
都
合
で
あ
る
た
め
、
当
事
者
の
申
立
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て
に
よ
り
、
実
効
性
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る）
３２２
（

。
さ
ら
に
、
期
間
の
経
過
に
よ
り
準
拠
法
の
変
更
と
い
う
不
利
な
結
果
が
も

た
ら
さ
れ
う
る
た
め
、
当
事
者
に
対
し
、
五
年
の
居
所
期
間
の
経
過
後
に
、
法
分
野
に
応
じ
て
一
方
的
又
は
双
方
的
な
準
拠
法
選
択
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
基
準
と
な
っ
て
い
た
本
国
法
を
準
拠
法
と
し
て
維
持
す
る
可
能
性
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る）
３２３
（

。

　

ま
た
、R

ohe
は
、B

asedow

及
びD

iehl-L
eistner

に
よ
り
持
ち
出
さ
れ
た
当
事
者
の
準
拠
法
選
択
権
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
当
事
者
の

あ
る
国
へ
の
統
合
に
沿
っ
た
精
緻
化
が
到
達
さ
れ
る
と
す
る）
３２４
（

。R
ohe

に
よ
れ
ば
、
一
般
に
、
当
事
者
は
、
そ
の
よ
う
な
選
択
が
問
題
と
な

る
こ
と
に
つ
い
て
情
報
を
与
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
利
益
を
保
持
す
る
こ
と
を
心
得
て
い
る）
３２５
（

。
さ
ら
に
、R

ohe

は
形
式
的
要
件
に
言
及
し
、

そ
れ
が
、
情
報
が
与
え
ら
れ
て
お
ら
ず
﹁
こ
れ
と
い
っ
た
目
的
も
な
い
﹂
準
拠
法
選
択
を
回
避
し
う
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
当
事

者
が
自
己
の
利
益
に
不
利
な
判
断
を
す
る
危
険
が
減
少
す
る
と
述
べ
る）
３２６
（

。

　

我
が
国
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
本
国
法
と
常
居
所
地
法
の
間
の
選
択
は
妥
当
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
法
の
適
用
に
関
す
る
通
則
法
第
二

七
条
は
、
夫
婦
の
同
一
本
国
法
、
夫
婦
の
同
一
常
居
所
地
法
、
最
密
接
関
連
地
法
の
順
で
段
階
的
連
結
を
定
め
る
同
法
第
二
五
条
を
準
用
す

る
。
夫
婦
が
同
一
本
国
法
と
同
一
常
居
所
地
法
の
い
ず
れ
か
一
方
の
み
を
有
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
が
最
も
密
接
に
関
連
す
る
法
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
た
め
、
妥
当
な
解
決
が
図
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
い
ず
れ
も
存
在
し
な
い
場
合
に
は
、
最
も
密
接
な
関
連
を
有
す
る
地

の
法
が
準
拠
法
と
し
て
指
定
さ
れ
る
。
他
方
で
、
夫
婦
が
同
一
本
国
法
も
同
一
常
居
所
地
法
も
有
す
る
場
合
に
は
、
同
一
本
国
法
が
同
一
常

居
所
地
法
に
優
先
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
同
一
常
居
所
地
法
が
同
一
本
国
法
よ
り
も
夫
婦
に
密
接
で
あ
る
と
い
う
場
合
が
あ
り
う

る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
夫
婦
に
同
一
常
居
所
地
法
の
選
択
を
認
め
る
こ
と
に
は
理
由
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
ド
イ
ツ
人

夫
婦
が
、
我
が
国
に
一
〇
年
以
上
常
居
所
を
有
し
て
お
り
、
本
国
に
戻
る
予
定
が
な
い
と
す
る
。
法
の
適
用
に
関
す
る
通
則
法
第
二
七
条
に

よ
れ
ば
、
彼
ら
の
離
婚
に
は
、
同
一
本
国
法
で
あ
る
ド
イ
ツ
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
我
が
国
に
お
い
て
裁
判
す
る
こ
と
を
前
提
に

す
る
と
、
こ
の
よ
う
に
、
我
が
国
に
一
定
期
間
居
住
す
る
外
国
人
夫
婦
が
、
同
一
本
国
法
よ
り
も
同
一
常
居
所
地
法
の
方
が
密
接
で
あ
り
う
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る
典
型
例
と
し
て
想
定
さ
れ
る
。
厚
生
労
働
省
の
人
口
動
態
調
査
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
二
年
の
我
が
国
に
お
け
る
国
際
離
婚
（
夫
婦
の
一
方

又
は
双
方
が
外
国
人
で
あ
る
夫
婦
の
我
が
国
に
お
け
る
離
婚
）
は
、
一
七
八
七
八
件
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
夫
婦
双
方
が
外
国
人
で
あ
る
離

婚
は
一
五
九
〇
件
（
約
九
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
あ
る）
３２７
（

。
こ
の
中
で
、
前
述
の
例
の
よ
う
に
、
同
一
本
国
法
よ
り
も
同
一
常
居
所
地
法
の
方
が
密

接
で
あ
る
と
言
え
る
場
合
を
考
え
る
と
、
極
め
て
少
数
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
同
一
本
国
法
と
同
一
常
居
所
地
法
か
ら
の
選
択
を
夫
婦
に
委
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
夫
婦
は
、
よ
り
有
利
な
法
を
選

択
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
夫
婦
は
、
同
一
本
国
法
と
同
一
常
居
所
地
法
の
う
ち
、
よ
り
容
易
に
離
婚
す
る
こ
と
が

で
き
る
国
の
法
を
選
択
し
う
る
よ
う
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
当
事
者
自
治
を
認
め
る
目
的
が
、
よ
り
密
接
な
法
を
適
用
す
る
こ
と
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
よ
り
有
利
な
法
が
選
択
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
密
接
な
法
が
適
用
さ
れ
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
よ
り
密
接
な
法
を
適
用
す
る
方
法
と
し
て
は
、
当
事
者
自
治
を
用
い
る
こ
と
が
最
も
適
当
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

な
お
、
前
述
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
論
が
属
人
法
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
よ
う
に
、
本
国
法
と
常
居
所
地
法
の
う
ち
、
よ
り
密
接
な
法
を

適
用
す
る
と
い
う
当
事
者
自
治
の
根
拠
付
け
は
、
離
婚
だ
け
で
な
く
、
属
人
法
に
関
わ
る
領
域
全
体
に
妥
当
し
う
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ

を
当
事
者
自
治
を
認
め
る
根
拠
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
当
事
者
自
治
は
、
原
則
と
し
て
、
属
人
法
に
関
わ
る
領
域
全
体
で
認
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
節　

積
極
的
根
拠

　

第
一
に
、
契
約
に
お
け
る
当
事
者
自
治
の
原
則
の
根
拠
と
し
て
、
実
質
法
上
契
約
自
由
の
原
則
が
妥
当
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
も
ち

ろ
ん
、
離
婚
に
関
し
て
も
契
約
自
由
の
原
則
そ
の
も
の
が
投
影
さ
れ
る
と
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
っ
と
も
、
当
事
者
自
治
の
原
則
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六
七
〇

を
私
的
自
治
の
観
点
か
ら
根
拠
付
け
る
と
す
れ
ば
、
協
議
離
婚
も
私
的
自
治
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
離
婚
に
お
い
て
も
当
事
者
自
治

が
認
め
ら
れ
る
と
の
主
張
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
離
婚
の
観
念
は
各
国
に
よ
り
異
な
っ
て
い
る
。
我
が
国
の
ほ
か
、
中
国
、

台
湾
、
韓
国
及
び
タ
イ
な
ど
は
協
議
離
婚
を
認
め
て
い
る
が）
３２８
（

、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
、
裁
判
を
経
な
け
れ
ば
離
婚
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
国
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る）
３２９
（

。
さ
ら
に
、
離
婚
事
由
や
別
居
の
要
否
も
様
々
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
契
約
自
由
の
原
則
が
世
界
的
に
妥
当
し
て

い
る
か
ら
こ
そ
、
契
約
に
お
け
る
当
事
者
自
治
の
原
則
の
積
極
的
根
拠
と
し
て
私
的
自
治
が
持
ち
出
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
離
婚

に
関
し
て
も
同
様
に
根
拠
付
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

　

第
二
に
、
憲
法
上
の
権
利
又
は
基
本
権
・
人
権
を
当
事
者
自
治
の
原
則
の
積
極
的
根
拠
と
す
る
見
解
が
あ
る
。
こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
基

本
的
に
当
事
者
自
治
が
承
認
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
た
め
、
離
婚
に
つ
い
て
も
当
事
者
自
治
が
根
拠
付
け
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

見
解
は
、
ド
イ
ツ
学
説
上
は
根
強
く
支
持
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
我
が
国
に
お
い
て
支
持
す
る
者
は
多
く
な
い
と
思
わ

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
根
拠
付
け
が
可
能
か
つ
適
切
で
あ
る
か
は
未
知
数
と
さ
れ
て
お
り）
３３０
（

、
こ
れ
を
根
拠
と
結
論
付
け
る
に
は
慎
重
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
根
拠
に
基
づ
く
の
で
あ
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
お
け
る
当
事
者
自
治
が
基
本
的
に
は
承
認

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
可
能
性
を
模
索
す
る
こ
と
も
無
意
味
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
見
解
に

立
て
ば
、
前
述
の
よ
う
な
夫
婦
の
恣
意
的
な
準
拠
法
選
択
に
対
す
る
懸
念
は
解
消
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
憲
法
上
の
権
利
又
は
基
本
権
・
人
権

か
ら
当
事
者
自
治
を
根
拠
付
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
夫
婦
は
、
基
本
的
に
は
い
か
な
る
準
拠
法
選
択
も
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
最
近
で
は
、
契
約
に
お
け
る
当
事
者
自
治
の
原
則
の
根
拠
と
し
て
、
様
々
な
実
際
的
な
利
益
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
視
点

か
ら
す
る
と
、
契
約
に
限
ら
ず
、
よ
り
広
い
範
囲
で
当
事
者
自
治
の
原
則
が
正
当
化
さ
れ
う
る
と
さ
れ
て
い
る）
３３１
（

。
実
際
に
、
第
三
章
及
び
第

四
章
で
検
討
し
た
各
立
法
例
も
、
主
と
し
て
こ
の
視
点
か
ら
根
拠
付
け
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
法
的
枠
組
を
柔
軟
に
す

る
こ
と
、
法
的
安
定
性
及
び
予
見
可
能
性
を
強
化
す
る
こ
と
、
夫
婦
に
よ
り
密
接
に
関
連
す
る
法
が
選
択
さ
れ
る
こ
と
、
夫
婦
の
正
当
な
期
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六
七
一

待
を
保
護
す
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
夫
婦
の
予
見
や
期
待
の
対
象
は
、（
容
易
に
）
離
婚
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

国
の
法
に
よ
っ
て
自
ら
が
離
婚
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
対
す
る
も
の
で
は
な
く
、
自
ら
が
最
も
密
接
に
関
連
す
る
国
の
法
に
よ
っ
て

離
婚
が
規
律
さ
れ
る
こ
と
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
オ
ラ
ン
ダ
及
び
ベ
ル
ギ
ー
で
は
、

外
国
判
決
の
承
認
の
促
進
も
根
拠
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
裁
判
所
に
よ
る
準
拠
法
決
定
を
容
易
に
し
、
そ
の
手
間
を
省
く
こ
と
も
、

契
約
と
同
様
離
婚
に
も
当
て
は
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。
離
婚
特
有
の
利
益
と
し
て
は
、
離
婚
保
護
が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
述
の
通
り
、
オ
ラ
ン

ダ
及
び
ベ
ル
ギ
ー
は
、
離
婚
保
護
の
考
え
を
支
持
し
て
い
る
。
ま
た
、
ロ
ー
マ
Ⅲ
規
則
も
、
離
婚
を
で
き
る
限
り
容
易
に
す
る
こ
と
を
志
向

し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く）
３３２
（

、
離
婚
保
護
が
ロ
ー
マ
Ⅲ
規
則
の
指
導
的
役
割
を
果
た
す
原
則
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る）
３３３
（

。
さ
ら
に

は
、
国
際
私
法
上
も
実
質
的
な
利
益
が
考
慮
さ
れ
る
こ
と
が
現
在
す
で
に
一
般
的
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
離
婚
保
護
の
よ
う
な
当
事
者
の
一

定
の
実
質
的
利
益
の
保
護
と
い
う
観
点
が
す
で
に
確
立
し
て
い
る
と
す
る
見
解
が
あ
る）
３３４
（

。
し
か
し
、
他
方
で
、
ロ
ー
マ
Ⅲ
規
則
を
制
定
し
た

欧
州
連
合
域
内
に
お
い
て
も
、
離
婚
の
成
立
を
容
易
に
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
方
向
性
が
共
通
す
る
と
は
言
え
な
い
と
す
る
見
解
も
あ
る）
３３５
（

。

我
が
国
に
つ
い
て
言
え
ば
、
法
例
第
一
六
条
但
書
（
法
の
適
用
に
関
す
る
通
則
法
第
二
七
条
但
書
）
の
設
置
に
よ
り
、
離
婚
を
認
め
ず
、
又

は
厳
格
な
要
件
を
定
め
る
法
に
よ
っ
て
離
婚
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
裁
判
に
お
い
て
争
わ
れ
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
。

し
か
し
、
同
条
但
書
は
、
本
来
的
に
は
戸
籍
実
務
上
の
便
宜
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
離
婚
保
護
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
て

い
る）
３３６
（

。
我
が
国
の
国
際
私
法
上
、
離
婚
が
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
重
要
な
も
の
で
あ
る
か
は
明
白
で
な
く
、
離
婚
保
護
を
根
拠

と
し
て
当
事
者
自
治
を
認
め
る
こ
と
に
は
疑
問
が
残
る
。

　

契
約
に
お
け
る
当
事
者
自
治
の
原
則
の
積
極
的
根
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
も
の
の
中
で
、
各
国
の
観
念
に
か
か
わ
ら
ず
、
離
婚
に
お
け
る

当
事
者
自
治
を
根
拠
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
様
々
な
実
際
的
な
利
益
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
い
か

な
る
場
合
に
も
強
固
な
根
拠
で
あ
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
様
々
な
実
際
的
な
利
益
を
当
事
者
自
治
の
主
た
る
根
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拠
と
位
置
付
け
る
に
は
、
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
こ
れ
を
根
拠
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
離
婚

に
と
ど
ま
ら
ず
、
よ
り
広
い
範
囲
で
当
事
者
自
治
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
我
が
国
で
は
未
だ
離
婚
保
護
は
確
立
し
て
い
な
い
と
い
う
立
場
を
と
る
と
し
て
、
当
事
者
自
治
を
認
め
る
こ
と
自
体
が
離
婚
保
護

に
つ
な
が
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
て
み
た
い
。
準
拠
法
選
択
の
対
象
と
し
て
は
、
本
国
法
、
常
居
所
地
法
及
び
法
廷
地
法
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
、
本
国
法
及
び
常
居
所
地
法
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
い
ず
れ
の
国
の
法
に
な
る
か
は
、
当
事
者
の
国
籍
や
常
居
所
の
所
在
に
よ
る
の
で

あ
り
、
そ
の
連
結
点
の
設
定
に
は
、
指
定
さ
れ
る
実
質
法
の
内
容
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
立
法
例
も
、
離
婚
し
よ
う

と
す
る
時
だ
け
で
な
く
、
婚
姻
前
や
婚
姻
中
の
準
拠
法
選
択
も
認
め
て
お
り
、
離
婚
を
不
可
能
又
は
困
難
に
す
る
法
を
夫
婦
が
選
択
す
る
こ

と
も
可
能
で
、
あ
り
う
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
選
択
を
認
め
る
こ
と
は
、
直
ち
に
離
婚
保
護
の
支
持
と
な
る
わ
け
で
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
法
廷
地
法
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
で
は
協
議
離
婚
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
夫
婦
双
方
が
離
婚
を
望
む
場
合

を
想
定
す
る
と
、
法
廷
地
法
を
選
択
肢
と
す
る
こ
と
は
離
婚
保
護
に
つ
な
が
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
我
が
国
で
離
婚
訴
訟
が

提
起
さ
れ
う
る
の
は
、
原
則
と
し
て
被
告
の
住
所
地
又
は
例
外
的
に
原
告
の
住
所
地
が
我
が
国
に
あ
る
場
合
で
あ
り）
３３７
（

、
法
廷
地
法
は
、
基
本

的
に
は
同
一
本
国
法
又
は
同
一
常
居
所
地
法
と
重
複
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

第
三
節　

小
括

　

現
代
に
お
い
て
は
、
人
の
国
際
的
な
移
動
の
増
加
に
従
い
、
離
婚
に
最
も
密
接
な
関
連
を
有
す
る
国
を
一
般
的
に
決
定
す
る
こ
と
は
、
ま

す
ま
す
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
消
極
的
根
拠
か
ら
、
本
国
法
と
常
居
所
地
法
の
間
で
よ
り
密
接
に
関
連
す
る
国
の
法
を
夫

婦
に
選
択
さ
せ
る
こ
と
に
は
理
由
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
我
が
国
の
現
状
を
考
慮
す
る
と
、
同
一
本
国
法
と
同
一
常
居
所
地
法

か
ら
の
選
択
を
認
め
る
必
要
性
は
乏
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
根
拠
付
け
に
よ
っ
て
当
事
者
自
治
を
認
め
た
と
し
て
も
、
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夫
婦
が
恣
意
的
な
準
拠
法
選
択
を
行
い
、
よ
り
密
接
な
関
連
を
有
す
る
国
の
法
が
適
用
さ
れ
な
い
可
能
性
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
よ
り
密

接
な
法
を
適
用
す
る
方
法
と
し
て
は
、
当
事
者
自
治
を
用
い
る
こ
と
が
最
も
適
当
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
と
思
わ
れ
る
。

　

法
的
枠
組
の
柔
軟
化
、
法
的
安
定
性
及
び
予
見
可
能
性
の
強
化
、
夫
婦
の
正
当
な
期
待
の
保
護
な
ど
の
実
際
的
な
利
益
は
、
当
事
者
自
治

の
根
拠
と
し
て
妥
当
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
夫
婦
の
予
見
や
期
待
の
対
象
は
、（
容
易
に
）
離
婚
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
国
の
法
に

よ
っ
て
自
ら
が
離
婚
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
対
す
る
も
の
で
は
な
く
、
自
ら
が
最
も
密
接
に
関
連
す
る
国
の
法
に
よ
っ
て
離
婚
が
規

律
さ
れ
る
こ
と
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
と
、
本
国
法
及
び
常
居
所
地
法
の
選
択
が
認
め
ら
れ
る
。
他
方
、
法
廷
地
法
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
が
本
国
又
は
常
居
所
地
と
異
な
る
場
合
に
は
、
当
事
者
と
の
間
に
密
接
な
関
連
が
あ
る
と
は
言
え
そ
う
に
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
法
廷
地
法
を
選
択
肢
と
す
る
理
由
と
し
て
は
、
第
一
に
、
裁
判
所
が
よ
く
知
る
法
を
適
用
す
る
こ
と
が
当
事
者
の
利
益
に
な
る
こ
と
、

第
二
に
、
そ
の
実
質
法
の
内
容
が
当
事
者
に
利
益
を
与
え
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
の
点
に
関
し
て
は
、
法
廷
地
法
の
選
択
を
認
め
る

根
拠
と
な
り
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
い
か
な
る
単
位
法
律
関
係
に
お
い
て
も
法
廷
地
法
の
選
択
が
認
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
、
直
ち
に
根
拠
と
し
て
妥
当
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
離
婚
保
護
の
考
え
が
未
だ
我
が
国
に
お
い
て
確
立

し
た
も
の
と
言
う
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
い
う
立
場
か
ら
す
る
と
、
第
二
の
点
も
支
持
し
難
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
法
廷

地
法
の
選
択
を
認
め
る
根
拠
は
希
薄
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
本
国
法
及
び
常
居
所
地
法
の
選
択
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
恣
意
的
な
選

択
の
お
そ
れ
が
あ
る
。
こ
れ
が
問
題
で
あ
る
の
か
、
問
題
で
あ
る
と
し
て
、
許
さ
ざ
る
を
得
な
い
か
、
あ
る
い
は
、
解
決
策
を
講
じ
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
は
、
態
度
を
決
め
か
ね
て
お
り
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

さ
ら
に
、
憲
法
上
の
権
利
又
は
基
本
権
・
人
権
に
よ
る
当
事
者
自
治
の
根
拠
付
け
に
は
、
な
お
検
討
さ
れ
る
余
地
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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第
六
章　

お
わ
り
に

　

本
稿
の
目
的
は
、
当
事
者
自
治
が
契
約
以
外
の
領
域
に
も
拡
大
し
つ
つ
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、
主
要
な
場
面
で
し
か
当
事
者
自
治
が
役
割

を
演
じ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
我
が
国
に
お
い
て
、
現
在
認
め
ら
れ
て
い
る
領
域
以
外
で
当
事
者
自
治
を
受
け
入
れ
る
余
地
が
あ
る
か
を
検

討
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
特
に
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
二
〇
日
に
採
択
さ
れ
た
ロ
ー
マ
Ⅲ
規
則
の
紹
介
も
兼
ね
て
、
離
婚
に
焦
点

を
当
て
る
こ
と
と
し
た
。

　

第
二
章
に
お
い
て
は
、
当
事
者
自
治
が
最
初
に
認
め
ら
れ
、
議
論
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
契
約
の
領
域
に
お
け
る
当
事
者
自
治
の
根
拠
を
概

観
し
た
。
第
三
章
に
お
い
て
は
、
ロ
ー
マ
Ⅲ
規
則
を
、
第
四
章
に
お
い
て
は
、
ロ
ー
マ
Ⅲ
規
則
制
定
以
前
か
ら
離
婚
に
つ
き
当
事
者
自
治
を

導
入
し
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
、
ド
イ
ツ
及
び
ベ
ル
ギ
ー
の
立
法
例
を
参
照
し
、
そ
の
立
法
経
緯
な
ど
か
ら
、
当
事
者
自
治
の
根
拠
を
探
っ
た
。

そ
し
て
、
第
五
章
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
か
ら
示
唆
を
得
な
が
ら
、
離
婚
に
お
け
る
当
事
者
自
治
が
我
が
国
で
妥
当
し
う
る
か
を
考
察
し
た
。

要
約
す
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
契
約
及
び
離
婚
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
最
密
接
関
連
地
を
特
定
す
る
こ
と
の
困
難
が

あ
る
。
離
婚
に
関
し
て
は
、
本
国
法
と
常
居
所
地
法
の
い
ず
れ
が
最
も
密
接
な
関
連
を
有
す
る
法
で
あ
る
か
を
一
般
的
に
決
定
す
る
こ
と
が

困
難
を
生
ず
る
場
合
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
本
国
法
と
常
居
所
地
法
の
間
で
よ
り
密
接
に
関
連
す
る
国
の
法
を
夫
婦
に
選
択
さ

せ
る
こ
と
は
有
意
義
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
我
が
国
で
は
そ
の
よ
う
な
必
要
性
が
乏
し
い
だ
け
で
な
く
、
夫
婦
が
有
利
な
法
を

選
択
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
密
接
な
法
が
適
用
さ
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
当
事
者
自
治
を
認
め
る
こ
と
に
よ
り
実
際
的

な
利
益
が
得
ら
れ
る
と
い
う
点
は
、
離
婚
に
つ
い
て
も
妥
当
す
る
が
、
こ
れ
を
当
事
者
自
治
の
主
た
る
根
拠
と
見
る
に
は
さ
ら
な
る
検
討
が

必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
憲
法
上
の
権
利
又
は
基
本
権
・
人
権
に
よ
る
当
事
者
自
治
の
根
拠
付
け
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
考
察
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
根
拠
付
け
が
可
能
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
さ
ら
に
広
い
範
囲
で
当
事
者
自
治
が
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る



（　
　
　

）

国
際
離
婚
法
に
お
け
る
当
事
者
自
治
の
根
拠

同
志
社
法
学　

六
六
巻
三
号�

九
九

六
七
五

の
で
あ
り
、
一
考
す
る
意
義
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、
い
か
な
る
時
点
で
準
拠
法
を
選
択
す
る
か
を
特
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
考
察
を
行
っ
た
。
ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
、
議
論
の

蓄
積
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
契
約
に
お
け
る
当
事
者
自
治
の
議
論
を
参
照
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
契
約
以
外
の
領
域
の
議
論
を
参
考
に
す
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
、
夫
婦
財
産
制
の
準
拠
法
選
択
と
併
せ
て
離
婚
準
拠
法
の
選
択
も
行
う
こ
と
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
、
夫

婦
財
産
制
に
お
け
る
当
事
者
自
治
の
議
論
に
沿
っ
て
、
離
婚
に
お
け
る
当
事
者
自
治
を
検
討
し
う
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
第
二
に
、
不

法
行
為
の
場
合
の
よ
う
に
、
問
題
が
発
生
し
た
後
で
、
夫
婦
が
当
該
問
題
を
解
決
す
る
ル
ー
ル
を
決
め
る
こ
と
も
、
離
婚
に
お
い
て
想
定
さ

れ
う
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
不
法
行
為
に
お
い
て
当
事
者
自
治
を
認
め
て
い
る
根
拠
が
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　

い
か
な
る
領
域
に
お
い
て
当
事
者
自
治
が
認
め
ら
れ
て
き
て
い
る
か
は
、
第
一
章
に
お
い
て
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
我
が
国
で
は
、
現
在
、

契
約
に
加
え
、
不
法
行
為
、
事
務
管
理
、
不
当
利
得
及
び
夫
婦
財
産
制
に
関
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
領
域
に
お
い
て
も
、
当

事
者
自
治
を
認
め
る
見
解
が
少
な
か
ら
ず
出
さ
れ
て
い
る）
３３８
（

。
離
婚
に
関
し
て
も
本
稿
だ
け
で
足
り
る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
が
、
我
が
国
に

お
け
る
そ
れ
以
外
の
領
域
へ
の
拡
大
も
一
考
す
る
価
値
が
あ
り
、
契
約
の
領
域
に
限
ら
な
い
当
事
者
自
治
の
根
拠
に
つ
い
て
、
今
後
も
研
究

を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

（
1
）　

折
茂
豊
﹃
当
事
者
自
治
の
原
則
﹄（
創
文
社
、
一
九
七
〇
年
）
二
二
頁
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
はP

asquale Stanislo M
ancini, «D

e l’utilité de rendre obligatoires 

pour tous les E
tats, sous la form

e d’un ou de plusieurs traités internationaux, un certain nom
bre de règles générales du D

roit international privé 

pour assurer la décision uniform
e des conflits entre les différentes législations civiles et crim

inelles», Journ. dr. intern. privé, no. 1 （1874

）, p. 295

に
お
い
て
で
あ
り
、﹁
契
約
の
形
成
、
債
務
そ
の
他
に
関
す
る
⋮
⋮
︹
外
国
人
の
︺
私
権
の
任
意
的
部
分
⋮
⋮
の
領
域
に
お
い
て
は
、
人
は
み
ず
か
ら
そ
れ
を
欲
す
る
な
ら
ば
、

そ
の
本
国
の
法
律
に
し
た
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、⋮
⋮
そ
の
行
為
を
そ
の
本
国
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
と
異
な
る
他
の
規
則
に
よ
ら
し
め
る
こ
と
も
で
き
る
。﹂と
す
る（
邦

訳
は
、
パ
ス
ク
ァ
レ
・
ス
タ
ニ
ス
ロ
・
マ
ン
チ
ー
ニ
（
早
田
芳
郎
訳
）﹁
種
々
の
民
事
お
よ
び
刑
事
立
法
間
の
抵
触
の
統
一
的
解
決
を
確
保
す
る
た
め
、
若
干
の
一
般
的
国
際
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六
七
六

私
法
規
定
を
、
一
個
ま
た
は
数
個
の
国
際
条
約
の
形
式
の
も
と
に
、
す
べ
て
の
国
家
に
対
し
て
拘
束
力
あ
る
も
の
と
す
る
こ
と
の
有
用
性
﹂
比
較
法
四
号
（
一
九
六
六
年
）
四

五
頁
、
五
号
（
一
九
六
七
年
）
六
八
頁
に
従
っ
た
。）。

（
2
）　

折
茂
・
前
掲
注
（
1
）
三
四
頁
。

（
3
）　A

x
el F

lessn
er, In

teressen
ju

risp
ru

d
en

z im
 in

tern
ation

alen
 P

rivatrech
t （1990

）, S
. 97; S

tefa
n

 L
eible, P

arteiau
ton

om
ie im

 IP
R

 – A
llgem

ein
es 

A
nknüpfungsprinzip oder V

erlegenheitslösung?, in: M
ansel/P

feiffer/K
ohler/K

ronke/H
ausm

ann ［H
rsg

］, F
estschrift für E

rik Jaym
e, B

and I 

（2004

）, 

S. 486.

（
4
）　

な
お
、こ
の
領
域
に
お
い
て
、当
事
者
自
治
の
原
則
を
承
認
し
て
い
な
い
国
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、ブ
ラ
ジ
ル
民
法
施
行
法
第
九
条
（
笠
原
俊
宏
﹃
国
際
私
法
立
法
総
覧
﹄（
冨

山
房
、
一
九
八
九
年
）
三
三
六
頁
以
下
参
照
）
は
、
契
約
を
契
約
締
結
地
法
に
よ
ら
し
め
る
。
た
だ
し
、
仲
裁
の
場
合
に
は
、
仲
裁
法
（L

aw
 N

o. 9307/1996

）
に
よ
り
当

事
者
自
治
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ウ
ル
グ
ア
イ
民
法
第
二
三
九
九
条
（
笠
原
前
掲
書
五
一
頁
以
下
参
照
）
は
、
契
約
を
履
行
地
法
に
よ
ら
し
め
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
国

に
お
い
て
は
、
準
拠
法
と
し
て
指
定
さ
れ
た
国
の
法
が
当
事
者
自
治
の
原
則
を
認
め
る
場
合
に
は
、
反
致
に
よ
っ
て
そ
れ
が
考
慮
さ
れ
る
（Jü

rgen
 B

a
sed

ow
, T

heorie 

der R
echtsw

ahl oder P
arteiautonom

ie als G
rundlage des Internationalen P

rivatrechts, R
abelsZ

 75 （2011

）, S. 36

）。
エ
ジ
プ
ト
民
法
第
一
九
条
（
笠
原
前

掲
書
五
七
頁
以
下
参
照
）、
イ
ラ
ン
民
法
第
九
六
八
条
（Siehe N

a
d

jm
a

 Ya
ssa

ri, D
as Internationale V

ertragsrecht des Irans, IP
R

ax 2009, S. 453f.

）、
イ
ラ
ク

民
法
第
二
五
条（Siehe H

ilm
a

r K
rü

ger, D
as internationale P

rivat- und Z
ivilverfahrensrecht des Irak, IP

R
ax 1988, S. 180ff.

）、ヨ
ル
ダ
ン
民
法
第
二
〇
条（
笠

原
前
掲
書
三
九
二
頁
以
下
参
照
）
及
び
イ
エ
メ
ン
民
法
第
三
〇
条
（Siehe H

ilm
a

r K
rü

ger, A
llgem

einer R
echtszustand und internationales P

rivatrecht der 

R
epublik Jem

en, R
IW

 1993, S. 28ff.

）
は
、
原
則
と
し
て
客
観
的
連
結
を
定
め
る
が
、
例
外
的
に
、
当
事
者
が
準
拠
法
を
合
意
し
た
場
合
に
は
そ
れ
に
よ
る
と
す
る
。

（
5
）　P

réam
bule de Session de B

âle «L
’autonom

ie de la volonté des parties dans les contrats internationaux entre personnes privée». A
n

n
u

a
ire d

e 

l’In
stitu

t d
e D

roit In
tern

a
tion

a
l – S

ession
 d

e B
â

le, vol. 64-II （1992

）, pp. 382-387.

（
6
）　A

rticle 2 de Session de B
âle « L

’autonom
ie de la volonté des parties dans les contrats internationaux entre personnes privée ».

（
7
）　A

rticle 7 of Inter-A
m

erican C
onvention on the law

 applicable to international contracts.

（
8
）　A

rticle 3 of R
egulation （E

C

） N
o 593/2008 of the E

uropean P
arliam

ent and of the C
ouncil of 17 June 2008 on the law

 applicable to contractual 

obligations, O
J L

 177/6.

（
9
）　A

rticle 2 of D
raft H

ague principles on the choice of law
 in international contracts. 

ハ
ー
グ
国
際
私
法
会
議
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w

.hcch.net/

index_en.php?act=
text.display&

tid=49

）
参
照
（
最
終
ア
ク
セ
ス
：
二
〇
一
四
年
六
月
一
日
）。



（　
　
　

）

国
際
離
婚
法
に
お
け
る
当
事
者
自
治
の
根
拠

同
志
社
法
学　

六
六
巻
三
号�

一
〇
一

六
七
七

（
10
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
中
野
俊
一
郎
﹁
当
事
者
自
治
原
則
の
正
当
化
根
拠
﹂
立
命
館
法
学
三
三
九
＝
三
四
〇
号
（
二
〇
一
一
年
）
三
〇
一
頁
に
お
い
て
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
以
下
で
立
法
例
を
取
り
上
げ
る
に
あ
た
っ
て
、
一
部
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

（
11
）　

中
野
・
前
掲
注
（
10
）
三
〇
八
頁
。

（
12
）　

松
岡
博
編
﹃
国
際
関
係
私
法
入
門
︹
第
三
版
︺﹄（
有
斐
閣
、
二
〇
一
二
年
）
一
三
五
頁
。

（
13
）　
﹁
契
約
外
債
務
の
準
拠
法
に
関
す
る
二
〇
〇
七
年
七
月
一
一
日
の
欧
州
議
会
及
び
理
事
会
規
則
﹂（R

egulation （E
C

） N
o 864/2007 of the E

uropean P
arliam

ent and 

of the C
ouncil of 11 July 2007 on the law

 applicable to non-contractual obligations, O
J L

 199/40

）（
い
わ
ゆ
る
﹁
ロ
ー
マ
Ⅱ
規
則
﹂）
第
一
四
条
な
ど
。

（
14
）　

中
野
・
前
掲
注
（
10
）
三
一
〇
頁
、
櫻
田
嘉
章
＝
道
垣
内
正
人
編
﹃
注
釈
国
際
私
法
Ⅰ
﹄（
有
斐
閣
、
二
〇
一
一
年
）
三
六
七
頁
︹
竹
下
啓
介
︺。

（
15
）　

ス
ペ
イ
ン
民
法
第
一
〇
条
第
一
項
（
笠
原
俊
宏
﹁
外
国
国
際
私
法
立
法
に
関
す
る
研
究
ノ
ー
ト
（
9
）
︱
ス
ペ
イ
ン
民
法
典
中
の
国
際
私
法
規
定
の
改
正
（
一
九
九
〇
年
）
︱
﹂

国
際
研
究
論
叢
一
四
巻
二
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
四
七
頁
以
下
参
照
）
な
ど
。

（
16
）　

ア
ル
メ
ニ
ア
民
法
第
一
二
七
九
条
（Siehe Z

ivilgesetzbuch der R
epublik A

rm
enien: A

bschnitt 12 – Internationales P
rivatrecht, IP

R
ax 2009, S. 96ff.

）、

中
国
国
際
私
法
第
三
八
条
（
笠
原
俊
宏
﹁
中
華
人
民
共
和
国
の
新
し
い
国
際
私
法
﹃
渉
外
民
事
関
係
法
律
適
用
法
﹄
の
解
説
（
1
）﹂
戸
籍
時
報
六
六
三
号
（
二
〇
一
〇
年
）

二
頁
以
下
参
照
）、
モ
ン
ゴ
ル
民
法
第
五
四
七
・
一
・
五
条
（Siehe N

eues m
ongolisches Internationales P

rivatrecht, IP
R

ax 2003, S. 381ff.

）、
ル
ー
マ
ニ
ア
国
際

私
法
第
五
三
条
（
笠
原
俊
宏
﹁
外
国
国
際
私
法
立
法
に
関
す
る
研
究
ノ
ー
ト
（
1
）
︱
ル
ー
マ
ニ
ア
国
際
私
法
（
一
九
九
二
年
）
︱
（
上
）﹂
国
際
研
究
論
叢
八
巻
一
号
（
一

九
九
五
年
）
八
九
頁
以
下
参
照
）
な
ど
。

（
17
）　

笠
原
俊
宏
﹁
国
際
家
族
法
に
お
け
る
当
事
者
自
治
﹂
比
較
法
四
〇
号
（
二
〇
〇
三
年
）
二
四
二
頁
。
た
と
え
ば
、
そ
の
先
駆
け
は
、
夫
婦
財
産
制
の
準
拠
法
に
関
す
る
ハ
ー

グ
条
約
（C

onvention of 14 M
arch 1978 on the L

aw
 A

pplicable to M
atrim

onial P
roperty R

egim
es

）
で
あ
り
、
第
三
条
は
、
準
拠
法
選
択
時
に
お
け
る
夫
婦
の

一
方
の
本
国
法
、
準
拠
法
選
択
時
に
お
け
る
夫
婦
の
一
方
の
常
居
所
地
法
又
は
夫
婦
の
一
方
の
婚
姻
後
に
お
け
る
最
初
の
常
居
所
地
法
か
ら
選
択
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

（
18
）　

中
国
国
際
私
法
第
二
四
条
、
ド
イ
ツ
民
法
施
行
法
第
一
五
条
第
二
項
、
イ
タ
リ
ア
国
際
私
法
第
三
〇
条
（
笠
原
俊
宏
﹁
イ
タ
リ
ア
国
際
私
法
の
改
正
と
そ
の
特
質
に
つ
い
て
﹂

比
較
法
三
四
号
（
一
九
九
六
年
）
一
〇
五
頁
以
下
参
照
）
な
ど
。

（
19
）　

笠
原
・
前
掲
注
（
17
）
二
五
〇
頁
。

（
20
）　

死
亡
に
よ
る
財
産
相
続
の
準
拠
法
に
関
す
る
ハ
ー
グ
条
約
（C

onvention of 1 A
ugust 1989 on the L

aw
 A

pplicable to Succession to the E
states of D

eceased 

P
ersons

）
第
五
条
第
一
項
、
ベ
ル
ギ
ー
国
際
私
法
第
七
九
条
な
ど
。

（
21
）　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
際
相
続
法
第
六
条
（Siehe A

n
n

e-K
a

trin
 R

eich
, N

eue K
ollisionsnorm

en im
 finnischen E

rbgesetzbuch, IP
R

ax 2002, S. 548ff.

）
な
ど
。



（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
六
巻
三
号�

一
〇
二

国
際
離
婚
法
に
お
け
る
当
事
者
自
治
の
根
拠

六
七
八

（
22
）　
﹁
相
続
事
件
に
お
け
る
管
轄
、
準
拠
法
、
裁
判
の
承
認
及
び
執
行
、
公
文
書
の
受
領
及
び
執
行
、
並
び
に
欧
州
相
続
証
明
書
の
導
入
に
関
す
る
二
〇
一
二
年
七
月
四
日
の
欧

州
議
会
及
び
理
事
会
規
則
﹂（R

egulation 

（E
U

） N
o 650/2012 of the E

uropean P
arliam

ent and of the C
ouncil of 4 July 2012 on jurisdiction, applicable 

law
, recogn

ition
 an

d
 en

forcem
en

t of d
ecision

s an
d

 accep
tan

ce an
d

 en
forcem

en
t of au

th
en

tic in
stru

m
en

ts in
 m

atters of su
ccession

 an
d

 on
 th

e 

creation of a E
uropean C

ertificate of Succession, O
J L

 201/107

）
第
二
二
条
第
一
項
（
二
〇
一
五
年
八
月
一
七
日
よ
り
適
用
さ
れ
る
。）、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
国
際

私
法
第
二
九
条
第
一
項
（Siehe Ü

bersetzung des G
esetzes der R

epublik A
serbaidschan über das Internationale P

rivatrecht vom
 6. 6. 2000, IP

R
ax 

2003, S. 386ff.
）、
イ
タ
リ
ア
国
際
私
法
第
四
六
条
第
二
項
、
韓
国
国
際
私
法
第
四
九
条
第
二
項
（
青
木
清
﹁
改
正
韓
国
国
際
私
法
﹂
国
際
私
法
年
報
五
号
（
二
〇
〇
三
年
）

二
八
八
頁
以
下
参
照
）、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
民
法
第
一
一
二
一
条
（Siehe A
. W

eish
a

u
p

t, N
eues K

ollisions- und Internationales Z
ivilprozessrecht in der R

epublik 

K
asachstan, IP

R
ax 2002, S. 53ff.

）、
ス
イ
ス
国
際
私
法
第
九
〇
条
第
二
項
、
第
九
一
条
第
二
項
（
笠
原
・
前
掲
注
（
4
）
一
三
〇
頁
以
下
参
照
）
な
ど
。

（
23
）　

ド
イ
ツ
民
法
施
行
法
第
二
五
条
な
ど
。

（
24
）　

ド
イ
ツ
民
法
施
行
法
第
一
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
ス
ペ
イ
ン
民
法
第
九
条
第
二
項
な
ど
。

（
25
）　

扶
養
義
務
の
準
拠
法
に
関
す
る
議
定
書
（P

rotocol of 23 N
ovem

ber 2007 on the L
aw

 A
pplicable to M

aintenance O
bligations

）
第
七
条
及
び
第
八
条
な
ど
。

（
26
）　
﹁
離
婚
及
び
法
的
別
居
の
準
拠
法
の
領
域
に
お
け
る
先
行
統
合
の
実
施
に
関
す
る
二
〇
一
〇
年
一
二
月
二
〇
日
の
理
事
会
規
則
﹂（C

ouncil R
egulation 

（E
U

） N
o 

1259/2010 of 20 D
ecem

ber 2010 im
p

lem
en

tin
g en

h
an

ced
 coop

eration
 in

 th
e area of th

e law
 ap

p
licable to d

ivorce an
d

 legal sep
aration

, O
J L

 

343/10

）
第
五
条
、
オ
ラ
ン
ダ
民
法
典
第
一
〇
編
第
五
六
条
、
中
国
国
際
私
法
第
二
六
条
（
協
議
離
婚
の
み
）
な
ど
。
か
つ
て
は
、
ド
イ
ツ
民
法
施
行
法
第
一
七
条
及
び
ベ
ル

ギ
ー
国
際
私
法
典
第
五
五
条
も
認
め
て
い
た
。

（
27
）　

道
垣
内
正
人
﹃
ポ
イ
ン
ト
国
際
私
法
各
論
︹
第
二
版
︺﹄（
有
斐
閣
、
二
〇
一
四
年
）
二
二
一
頁
、
同
﹁
国
際
私
法
の
新
た
な
課
題
と
展
望
﹂
上
智
法
学
論
集
四
九
巻
三
＝
四

号
（
二
〇
〇
六
年
）
二
五
頁
、
中
野
・
前
掲
注
（
10
）
三
〇
二
頁
な
ど
。

（
28
）　G

erh
a

rd
 K

egel, Internationales P
rivatrecht, 3. A

ufl. （1971

）, S. 253.

（
29
）　K

egel, a.a.O
. （F

n. 28

）, S. 253f.

（
30
）　K

egel, a.a.O
. （F

n. 28

）, S. 253.

（
31
）　K

egel, a.a.O
. （F

n. 28

）, S. 254.

（
32
）　K

egel, a.a.O
. （F

n. 28

）, S. 254.

（
33
）　K

egel, a.a.O
. （F

n. 28

）, S. 254.



（　
　
　

）

国
際
離
婚
法
に
お
け
る
当
事
者
自
治
の
根
拠

同
志
社
法
学　

六
六
巻
三
号�

一
〇
三

六
七
九

（
34
）　K

egel, a.a.O
. （F

n. 28

）, S. 254.
（
35
）　K

egel, a.a.O
. （F

n. 28

）, S. 255; K
egel/S

ch
u

rig, Internationales P
rivatrecht, 9. A

ufl. （2004

）, S. 652.
（
36
）　K

egel, a.a.O
. （F

n. 28

）, S. 255; K
egel/S

ch
u

rig, a.a.O
. （F

n. 35

）, S. 652.

（
37
）　K

egel, a.a.O
. （F

n. 28

）, S. 255; K
egel/S

ch
u

rig, a.a.O
. （F

n. 35

）, S. 653.

（
38
）　K

egel, a.a.O
. （F

n. 28

）, S. 255; K
egel/S

ch
u

rig, a.a.O
. （F

n. 35

）, S. 652.

（
39
）　K

egel, a.a.O
. （F

n. 28

）, S. 255; K
egel/S

ch
u

rig, a.a.O
. （F

n. 35

）, S. 653.

（
40
）　

田
中
耕
太
郎
﹃
世
界
法
の
理
論
﹄（
岩
波
書
店
、
一
九
三
二
年
）
四
二
五
～
四
三
三
頁
。

（
41
）　

江
川
英
文
﹁
国
際
私
法
上
の
意
思
自
治
の
原
則
に
関
す
る
一
考
察
﹂
田
中
先
生
還
暦
記
念
﹃
商
法
の
基
本
問
題
﹄（
有
斐
閣
、
一
九
五
二
年
）
四
四
八
頁
。

（
42
）　

江
川
・
前
掲
注
（
41
）
四
四
八
頁
。

（
43
）　

折
茂
豊
﹃
国
際
私
法
各
論
︹
新
版
︺﹄（
有
斐
閣
、
一
九
七
二
年
）
一
一
五
頁
。

（
44
）　

た
と
え
ば
、
木
棚
照
一
＝
松
岡
博
編
﹃
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
国
際
私
法
﹄（
日
本
評
論
社
、
一
九
九
四
年
）
四
〇
～
四
一
頁
︹
佐
野
寛
︺、
出
口
耕
自
﹃
基
本
論
点
国
際

私
法
︹
第
二
版
︺﹄（
法
学
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）
六
八
～
六
九
頁
、
山
田
鐐
一
﹃
国
際
私
法
︹
第
三
版
︺﹄（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
四
年
）
三
一
六
頁
、
溜
池
良
夫
﹃
国
際
私
法
講

義
︹
第
三
版
︺﹄（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
五
年
）
三
五
一
～
三
五
二
頁
、
石
黒
一
憲
﹃
国
際
私
法
︹
第
二
版
︺﹄（
新
世
社
、
二
〇
〇
七
年
）
三
一
六
頁
、
櫻
田
＝
道
垣
内
編
・
前
掲

注
（
14
）
一
七
九
～
一
八
〇
頁
︹
中
西
康
︺、神
前
禎
＝
早
川
吉
尚
＝
元
永
和
彦
﹃
国
際
私
法
︹
第
三
版
︺﹄（
有
斐
閣
、二
〇
一
二
年
）
一
二
五
頁
、櫻
田
嘉
章
﹃
国
際
私
法
︹
第

六
版
︺﹄（
有
斐
閣
、
二
〇
一
二
年
）
二
一
九
～
二
二
〇
頁
、
澤
木
敬
郎
＝
道
垣
内
正
人
﹃
国
際
私
法
入
門
︹
第
七
版
︺﹄（
有
斐
閣
、
二
〇
一
二
年
）
一
八
一
頁
な
ど
。

（
45
）　

中
野
俊
一
郎
﹁
法
例
七
条
を
め
ぐ
る
解
釈
論
の
現
状
と
立
法
論
的
課
題
﹂
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
四
三
号
（
一
九
九
八
年
）
三
六
頁
。

（
46
）　

佐
藤
や
よ
ひ
﹁
契
約
︱
法
適
用
通
則
法
適
用
に
当
た
っ
て
の
問
題
点
﹂
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
二
五
号
（
二
〇
〇
六
年
）
四
九
頁
。

（
47
）　

F
rançois L

aurent, D
roit civil, in

tern
a

tion
a

l, t. 7 （1881

）, p. 512.

（
48
）　L

aurent, su
p

ra
 note 47, p. 513.

（
49
）　L

aurent, su
p

ra
 note 47, p. 513.

（
50
）　L

aurent, su
p

ra
 note 47, p. 514.

（
51
）　L

aurent, su
p

ra
 note 47, p. 517.

（
52
）　

中
野
・
前
掲
注
（
10
）
三
二
〇
頁
。
た
と
え
ば
、
田
中
・
前
掲
注
（
40
）
四
二
六
頁
、
四
三
一
～
四
三
二
頁
、
江
川
・
前
掲
注
（
41
）
四
四
八
～
四
四
九
頁
、
折
茂
・
前
掲



（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
六
巻
三
号�

一
〇
四

国
際
離
婚
法
に
お
け
る
当
事
者
自
治
の
根
拠

六
八
〇

注
（
43
）
一
一
五
頁
、松
岡
博
﹁
国
際
契
約
と
適
用
法
規
﹂﹃
国
際
取
引
と
国
際
私
法
﹄（
晃
洋
書
房
、一
九
九
三
年
）
一
七
一
頁
、木
棚
＝
松
岡
編
・
前
掲
注
（
44
）
四
〇
頁
︹
佐

野
︺、
出
口
・
前
掲
注
（
44
）
六
九
頁
、
山
田
・
前
掲
注
（
44
）
三
一
六
頁
、
溜
池
・
前
掲
注
（
44
）
三
五
二
頁
、
木
棚
照
一
＝
松
岡
博
＝
渡
辺
惺
之
﹃
国
際
私
法
概
論
︹
第

５
版
︺﹄（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
七
年
）
一
三
〇
頁
︹
松
岡
博
︺、
澤
木
＝
道
垣
内
・
前
掲
注
（
44
）
一
八
一
頁
な
ど
。

（
53
）　F

lessn
er, a.a.O

. （F
n. 3

）, S. 99f.; 

中
野
・
前
掲
注
（
45
）
三
六
頁
な
ど
。

（
54
）　

櫻
田
＝
道
垣
内
編
・
前
掲
注
（
14
）
一
八
〇
頁
︹
中
西
︺。
パ
ウ
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ノ
イ
ハ
ウ
ス
（
櫻
田
嘉
章
訳
）﹃
国
際
私
法
の
基
礎
理
論
︹
第
二
版
︺﹄（
成
文
堂
、

二
〇
〇
〇
年
）
二
六
五
頁
、Y

u
ko N

ish
ita

n
i, M

ancini und die P
arteiautonom

ie im
 Internationalen P

riva trecht （2000

）, S. 324 

な
ど
参
照
。
佐
藤
・
前
掲
注

（
46
）
四
九
～
五
〇
頁
も
こ
の
方
向
を
示
唆
す
る
と
さ
れ
る
（
櫻
田
＝
道
垣
内
編
・
前
掲
注
（
14
）
一
八
〇
頁
注
（
4
）︹
中
西
︺）。

（
55
）　

神
前
＝
早
川
＝
元
永
・
前
掲
注
（
44
）
一
二
五
頁
。

（
56
）　

A
bbo Ju

n
ker, D

ie freie R
echtsw

ahl und ihre G
renzen – Z

ur veränderten R
olle der P

arteiautonom
ie im

 Schuldvertragsrecht, IP
R

ax 1993, S. 2. z. 

B
. G

ü
n

th
er B

eitzke, G
rundgesetz und Internationalprivatrecht （1961

）, S. 16f.; A
bbo Ju

n
ker, Internationales A

rbeitsrecht im
 K

onzern （1992

）, S. 

54.

（
57
）　B

eitzke, a.a.O
. （F

n. 56

）, S. 54.

（
58
）　

田
口
精
一
﹁
ボ
ン
基
本
法
に
お
け
る
人
格
の
自
由
な
発
展
の
権
利
に
つ
い
て
﹂
法
学
研
究
三
六
巻
一
一
号
（
一
九
六
三
年
）
一
頁
、赤
坂
正
浩
﹁
人
格
の
自
由
な
発
展
の
権
利
﹂

法
学
五
〇
巻
七
号
（
一
九
八
七
年
）
三
三
頁
、
實
原
隆
志
﹁
憲
法
一
三
条
の
適
用
場
面
に
つ
い
て
﹂
長
崎
国
際
大
学
論
叢
六
巻
（
二
〇
〇
六
年
）
二
五
頁
な
ど
。

（
59
）　

佐
々
木
惣
一
﹃
改
訂
日
本
國
憲
法
論
﹄（
有
斐
閣
、
一
九
五
四
年
）
四
〇
三
頁
、
四
二
一
頁
以
下
。

（
60
）　

z. B
. B

a
sed

ow
, a.a.O

. 

（F
n. 4

）, S. 54ff.; V
olker L

ip
p

, P
arteiautonom

ie im
 internationalen U

nterhaltrecht, in: V
erbeke/Scherpe/D

eclerck/H
elm

s/

Senaeve ［H
rsg

］, C
onfronting the frontiers of fam

ily and succession law
 （2012

）, S. 865.

（
61
）　E

rik Ja
ym

e, D
ie P

arteiautonom
ie im

 Internationalen V
ertragsrecht auf dem

 P
rüfstand – 65. Sitzung des Institut de D

roit International in B
asel, 

IP
R

ax 1991, S. 429.

（
62
）　M

ancini, su
p

ra
 note 1, p. 292. 

（
63
）　B

a
sed

ow
, a.a.O

. （F
n. 4

）, S. 55.

（
64
）　B

a
sed

ow
, a.a.O

. （F
n. 4

）, S. 55. 

邦
訳
は
、
中
野
・
前
掲
注
（
10
）
三
二
四
頁
に
従
っ
た
。

（
65
）　E

rik Jaym
e, «Identité culturelle et intégration: le droit international privé postm

oderne», R
ecu

eil d
es cou

rs, vol. 251 （1995

）, p. 148.



（　
　
　

）

国
際
離
婚
法
に
お
け
る
当
事
者
自
治
の
根
拠

同
志
社
法
学　

六
六
巻
三
号�

一
〇
五

六
八
一

（
66
）　

中
野
・
前
掲
注
（
10
）
三
二
四
頁
。

（
67
）　

松
岡
・
前
掲
注
（
52
）
一
七
一
頁
、
同
﹃
現
代
国
際
私
法
講
義
﹄（
法
律
文
化
社
、
二
〇
〇
八
年
）
九
八
頁
、
木
棚
＝
松
岡
編
・
前
掲
注
（
44
）
四
一
頁
︹
佐
野
︺、
中
野
・

前
掲
注
（
45
）
三
六
頁
、
西
賢
﹁
当
事
者
自
治
の
原
則
と
比
較
法
的
動
向
﹂﹃
比
較
国
際
私
法
の
動
向
﹄（
晃
洋
書
房
、
二
〇
〇
二
年
）
七
九
頁
、
木
棚
＝
松
岡
＝
渡
辺
・
前
掲

注
（
52
）
一
二
九
頁
～
一
三
〇
頁
︹
松
岡
︺、
櫻
田
＝
道
垣
内
編
・
前
掲
注
（
14
）
一
八
〇
頁
︹
中
西
︺、
櫻
田
・
前
掲
注
（
44
）
二
二
〇
頁
、
横
山
潤
﹃
国
際
私
法
﹄（
三
省
堂
、

二
〇
一
二
年
）
一
六
三
頁
な
ど
。

（
68
）　

松
岡
博
・
前
掲
注
（
52
）
一
七
一
頁
、
松
岡
・
前
掲
注
（
67
）
九
八
頁
、
木
棚
＝
松
岡
編
・
前
掲
注
（
44
）
四
一
頁
︹
佐
野
︺、
中
野
・
前
掲
注
（
45
）
三
六
頁
、
木
棚
＝

松
岡
＝
渡
辺
・
前
掲
注
（
52
）
一
二
九
～
一
三
〇
頁
︹
松
岡
︺、
櫻
田
＝
道
垣
内
編
・
前
掲
注
（
14
）
一
八
〇
頁
︹
中
西
︺
な
ど
。

（
69
）　

中
野
・
前
掲
注
（
45
）
三
六
頁
、
西
・
前
掲
注
（
67
）
八
〇
頁
、
横
山
・
前
掲
注
（
67
）
一
六
三
頁
な
ど
。

（
70
）　

木
棚
＝
松
岡
編
・
前
掲
注
（
44
）
四
一
頁
︹
佐
野
︺、
木
棚
＝
松
岡
＝
渡
辺
・
前
掲
注
（
52
）
一
三
〇
頁
︹
松
岡
︺、
松
岡
・
前
掲
注
（
67
）
九
八
頁
な
ど
。

（
71
）　

櫻
田
・
前
掲
注
（
44
）
二
二
〇
頁
な
ど
。

（
72
）　

木
棚
＝
松
岡
編
・
前
掲
注
（
44
）
四
一
頁
︹
佐
野
︺、
中
野
・
前
掲
注
（
45
）
三
六
頁
、
横
山
・
前
掲
注
（
67
）
一
六
三
頁
な
ど
。

（
73
）　

中
野
・
前
掲
注
（
10
）
三
二
一
頁
。

（
74
）　

中
野
・
前
掲
注
（
10
）
三
二
二
頁
。

（
75
）　

中
野
・
前
掲
注
（
10
）
三
二
二
頁
。

（
76
）　

P
roposal for a C

ouncil R
egulation （E

U

） im
plem

enting enhanced cooperation in the area of the law
 applicable to divorce and legal separation, 

C
O

M

（2010

） 105 final, p. 5.

（
77
）　

欧
州
共
同
体
設
立
条
約
第
六
七
条
第
五
項
。
リ
ス
ボ
ン
条
約
下
で
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
（
欧
州
連
合
運
営
条
約
第
八
一
条
第
二
項
）。

（
78
）　

欧
州
共
同
体
設
立
条
約
第
六
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
。
リ
ス
ボ
ン
条
約
下
で
は
、
欧
州
連
合
運
営
条
約
第
八
一
条
第
三
項
。

（
79
）　

C
ou

n
cil R

egu
lation

 

（E
C

） N
o 44/2001 of 22 D

ecem
ber 2000 on

 ju
risd

iction
 an

d
 th

e recogn
ition

 an
d

 en
forcem

en
t of ju

d
gm

en
ts in

 civil an
d 

com
m

ercial m
atters, O

J L
 12/1.

（
80
）　C

ouncil R
egulation （E

C

） N
o 1347/2000 of 29 M

ay 2000 on jurisdiction and the recognition and enforcem
ent of judgm

ents in m
atrim

onial m
atters 

and in m
atters of parental responsibility for children of both spouses, O

J L
 160/19.

（
81
）　C

ou
n

cil R
egu

lation
 

（E
C

） N
o 2201/2003 of 27 N

ovem
ber 2003 con

cern
in

g ju
risd

iction
 an

d
 th

e recogn
ition

 an
d

 en
forcem

en
t of ju

d
gm

en
ts in 



（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
六
巻
三
号�

一
〇
六

国
際
離
婚
法
に
お
け
る
当
事
者
自
治
の
根
拠

六
八
二

m
atrim

onial m
atters and the m

atters of parental responsibility, repealing R
egulation （E

C

） N
o 1347/2000, O

J L
 338/1.

（
82
）　

扶
養
義
務
に
関
し
て
、C

ouncil R
egulation 

（E
C

） N
o 4/2009 of 18 D

ecem
ber 2008 on jurisdiction, applicable law

, recognition and enforcem
ent of 

decisions and cooperation in m
atters relating to m

aintenance obligations, O
J L

 7/1. 

相
続
に
関
し
て
、R

egulation （E
U

） N
o 650/2012 of the E

uropean 

P
arliam

en
t an

d
 of th

e C
ou

n
cil of 4 Ju

ly 2012 on
 ju

risd
iction

, ap
p

licable law
, recogn

ition
 an

d
 en

forcem
en

t of d
ecision

s an
d

 accep
tan

ce an
d 

enforcem
ent of authentic instrum

ents in m
atters of succession and on the creation of a E

uropean C
ertificate of Succession, O

J L
 201/107.

（
83
）　

夫
婦
財
産
制
に
関
し
て
、P

rop
osal for a C

ou
n

cil R
egu

lation
 on

 ju
risd

iction
, ap

p
licable law

 an
d

 th
e recogn

ition
 an

d
 en

forcem
en

t of d
ecision

s in 

m
atters of m

atrim
on

ial p
rop

erty regim
es, C

O
M

（2011

） 126 fin
al. 

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
財
産
制
に
関
し
て
、Prop

osal for a C
u

n
cil R

egu
lation

 on 

jurisdiction, applicable law
 and the recognition and enforcem

ent of decisions regarding the property consequences of registered partnerships, 

C
O

M

（2011

） 127 final.

（
84
）　

本
稿
で
は
、
奥
脇
直
也
＝
小
寺
彰
編
代
﹃
国
際
条
約
集
︹
二
〇
一
三
年
版
︺﹄（
有
斐
閣
、
二
〇
一
三
年
）
及
び
中
西
優
美
子
﹃
Ｅ
Ｕ
法
﹄（
新
世
社
、
二
〇
一
二
年
）
訳
に

従
っ
た
が
、
そ
の
ほ
か
、
高
度
化
協
力
（
庄
司
克
宏
﹃
新
Ｅ
Ｕ
法　

基
礎
編
﹄（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
））、
強
化
さ
れ
た
協
力
（
中
野
・
前
掲
注
（
10
）
及
び
林
貴
美
﹁
Ｅ

Ｕ
家
族
法
の
動
向
︱
離
婚
、
カ
ッ
プ
ル
の
財
産
関
係
及
び
相
続
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
規
則
を
中
心
に
﹂
国
際
私
法
年
報
一
三
号
（
二
〇
一
一
年
）
五
二
頁
）、
強
化
協
力
（
中
村
民

雄
﹁
欧
州
憲
法
条
約
︱
解
説
及
び
翻
訳
︱
﹂
衆
憲
資
第
五
六
号
）
又
は
緊
密
な
政
策
協
力
（
入
稲
福
智
﹁
Ｅ
Ｕ
国
際
私
法
（
成
文
法
）
の
概
要
﹂
平
成
国
際
大
学
研
究
所
論
集

一
一
号
（
二
〇
一
一
年
）
四
九
頁
）
な
ど
の
訳
語
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。

（
85
）　

中
西
優
・
前
掲
注
（
84
）
一
二
九
頁
。

（
86
）　

中
西
優
美
子
﹁
Ｅ
Ｕ
条
約
お
よ
び
Ｅ
Ｃ
条
約
に
お
け
る
よ
り
緊
密
な
協
力
制
度
﹂
日
本
Ｅ
Ｕ
学
会
年
報
二
二
号
（
二
〇
〇
二
年
）
一
二
二
頁
。

（
87
）　

中
西
優
・
前
掲
注
（
84
）
一
二
九
頁
。

（
88
）　K

atharina B
oele-W

oelki, F
or better or for w

orse: th
e E

u
rop

a
n

iza
tion

 of in
tern

a
tion

a
l d

ivorce la
w

, 12 Yb. P
riv. Int. L

. 1 （2010

）, p. 13.

（
89
）　B

oele-W
oelki, su

p
ra

 note 88, p. 13.

（
90
）　B

oele-W
oelki, su

p
ra

 note 88, p. 13.

（
91
）　B

oele-W
oelki, su

p
ra

 note 88, p. 13.

（
92
）　

以
下
の
よ
う
な
例
が
考
え
ら
れ
る
。
婚
姻
時
に
お
い
て
、
妻
は
ド
イ
ツ
国
籍
、
夫
は
オ
ラ
ン
ダ
国
籍
を
有
し
て
お
り
、
夫
婦
は
い
ず
れ
も
ド
イ
ツ
に
居
住
し
て
い
る
。
婚
姻

中
に
夫
が
ド
イ
ツ
国
籍
を
取
得
し
、
そ
の
結
果
、
オ
ラ
ン
ダ
国
籍
を
喪
失
し
た
。
こ
の
場
合
、
離
婚
の
申
立
て
は
、
お
そ
ら
く
ド
イ
ツ
で
な
さ
れ
、
そ
の
時
の
事
情
の
み
を
考



（　
　
　

）

国
際
離
婚
法
に
お
け
る
当
事
者
自
治
の
根
拠

同
志
社
法
学　

六
六
巻
三
号�

一
〇
七

六
八
三

慮
す
れ
ば
、
国
内
事
案
と
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
夫
が
オ
ラ
ン
ダ
国
籍
を
喪
失
す
る
ま
で
は
、
夫
婦
は
、
オ
ラ
ン
ダ
法
を
離
婚
準
拠
法
と
し
て
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
、

夫
が
オ
ラ
ン
ダ
国
籍
を
喪
失
し
た
後
も
、
そ
の
選
択
は
効
力
を
失
わ
な
い
（B

oele-W
oelki, su

p
ra

 note 88, p. 13

）。

（
93
）　

ロ
ー
マ
Ⅰ
規
則
第
二
条
、ロ
ー
マ
Ⅱ
規
則
第
三
条
、製
造
物
責
任
の
準
拠
法
に
関
す
る
ハ
ー
グ
条
約
第
一
一
条
第
二
文
、扶
養
義
務
の
準
拠
法
に
関
す
る
ハ
ー
グ
条
約
第
三
条
、

夫
婦
財
産
制
の
準
拠
法
に
関
す
る
ハ
ー
グ
条
約
第
二
条
、
代
理
の
準
拠
法
に
関
す
る
ハ
ー
グ
条
約
第
四
条
、
国
際
物
品
売
買
契
約
の
準
拠
法
に
関
す
る
ハ
ー
グ
条
約
第
六
条
、

死
因
相
続
の
準
拠
法
に
関
す
る
ハ
ー
グ
条
約
第
二
条
、親
責
任
及
び
子
の
保
護
に
関
す
る
ハ
ー
グ
条
約
第
二
〇
条
、扶
養
義
務
の
準
拠
法
に
関
す
る
ハ
ー
グ
議
定
書
第
二
条
な
ど
。

（
94
）　

原
文
で
は
、﹁seise

﹂
と
い
う
単
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
意
味
は
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ⅱbis

規
則
第
一
六
条
に
定
義
さ
れ
る
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と

さ
れ
る
（P

eter F
in

ger, V
erstärkte Z

usam
m

enarbeit einzelner M
itgliedstaaten der europ. G

esetzgebung für das K
ollisionsrecht der E

hescheidung, 

F
uR

 2011, S. 66

）。
同
条
に
よ
れ
ば
、
原
則
と
し
て
、
手
続
を
開
始
す
る
書
面
又
は
そ
れ
と
同
等
の
書
面
が
裁
判
所
に
提
出
さ
れ
た
時
点
で
、
裁
判
所
に
係
属
し
た
も
の
と

み
な
さ
れ
る
。﹁
訴
訟
係
属
（lis p

en
d

en
s

）
⋮
⋮
﹂
と
題
す
る
第
一
九
条
は
、﹁seise

﹂
を
そ
の
基
準
と
し
て
い
る
の
で
、﹁seise

﹂
は
﹁
訴
訟
係
属
﹂
と
訳
す
の
が
適
当

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
日
本
の
民
事
訴
訟
法
に
お
け
る
訴
訟
係
属
は
、
通
説
に
よ
る
と
、
被
告
へ
の
訴
状
送
達
時
で
あ
り
（
三
ケ
月
章
﹃
民
事
訴
訟
法
﹄（
有
斐
閣
、

一
九
五
九
年
）
三
三
一
～
三
三
二
頁
、
斎
藤
秀
夫
＝
小
室
直
人
＝
西
村
宏
一
＝
林
屋
礼
二
編
著
﹃
注
解
民
事
訴
訟
法
（
６
）︹
第
二
版
︺﹄（
第
一
法
規
、
一
九
九
三
年
）
二
七

一
頁
︹
斎
藤
秀
夫
＝
賀
茂
紀
久
男
︺、
秋
山
幹
男
＝
伊
藤
眞
＝
加
藤
新
太
郎
＝
高
田
裕
成
＝
福
田
剛
久
＝
山
本
和
彦
﹃
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
民
事
訴
訟
法
Ⅲ
﹄（
日
本
評
論
社
、
二

〇
〇
八
年
）
一
六
二
頁
、
兼
子
一
原
著
﹃
条
解
民
事
訴
訟
法
︹
第
二
版
︺﹄（
弘
文
堂
、
二
〇
一
一
年
）
八
二
〇
頁
︹
竹
下
守
夫
＝
上
原
俊
夫
︺、
賀
集
唱
＝
松
本
博
之
＝
加
藤

新
太
郎
編
﹃
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
民
事
訴
訟
法
2
︹
第
三
版
追
補
版
︺﹄（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
二
年
）
三
九
頁
︹
林
屋
礼
二
︺）、
概
念
が
異
な
る
。

（
95
）　

B
oele-W

oelki, su
p

ra
 note 88, p. 16.

（
96
）　B

oele-W
oelki, su

p
ra

 note 88, p. 16.

（
97
）　B

oele-W
oelki, su

p
ra

 note 88, p. 16.

（
98
）　B

oele-W
oelki, su

p
ra

 note 88, p. 19.

（
99
）　B

oele-W
oelki, su

p
ra

 note 88, p. 19.

（
１００
）　B

oele-W
oelki, su

p
ra

 note 88, p. 21.

（
１０１
）　B

oele-W
oelki, su

p
ra

 note 88, p. 22.

（
１０２
）　

も
っ
と
も
、
現
時
点
で
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
ロ
ー
マ
Ⅲ
規
則
に
参
加
し
て
い
な
い
。

（
１０３
）　A

ction P
lan of the C

ouncil and the C
om

m
ission on how

 best to im
plem

ent the provisions of the T
reaty of A

m
sterdam

 on an area of freedom
, 



（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
六
巻
三
号�

一
〇
八

国
際
離
婚
法
に
お
け
る
当
事
者
自
治
の
根
拠

六
八
四

security and justice （“V
ienna A

ction P
lan”

）, O
J C

 19/1.
（
１０４
）　V

ienna A
ction P

lan, para. 39.
（
１０５
）　V

ienna A
ction P

lan, para. 41 （a

）.

（
１０６
）　V

ienna A
ction P

lan, para. 41 （a

）.

（
１０７
）　T

he H
ague P

rogram
m

e: strengthening freedom
, security and justice in the E

uropean U
nion （“T

he H
ague P

rogram
m

e”

）, O
J C

 53/1.

（
１０８
）　T

he H
ague P

rogram
m

e, 3.4.2.

（
１０９
）　G

reen P
aper on applicable law

 and jurisdiction in divorce m
atters, C

O
M

（2005

） 82 final.

（
１１０
）　P

roposal for a C
ouncil R

egulation am
ending R

egulation （E
C

） N
o 2201/2003 as regards jurisdiction and introducing rules concerning applicable 

law
 in m

atrim
onial m

atters, C
O

M

（2006

） 399 final, p. 5.

（
１１１
）　C

O
M

（2006

） 399 final, p. 5.

（
１１２
）　C

O
M

（2006

） 399 final, p. 5.

（
１１３
）　

欧
州
委
員
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://ec.europa.eu/justice_hom

e/new
s/consulting_public/divorce_m

atters/new
s_contributions_divorce_m

atters_

en.htm

）
で
閲
覧
可
能
だ
っ
た
が
、
現
在
は
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
１１４
）　

マ
ル
タ
の
返
答
も
公
開
さ
れ
て
は
い
た
が
、
そ
れ
は
、
マ
ル
タ
法
が
離
婚
に
関
し
て
規
定
し
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
、
マ
ル
タ
裁
判
所
が
離
婚
事
件
を
扱
う
管
轄
を
持
た
な

か
っ
た
た
め
に
、
グ
リ
ー
ン
ペ
ー
パ
ー
に
対
し
て
コ
メ
ン
ト
し
な
い
こ
と
を
表
明
す
る
も
の
だ
っ
た
。

（
１１５
）　P

roposal for a C
ouncil R

egulation am
ending R

egulation （E
C

） N
o 2201/2003 as regards jurisdiction and introducing rules concerning applicable 

law
 in m

atrim
onial m

atters, C
O

M

（2006

） 399 final.

（
１１６
）　K

atharina B
oele-W

oelki, To be, or n
ot to be: en

h
a

n
ced

 coop
era

tion
 in

 in
tern

a
tion

a
l d

ivorce la
w

 w
ith

in
 th

e E
u

rop
ea

n
 U

n
ion

, 39 V
U

W
 L

. 

R
ev. 779 （2008

）, p. 784.

（
１１７
）　B

oele-W
oelki, su

p
ra

 note 116, p. 784.

（
１１８
）　B

oele-W
oelki, su

p
ra

 note 116, p. 785.

（
１１９
）　M

aarit Jänterä-Jareborg, “Jurisdiction and applicable law
 in cross-border divorce cases in E

urope”, in B
asedow

/B
aum

/N
ishitani （eds.

）, Ja
p

a
n

ese 

a
n

d
 E

u
rop

ea
n

 p
riva

te in
tern

a
tion

a
l la

w
 in

 com
p

a
ra

tive p
ersp

ective （2008

）, p. 340. 
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
及
び
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、
数
か
月
の
熟
慮
期
間



（　
　
　

）

国
際
離
婚
法
に
お
け
る
当
事
者
自
治
の
根
拠

同
志
社
法
学　

六
六
巻
三
号�

一
〇
九

六
八
五

を
要
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
い
か
な
る
事
由
も
な
し
に
一
方
の
申
立
て
に
よ
り
離
婚
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
婚
姻
法
第
五
章
（
離
婚
）
第
一
条
～
第
五
条
及
び

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
婚
姻
法
第
二
五
条
～
第
二
七
条
）。

（
１２０
）　Jänterä-Jareborg, su

p
ra

 note 119, p. 340.

（
１２１
）　B

oele-W
oelki, su

p
ra

 note 116, p. 785.

（
１２２
）　B

oele-W
oelki, su

p
ra

 note 116, p. 785.

（
１２３
）　T

reaty of A
m

sterdam
 am

ending the T
reaty on E

uropean U
nion, the T

reaties establishing the E
uropean C

om
m

unities and related acts, O
J C

 340.

（
１２４
）　B

oele-W
oelki, su

p
ra

 note 116, p. 785.

（
１２５
）　B

oele-W
oelki, su

p
ra

 note 116, p. 785.

（
１２６
）　R

ecital 

（5

） of C
ou

n
cil D

ecision
 of 12 Ju

ly 2010 au
th

orisin
g en

h
an

ced
 coop

eration
 in

 th
e area of th

e law
 ap

p
licable to d

ivorce an
d

 legal 

separation （2010/405/E
U

）, O
J L

 189/12.

（
１２７
）　R

ecital 

（5

） of C
ou

n
cil D

ecision
 of 12 Ju

ly 2010 au
th

orisin
g en

h
an

ced
 coop

eration
 in

 th
e area of th

e law
 ap

p
licable to d

ivorce an
d

 legal 

separation （2010/405/E
U

）.

（
１２８
）　R

ecital 

（5

） of C
ou

n
cil D

ecision
 of 12 Ju

ly 2010 au
th

orisin
g en

h
an

ced
 coop

eration
 in

 th
e area of th

e law
 ap

p
licable to d

ivorce an
d

 legal 

separation （2010/405/E
U

）.

（
１２９
）　P

rop
osal for a C

ou
n

cil D
ecision

 N
o .../2010/E

U
 au

th
orisin

g en
h

an
ced

 coop
eration

 in
 th

e area of th
e law

 ap
p

licable to d
ivorce an

d
 legal 

separation, C
O

M

（2010

） 104 final.

（
１３０
）　C

O
M

（2010

） 105 final.

（
１３１
）　C

ouncil D
ecision of 12 July 2010 authorising enhanced cooperation in the area of the law

 applicable to divorce and legal separation （2010/405/

E
U

）, O
J L

 189/12.

（
１３２
）　C

om
m

ission D
ecision of 21 N

ovem
ber 2012 confirm

ing the participation of L
ithuania in enhanced cooperation in the area of the law

 applicable 

to divorce and legal separation （2012/714/E
U

）, O
J L

 323/18.

（
１３３
）　

ロ
ー
マ
Ⅲ
規
則
採
択
当
時
に
構
成
国
で
な
か
っ
た
ク
ロ
ア
チ
ア
（
二
〇
一
三
年
加
盟
）
を
除
く
。

（
１３４
）　B

oele-W
oelki, su

p
ra

 note 88, p. 9.



（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
六
巻
三
号�

一
一
〇

国
際
離
婚
法
に
お
け
る
当
事
者
自
治
の
根
拠

六
八
六

（
１３５
）　B

oele-W
oelki, su

p
ra

 note 88, p. 11.
（
１３６
）　B

oele-W
oelki, su

p
ra

 note 88, p. 11.
（
１３７
）　B

oele-W
oelki, su

p
ra

 note 88, p. 11.

（
１３８
）　B

oele-W
oelki, su

p
ra

 note 88, p. 11.

（
１３９
）　B

oele-W
oelki, su

p
ra

 note 116, p. 785.

（
１４０
）　B

oele-W
oelki, su

p
ra

 note 88, p. 11.

（
１４１
）　Q

uestion 2

（﹁
あ
な
た
は
、
抵
触
規
則
の
統
一
調
和
を
支
持
す
る
か
。
そ
の
論
拠
は
何
か
。﹂）
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
参
照
。

（
１４２
）　B

oele-W
oelki, su

p
ra

 note 88, p. 11.

（
１４３
）　B

oele-W
oelki, su

p
ra

 note 88, p. 11.

（
１４４
）　B

oele-W
oelki, su

p
ra

 note 88, pp. 11-12 

（Inform
ation about C

zech R
epublic w

as provided by M
onika P

auknerová, C
harles U

niversity, P
rague, 

and about E
stonia by K

arin R
am

m
o, M

inistry of Justice of E
stonia

）. 

（
１４５
）　B

oele-W
oelki, su

p
ra

 note 88, p. 12 （Inform
ation w

as provided by M
onika Jagielska, U

niversity of Silesia in K
atow

ice

）.

（
１４６
）　B

oele-W
oelki, su

p
ra

 note 88, p. 12.

（
１４７
）　B

oele-W
oelki, su

p
ra

 note 88, p. 12.

（
１４８
）　B

oele-W
oelki, su

p
ra

 note 88, p. 12 （Inform
ation w

as provided by M
iloš H

at

’apka, M
inistry of Justice of the Slovak R

epublic

）.

（
１４９
）　B

oele-W
oelki, su

p
ra

 note 88, p. 12 （Inform
ation w

as provided by A
chilles K

outsouradis, U
niversity of T

hessaloniki

）.

（
１５０
）　B

oele-W
oelki, su

p
ra

 note 88, p. 14.

（
１５１
）　Sim

one M
arinai, M

a
trim

on
ia

l m
a

tters a
n

d
 th

e h
a

rm
on

iza
tion

 of con
flict of la

w
s: a

 w
a

y to red
u

ce th
e role of p

u
blic p

olicy a
s a

 grou
n

d
 for 

n
on

-recogn
ition

 of ju
d

gm
en

ts, 13 Yb. P
riv. Int. L

. 255 （2011

）, p. 262.

（
１５２
）　e.g. T

on
i M

arzal Yetan
o, T

h
e con

stitu
tion

a
lisa

tion
 of p

a
rty

 a
u

ton
om

y
 in

 E
u

rop
ea

n
 fa

m
ily

 la
w

, 6

（1

） J. P
riv. In

t. L
. 115 

（2010

）; P
ietro 

F
ranzina, T

h
e la

w
 a

p
p

lica
ble to d

ivorce a
n

d
 lega

l sep
a

ra
tion

 u
n

d
er R

egu
la

tion
 （E

U

） N
o. 1259/2010 of 20 D

ecem
ber 2010, 3

（2

） Cuadernos 

de D
erecho T

ransnacional 85 （2011

）, para. 44.

（
１５３
）　

欧
州
人
権
条
約
第
八
条
（
私
生
活
及
び
家
族
生
活
が
尊
重
さ
れ
る
権
利
）



（　
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国
際
離
婚
法
に
お
け
る
当
事
者
自
治
の
根
拠

同
志
社
法
学　

六
六
巻
三
号�

一
一
一

六
八
七

　

一　

全
て
の
者
は
、
そ
の
私
生
活
、
家
族
生
活
、
住
居
及
び
通
信
の
尊
重
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
。

　

二　

こ
の
権
利
の
行
使
に
対
し
て
は
、
法
律
の
基
づ
き
、
か
つ
、
国
の
安
全
、
公
共
の
安
全
も
し
く
は
国
の
経
済
的
福
利
の
た
め
、
無
秩
序
も
し
く
は
犯
罪
の
防
止
の
た
め
、
健

康
も
し
く
は
道
徳
の
保
護
の
た
め
、
又
は
他
の
者
の
権
利
及
び
自
由
の
保
護
の
た
め
民
主
的
社
会
に
お
い
て
必
要
な
も
の
以
外
の
い
か
な
る
公
の
機
関
に
よ
る
干
渉
も
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。

　
　
　
（
邦
訳
は
、
奥
脇
＝
小
寺
編
代
・
前
掲
注
（
84
）
に
従
っ
た
。）

（
１５４
）　F

ranzina, su
p

ra
 note 152, para. 44.

（
１５５
）　e.g. E

uropean C
ourt of Justice: Judgm

ent of the C
ourt of 4 O

ctober 1991 ［C
ase C

-159/90

］, T
h

e S
ociety for th

e P
rotection

 of U
n

born
 C

h
ild

ren
 

Irela
n

d
 L

td
 v S

tep
h

en
 G

roga
n

 a
n

d
 oth

ers, E
C

R
 I-04685; Judgm

ent of the C
ourt of 2 O

ctober 2003 

［C
ase C

-148/02

］, C
a

rlos G
a

rcia
 A

vello v 

B
elgia

n
 S

ta
te, E

C
R

 I-11613; Ju
d

gm
en

t of th
e C

ou
rt 

（G
ran

d
 C

h
am

ber

） of 14 O
ctober 2008 

［C
ase C

-353/06

］, S
tefa

n
 G

ru
n

kin
 a

n
d

 D
oroth

ee 

R
egin

a
 P

a
u

l, E
C

R
 I-07639; E

u
rop

ean
 C

ou
rt of H

u
m

an
 R

igh
ts: Ju

d
gm

en
t of th

e C
ou

rt of 28 Ju
n

e 2007 

［n
o. 76240/01

］, W
a

gn
er &

 J.M
.W

.L
. v 

L
u

x
em

bou
rg.

（
１５６
）　e.g. E

rik Jaym
e, P

a
rty a

u
ton

om
y in

 in
tern

a
tion

a
l fa

m
ily a

n
d

 su
ccession

 la
w

: n
ew

 ten
d

en
cies, 11 Yb. P

riv. Int. L
. 1 （2009

）, p. 3; F
ranzina, 

su
p

ra
 note 152, para. 45; T

halia K
ruger, R

om
e III a

n
d

 p
a

rties’ ch
oice （O

ctober 16, 2012

）, available at SSR
N

: http://ssrn.com
/abstract=2173334, 

p. 2; M
agdalena P

feiffer, C
h

oice of la
w

 in
 in

tern
a

tion
a

l fa
m

ily a
n

d
 su

ccession
 la

w
, 2

（4

） The L
aw

yer Q
uarterly 291 （2012

）, p. 296.

（
１５７
）　Jaym

e, su
p

ra
 note 156, p. 3; F

ranzina, su
p

ra
 note 152, para. 45.

（
１５８
）　P

feiffer, su
p

ra
 note 156, p. 301.

（
１５９
）　Jaym

e, su
p

ra
 note 156, p. 3.

（
１６０
）　P

feiffer, su
p

ra
 note 156, p. 301.

（
１６１
）　M

arinai, su
p

ra
 note 151, p. 265.

（
１６２
）　M

arinai, su
p

ra
 note 151, p. 269.

（
１６３
）　M

arinai, su
p

ra
 note 151, p. 269.

（
１６４
）　M

arinai, su
p

ra
 note 151, pp. 269-270.

（
１６５
）　

邦
訳
は
、
笠
原
・
前
掲
注
（
4
）
七
八
頁
以
下
を
参
照
し
た
。
な
お
、
他
の
条
文
と
の
関
係
で
一
部
変
更
を
加
え
て
い
る
。
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同
志
社
法
学　

六
六
巻
三
号�

一
一
二

国
際
離
婚
法
に
お
け
る
当
事
者
自
治
の
根
拠

六
八
八

（
１６６
）　J. P. V

erheul, D
u

tch
 in

tern
a

tion
a

l d
ivorce a

ct, 1981 N
IL

R
 390, p. 391. 

な
お
、
第
二
の
目
的
は
、
一
九
六
七
年
九
月
八
日
の
﹁
婚
姻
関
係
に
つ
い
て
の
裁
判
の

承
認
に
関
す
る
国
際
戸
籍
委
員
会
協
定
﹂（
い
わ
ゆ
る
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
条
約
）
及
び
一
九
七
〇
年
六
月
一
日
の
﹁
離
婚
及
び
別
居
の
承
認
に
関
す
る
ハ
ー
グ
条
約
﹂
の
批
准

を
可
能
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

（
１６７
）　

J. P. V
erheul, D

ivorce in
 N

eth
erla

n
d

s p
riva

te in
tern

a
tion

a
l la

w
, 1972 N

T
IR

 311, p. 313.

（
１６８
）　

邦
訳
は
、
笠
原
・
前
掲
注
（
4
）
七
八
頁
に
従
っ
た
。

（
１６９
）　V

erheul, su
p

ra
 note 167, p. 313.

（
１７０
）　V

erheul, su
p

ra
 note 167, p. 313; D

istrict C
ourt of U

trecht, 27 N
ovem

ber 1968, A
sser 83; D

istrict C
ourt of A

m
sterdam

, 29 January 1970, N
J 1970, 

187; C
ourt of A

ppeal of B
ois-le-D

uc, 3 N
ovem

ber 1970, N
J 1971, 159.

（
１７１
）　V

erheul, su
p

ra
 note 167, p. 313; D

istrict C
ourt of A

m
sterdam

, 29 January 1970, N
J 1970, 188; D

istrict C
ourt of U

trecht, 14 M
ay 1969, N

T
IR

 1971, 

89.

（
１７２
）　V

erheul, su
p

ra
 note 167, p. 313.

（
１７３
）　V

erheul, su
p

ra
 note 167, p. 313.

（
１７４
）　V

erheul, su
p

ra
 note 167, p. 314.

（
１７５
）　V

erheul, su
p

ra
 note 167, p. 314; D

istrict C
ourt of L

eeuw
arden, 23 A

pril 1964, N
T

IR
 1965, 408.

（
１７６
）　V

erheul, su
p

ra
 note 167, p. 314; C

ourt of A
ppeal of A

m
sterdam

, 27 June 1969, N
T

IR
 1971, 90; D

istrict C
ourt of A

m
sterdam

, 15 July 1971, N
J 

1972, 109.

（
１７７
）　V

erheul, su
p

ra
 note 167, p. 314.

（
１７８
）　W

eekblad van het recht, 8636.

（
１７９
）　

杉
林
信
義
＝
笠
原
俊
宏
﹁
オ
ラ
ン
ダ
の
国
際
離
婚
法
に
つ
い
て
﹂
秋
田
法
学
七
号
（
一
九
八
六
年
）
一
七
六
頁
。

（
１８０
）　B

oele-W
oelki/Jou

stra/S
teen

h
off, “D

u
tch

 p
rivate in

tern
ation

al law
 at th

e en
d

 of th
e 20th

 cen
tu

ry: p
lu

ralism
 of m

eth
od

s”, in
 S

ym
eon

 C
. 

Sym
eonides （ed.

）, P
riva

te in
tern

a
tion

a
l la

w
 a

t th
e en

d
 of th

e 20th
 cen

tu
ry: p

rogress or regress? （2000

）, n. 59.

（
１８１
）　N

J 1973, 366.

（
１８２
）　

杉
林
＝
笠
原
・
前
掲
注
（
１７９
）
一
七
七
頁
。
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六
六
巻
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一
一
三

六
八
九

（
１８３
）　A

. V. M
. Struycken, Jurisprudence （C

our de cassation des P
ays-B

as – 23 février 1973, 28 novem
bre 1975, 27 m

ai 1977, 9 février 1979 et 4 m
ai 

1979

）, R
ev. crit. d

r. in
tern

. p
rivé 1980, p. 738.

（
１８４
）　N

J 1977, 600.

（
１８５
）　

杉
林
＝
笠
原
・
前
掲
注
（
１７９
）
一
七
七
頁
。

（
１８６
）　

邦
訳
は
、
杉
林
＝
笠
原
・
前
掲
注
（
１７９
）
一
七
八
頁
に
従
っ
た
。

（
１８７
）　N

J 1979, 546.

（
１８８
）　

杉
林
＝
笠
原
・
前
掲
注
（
１７９
）
一
七
八
頁
。

（
１８９
）　

邦
訳
は
、
杉
林
＝
笠
原
・
前
掲
注
（
１７９
）
一
七
八
頁
に
従
っ
た
。

（
１９０
）　N

J 1979, 547.

（
１９１
）　

杉
林
＝
笠
原
・
前
掲
注
（
１７９
）
一
七
九
頁
。

（
１９２
）　B

oele-W
oelki/Joustra/Steenhoff, su

p
ra

 note 180, p. 222. 

な
お
、
民
法
典
第
一
〇
編
の
規
定
に
関
す
る
文
献
に
お
い
て
も
、
同
様
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る

（B
oele-W

oelki/van Iterson, T
h

e D
u

tch
 p

riva
te in

tern
a

tion
a

l la
w

 cod
ifica

tion
: p

rin
cip

les, objectives a
n

d
 op

p
ortu

n
ities, 14.3 E

JC
L

 1 （2010

）, 

p. 20

）。

（
１９３
）　B

oele-W
oelki/van Iterson, su

p
ra

 note 192, p. 20; M
athijs H

. ten W
olde, C

od
ifica

tion
 a

n
d

 con
solid

a
tion

 of D
u

tch
 p

riva
te in

tern
a

tion
a

l la
w

: 

th
e B

ook 10 C
ivil C

od
e of th

e N
eth

erla
n

d
s, 13 Yb. P

riv. Int. L
. 389 （2011

）, p. 410. 

な
お
、
説
明
覚
書
に
お
い
て
も
、
離
婚
抵
触
法
第
一
条
の
も
と
で
の
法
実

務
に
合
致
す
る
実
際
的
な
解
決
策
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（K

am
erstukken II 2009/2010, 32 137, N

o. 3, p. 42

）。

（
１９４
）　ten W

olde, su
p

ra
 note 193, p. 410.

（
１９５
）　ten W

olde, su
p

ra
 note 193, p. 410.

（
１９６
）　B

oele-W
oelki/van Iterson, su

p
ra

 note 192, p. 20.

（
１９７
）　B

oele-W
oelki/van Iterson, su

p
ra

 note 192, p. 20.

（
１９８
）　B

oele-W
oelki/van Iterson, su

p
ra

 note 192, p. 20.

（
１９９
）　B

oele-W
oelki/van Iterson, su

p
ra

 note 192, p. 20.

（
２００
）　B

oele-W
oelki/Joustra/Steenhoff, su

p
ra

 note 180, pp. 211-213.



（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
六
巻
三
号�

一
一
四

国
際
離
婚
法
に
お
け
る
当
事
者
自
治
の
根
拠

六
九
〇

（
２０１
）　B

oele-W
oelki/Joustra/Steenhoff, su

p
ra

 note 180, p. 222.
（
２０２
）　

邦
訳
は
、
笠
原
・
前
掲
注
（
4
）
二
四
二
頁
以
下
を
参
照
し
た
。
な
お
、
他
の
条
文
と
の
関
係
で
一
部
変
更
を
加
え
て
い
る
。

（
２０３
）　

Ｅ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
一
四
条
に
お
け
る
一
般
的
効
力
に
は
、
そ
の
他
の
規
定
に
服
す
る
夫
婦
財
産
制
（
第
一
五
条
）、
扶
養
（
第
一
八
条
）、
成
年
擬
制
（
第
七
条
第
一
項
第
二
文
）、

氏
名
（
第
一
〇
条
）
は
含
ま
れ
な
い
（M

ünchener K
om

m
entar zum

 B
ürgerlichen G

esetzbuch, B
d. 10, 5. A

ufl. （2010

）, A
rt. 14, R

n. 5 ［S
ieh

r

］）。

（
２０４
）　

Ｅ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
五
条
第
一
項
は
、﹁
人
が
属
す
る
国
の
法
に
送
致
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
そ
の
者
が
複
数
の
国
に
属
す
る
と
き
は
、
そ
の
者
が
、
特
に
、
そ
の
常
居
所
又

は
そ
の
生
活
の
経
過
に
よ
り
、
最
も
密
接
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
国
の
法
が
適
用
さ
れ
る
。
そ
の
者
が
ド
イ
ツ
人
で
も
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
法
的
地
位
が
優
先
す
る
。﹂

と
規
定
す
る
。

（
２０５
）　
﹁
間
接
的
選
択
（isolierte W

ahl

）﹂
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
（A

lex
a

n
d

er G
a

n
z, Internationales Scheidungsrecht – E

ine praktische E
inführung – Teil 

2 –, F
uR

 2011, S. 370

）。

（
２０６
）　J. von Staudingers K

om
m

entar zum
 B

ürgerlichen G
esetzbuch m

it E
inführungsgesetz und N

ebengesetzen, A
rt 13-18 E

G
B

G
B

, 13. A
ufl. 

（1996

） 

（„S
ta

u
d

in
ger/von

 B
a

r/M
a

n
kow

ski“
）, A

rt. 14 E
G

B
G

B
, R

n. 115.

（
２０７
）　S

ta
u

d
in

ger/von
 B

a
r/M

a
n

kow
ski, A

rt. 14 E
G

B
G

B
, R

n. 115.

（
２０８
）　W

olfga
n

g L
a

u
terba

ch
 ［H

rsg

］, V
orschläge und G

utachten zur R
eform

 des deutschen internationalen E
herechts （1962

）, E
hescheidung 

§A
 A

bs 

1 （S. 3

）.

（
２０９
）　L

a
u

terba
ch

 ［H
rsg

］, a.a.O
. （F

n. 208

）, E
hescheidung 

§B
 （S. 4

）.

（
２１０
）　G

ü
n

th
er B

eitzke 

［H
rsg

］, V
orschläge und G

utachten zur R
eform

 des deutschen internationalen P
ersonen-, F

am
ilien- und E

rbrechts 

（1981

）, 

E
hescheidung 

§A
 （S. 7

）.

（
２１１
）　S

ta
u

d
in

ger/von
 B

a
r/M

a
n

kow
ski, A

rt. 17 E
G

B
G

B
, R

n. 10.

（
２１２
）　G

u
n

th
er K

ü
h

n
e, IP

R
-G

esetz-E
ntw

urf: E
ntw

urf eines G
esetzes zur R

eform
 des internationalen P

rivat- und V
erfahrensrechts （1980

）, 

§17 （S. 7

）.

（
２１３
）　K

ü
h

n
e, a.a.O

. （F
n. 212

）, S. 108.

（
２１４
）　K

ü
h

n
e, a.a.O

. （F
n. 212

）, S. 108.

（
２１５
）　N

eu
h

a
u

s/K
rop

h
oller, E

ntw
urf eines G

esetzes über Internationales P
rivat- und V

erfahrensrechts （IP
R

-G
E

SE
T

Z

）, R
abelsZ

 44 （1980

）, S. 331.

（
２１６
）　M

a
x

-P
la

n
ck-In

stitu
t, T

hesen zur R
eform

 des Internationalen P
rivat- und V

erfahrensrechts, R
abelsZ

 44 （1980

）, T
hese 10 A

bs 1 （S. 350

）.
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一
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六
九
一

（
２１７
）　M

a
x

-P
la

n
ck-In

stitu
t, a.a.O

. （F
n. 216

）, S. 358.
（
２１８
）　M

a
x

-P
la

n
ck-In

stitu
t, a.a.O

. （F
n. 216

）, S. 358.
（
２１９
）　G

esetzentw
urf der B

undesregierung （„R
egB

egr“

）, B
T-D

rucks 10/504, S. 60.

（
２２０
）　S

ta
u

d
in

ger/von
 B

a
r/M

a
n

kow
ski, A

rt. 14 E
G

B
G

B
, R

n. 113.

（
２２１
）　S

ta
u

d
in

ger/von
 B

a
r/M

a
n

kow
ski, A

rt. 14 E
G

B
G

B
, R

n. 7.

（
２２２
）　L

a
u

terba
ch

 ［H
rsg

］, a.a.O
. （F

n. 208

）, E
hew

irkungen 

§A
 （S. 2

）.

（
２２３
）　G

erh
a

rd
 K

egel, Z
ur R

eform
 des deutschen internationalen R

echts der persönlichen E
hew

irkungen, in: L
auterbach ［H

rsg

］, a.a.O
. （F

n. 208

）, S. 

75ff.

（
２２４
）　S

ta
u

d
in

ger/von
 B

a
r/M

a
n

kow
ski, A

rt. 14 E
G

B
G

B
, R

n. 8.

（
２２５
）　G

erh
a

rd
 K

egel, Z
ur R

eform
 des internationalen R

echts der persönlichen E
hew

irkungen und des internationalen Scheidungsrechts, in: B
eitzke 

［H
rsg

］, a.a.O
. （F

n. 210

）, S. 122ff.

（
２２６
）　B

eitzke ［H
rsg

］, a.a.O
. （F

n. 210

）, E
hew

irkungen 
§A

 （S. 5

）.

（
２２７
）　B

egründungen zu den G
esetzesvorschlägen, in: B

eitzke ［H
rsg

］, a.a.O
. （F

n. 210

）, S. 38.

（
２２８
）　S

ta
u

d
in

ger/von
 B

a
r/M

a
n

kow
ski, A

rt. 14 E
G

B
G

B
, R

n. 9. V
g l. K

ü
h

n
e, a.a.O

. （F
n. 212

）, 

§14 A
bs2 &

 3 （S. 6

）.

（
２２９
）　K

ü
h

n
e, a.a.O

. （F
n. 212

）, S. 95.

（
２３０
）　K

ü
h

n
e, a.a.O

. （F
n. 212

）, S. 95.

（
２３１
）　K

ü
h

n
e, a.a.O

. （F
n. 212

）, S. 95.

（
２３２
）　F

ritz S
tu

rm
, Z

ur G
leichberechtigung im

 deutschen internationalen P
rivatrecht, in: W

ahl/Serick/N
iederL

änder ［H
rsg

］, R
echtsvergleichung und 

R
echtsvereinheitlichung （1967

）, S. 168ff.

（
２３３
）　A

lex
a

n
d

er L
ü

d
eritz, A

n
kn

ü
p

fu
n

g im
 P

arteiin
teresse, in

: L
ü

d
eritz/S

ch
röd

er 

［H
rsg

］, In
tern

ation
ales P

rivatrech
t u

n
d

 R
ech

tsvergleich
u

n
g im

 

A
usgang des 20. Jahrhunderts: B

ew
ahrung oder W

ende?: F
estschrift für G

erhard K
egel （1977

）, S. 51.

（
２３４
）　P

eter G
örgen

s, D
ie m

ateriellrech
tlich

e u
n

d
 kollision

srech
tlich

e G
leich

b
erech

tigu
n

g d
er E

h
egatten

 au
f d

em
 G

eb
iet d

er p
ersön

lich
en 

E
hew

irkungen und der elterlichen G
ew

alt （1976

）, S. 182f.
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（
２３５
）　N

eu
h

a
u

s/K
rop

h
oller, a.a.O

. （F
n. 215

）, S. 330.
（
２３６
）　N

eu
h

a
u

s/K
rop

h
oller, a.a.O

. （F
n. 215

）, S. 330.
（
２３７
）　N

eu
h

a
u

s/K
rop

h
oller, a.a.O

. （F
n. 215

）, S. 330.

（
２３８
）　S

ta
u

d
in

ger/von
 B

a
r/M

a
n

kow
ski, A

rt. 14 E
G

B
G

B
, R

n. 11.

（
２３９
）　M

a
x

-P
la

n
ck-In

stitu
t, a.a.O

. （F
n. 216

）, S. 358.

（
２４０
）　M

a
x

-P
la

n
ck-In

stitu
t, a.a.O

. （F
n. 216

）, S. 358.

（
２４１
）　M

a
x

-P
la

n
ck-In

stitu
t, a.a.O

. （F
n. 216

）, S. 358.

（
２４２
）　M

a
x

-P
la

n
ck-In

stitu
t, a.a.O

. （F
n. 216

）, S. 358.

（
２４３
）　M

a
x

-P
la

n
ck-In

stitu
t, a.a.O

. （F
n. 216

）, S. 358.

（
２４４
）　S

ta
u

d
in

ger/von
 B

a
r/M

a
n

kow
ski, A

rt. 14 E
G

B
G

B
, R

n. 114.

（
２４５
）　G

ert R
ein

h
a

rt, Z
u

r P
arteiau

ton
om

ie im
 kü

n
ftigen

 d eu
tsch

en
 in

tern
ation

alen
 P

rivatrech
t au

f d
en

 G
ebieten

 d
es F

am
ilien

- u
n

d
 E

rbrech
ts, 

Z
V

glR
W

iss 80 （1981

）, S. 164.

（
２４６
）　R

ein
h

a
rt, a.a.O

. （F
n. 245

）, S. 164; R
olf H

. W
eber, P

arteiautonom
ie im

 Internationalen Sachenrecht?, R
abelsZ

 44 （1980

）, S. 512; M
u

ra
d

 F
erid

, 

Internationales P
rivatrecht: E

in L
eitfaden für Studium

 und P
raxis （1975

）, S. 145; K
a

rl F
irsch

in
g, E

inführung in das internationale P
rivatrecht – 

einschließ
lich der G

rundzüge des internationalen V
erfahrensrechts （1974

）, S. 202ff.; G
erh

a
rd

 K
egel, Internationales P

rivatrecht, 4. A
ufl. （1977

）, 

S. 289ff.

（
２４７
）　R

ein
h

a
rt, a.a.O

. （F
n. 245

）, S. 165; F
erid

, a.a.O
. （F

n. 246
）, S. 207.

（
２４８
）　R

ein
h

a
rt, a.a.O

. （F
n. 245

）, S. 165; W
eber, a.a.O

. （F
n. 246

）, S. 514; F
ritz F

rh
r. von

 S
ch

w
in

d
, Z

w
eigerts System

 und das österreichische IP
R

-

G
esetz, in: B

ernstein/D
robnig/K

ötz ［H
rsg

］, F
estschrift für K

onrad Z
w

eigert zum
 70. G

eburtstag （1981

）, S. 323.

（
２４９
）　R

ein
h

a
rt, a.a.O

. 

（F
n

. 245

）, S
. 165; H

a
n

s S
toll, J. von

 S
tau

d
in

gers K
om

m
en

tar zu
m

 B
ü

gerlisch
en

 G
esetzbu

ch
 m

it E
in

fü
h

ru
n

gsgesetz u
n

d 

N
ebengesetzen, B

and I, L
ieferung 5, Internationales Sachenrecht （nach A

rt. 12 （I
）） von H

ans Stoll, 10./11. A
ufl. （1976

） （„S
ta

u
d

in
ger/S

toll“

）, R
n. 

323.

（
２５０
）　R

ein
h

a
rt, a.a.O

. （F
n. 245

）, S. 165; F
erid

, a.a.O
. （F

n. 246

）, S. 207; von
 S

ch
w

in
d

, a.a.O
. （F

n. 248

）, S. 323.
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一
七

六
九
三

（
２５１
）　K

a
rl F

irsch
in

g, P
arteiautonom

ie und E
hew

irkungsstatut im
 IP

R
-G

esetzentw
urf, IP

R
ax 1984, S. 126.

（
２５２
）　F

irsch
in

g, a.a.O
. （F

n. 251

）, S. 126.
（
２５３
）　F

irsch
in

g, a.a.O
. （F

n. 251

）, S. 126. D
azu A

rt. 52 portugiesisch Z
G

B
 idF

 von 1977; 

§18 A
bs. 1 österreichisch IP

R
-G

 1978; A
rt. 36 jugoslaw

isch 

IP
R

-G
 1982; A

rt. 12 A
bs. 2 türkisch IP

R
-G

 von 1982.

（
２５４
）　F

irsch
in

g, a.a.O
. （F

n. 251

）, S. 126.

（
２５５
）　F

irsch
in

g, a.a.O
. （F

n. 251

）, S. 126.

（
２５６
）　F

irsch
in

g, a.a.O
. （F

n. 251

）, S. 126.

（
２５７
）　F

irsch
in

g, a.a.O
. （F

n. 251

）, S. 126.

（
２５８
）　F

irsch
in

g, a.a.O
. 

（F
n

. 251

）, S
. 127. D

azu
 J. von

 S
tau

d
in

gers K
om

m
en

tar zu
m

 B
ü

gerlisch
en

 G
esetzb

u
ch

 m
it E

in
fü

h
ru

n
gsgesetz u

n
d 

N
ebengesetzen, Teil 2b, Internationales Schuldrecht I von K

arl F
irsching, 10./11. A

ufl. （1978

） （„ S
ta

u
d

in
ger/F

irsch
in

g“

）, R
n. 318ff.

（
２５９
）　F

irsch
in

g, a.a.O
. （F

n. 251

）, S. 127.

（
２６０
）　F

irsch
in

g, a.a.O
. （F

n. 251

）, S. 127.

（
２６１
）　R

egB
egr B

T-D
rucks 10/504, S. 56.

（
２６２
）　F

irsch
in

g, a.a.O
. （F

n. 251

）, S. 127.

（
２６３
）　F

irsch
in

g, a.a.O
. （F

n. 251

）, S. 127.

（
２６４
）　L

eible, a.a.O
. （F

n. 3

）, S. 500.

（
２６５
）　

政
府
草
案
理
由
書
に
お
け
る
記
述
は
、K

ühne

の
提
案
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
酷
似
し
て
お
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
政
府
草
案
は
、K

ühne

の
提
案
の
影
響

を
受
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
２６６
）　K

ü
h

n
e, a.a.O

. （F
n. 212

）, S. 94; R
egB

egr B
T-D

rucks 10/504, S. 51.

（
２６７
）　K

ü
h

n
e, a.a.O

. （F
n. 212

）, S. 94; R
egB

egr B
T-D

rucks 10/504, S. 51. D
azu im

 einzelnen ausführlich: L
ü

d
eritz, a.a.O

. （F
n. 233

）, S. 36ff.

（
２６８
）　K

ü
h

n
e, a .a.O

. （F
n. 212

）, S. 94; R
egB

egr B
T-D

rucks 10/504, S. 51.

（
２６９
）　K

ü
h

n
e, a.a.O

. （F
n. 212

）, S. 95; R
egB

egr B
T-D

rucks 10/504, S. 51.

（
２７０
）　L

eible, a.a.O
. （F

n. 3

）, S. 500.



（　
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同
志
社
法
学　

六
六
巻
三
号�

一
一
八

国
際
離
婚
法
に
お
け
る
当
事
者
自
治
の
根
拠

六
九
四

（
２７１
）　L

eible, a.a.O
. （F

n. 3

）, S. 500. 

詳
細
は
、
第
五
章
第
一
節
で
述
べ
る
。

（
２７２
）　

邦
訳
は
、
長
田
真
里
﹁
ベ
ル
ギ
ー
国
際
私
法
立
法
案
の
紹
介
（
1
）﹂
阪
大
法
学
五
四
巻
一
号
（
二
〇
〇
四
年
）
三
五
七
頁
以
下
及
び
笠
原
俊
宏
﹁
ベ
ル
ギ
ー
国
際
私
法
（
二

〇
〇
四
年
）
の
邦
訳
と
解
説
（
1
）﹂
戸
籍
時
報
五
九
三
号
（
二
〇
〇
六
年
）
二
〇
頁
以
下
を
参
照
し
た
。
な
お
、
他
の
条
文
と
の
関
係
で
一
部
変
更
を
加
え
て
い
る
。

（
２７３
）　

類
似
の
規
定
が
、
婚
姻
の
効
力
（
第
四
八
条
）
及
び
夫
婦
財
産
制
（
第
五
一
条
）
に
存
在
す
る
。

（
２７４
）　

長
田
・
前
掲
注
（
２７２
）
三
五
七
頁
。

（
２７５
）　

長
田
・
前
掲
注
（
２７２
）
三
五
七
頁
。

（
２７６
）　

邦
訳
は
、
笠
原
・
前
掲
注
（
4
）
三
五
三
頁
を
参
照
し
た
。
な
お
、
他
の
条
文
と
の
関
係
で
一
部
変
更
を
加
え
て
い
る
。

（
２７７
）　

F
allon

/M
eeu

sen
, “B

elgian
 p

rivate in
tern

ation
al law

 at th
e en

d
 of th

e 20th
 cen

tu
ry: p

rogress or regress?”, in
 S

ym
eon

 C
. S

ym
eon

id
es （ed

.

）, 

P
riva

te in
tern

a
tion

a
l la

w
 a

t th
e en

d
 of th

e 20th
 cen

tu
ry: p

rogress or regress? （2000

）, p. 110.

（
２７８
）　C

ass., 16 m
ai 1952, 1952, I, 589; C

ass., 16 février 1955, 1955, I, 647.

（
２７９
）　F

allon/M
eeusen, su

p
ra

 note 277, p. 110.

（
２８０
）　F

allon/M
eeusen, su

p
ra

 note 277, p. 110.

（
２８１
）　F

allon/M
eeusen, su

p
ra

 note 277, p. 110. 
二
〇
〇
二
年
七
月
一
日
の
立
法
案
に
お
け
る
第
五
五
条
の
コ
メ
ン
ト
で
も
、
民
法
典
第
三
条
第
三
文
の
適
用
が
﹁
夫
婦
の

本
国
法
の
累
積
的
な
連
結
に
服
さ
せ
る
判
例
を
も
た
ら
し
た
。﹂（C

ass., 14 décem
bre 1978, B

igw
ood, P

as., 1979, I, p. 445, A
rr. C

ass. 1978-79, p. 445

）
と
述
べ

ら
れ
て
い
る
（D

oc Sénat 2-1225/1, p. 85

）。

（
２８２
）　F

rançois R
igaux, «L

es tendances actuelles du droit international privé belge», R
ev. b. d

r. in
tern

. 1975, p. 7.

（
２８３
）　F

allon/M
eeusen, su

p
ra

 note 277, p. 110.

（
２８４
）　F

allon/M
eeusen, su

p
ra

 note 277, p. 110.

（
２８５
）　

笠
原
俊
宏
﹁
ベ
ル
ギ
ー
国
際
私
法
（
二
〇
〇
四
年
）
の
邦
訳
と
解
説
（
下
）﹂
戸
籍
時
報
五
九
四
号
（
二
〇
〇
六
年
）
六
二
頁
。

（
２８６
）　

F
allon/M

eeusen, su
p

ra
 note 277, p. 110.

（
２８７
）　R

igaux, su
p

ra
 note 282, p. 9; F

allon/M
eeusen, su

p
ra

 note 277, p. 110.

（
２８８
）　F

allon/M
eeusen, su

p
ra

 note 277, p. 110.

（
２８９
）　A

ude F
iorini, T

h
e cod

ifica
tion

 of p
riva

te in
tern

a
tion

a
l la

w
: th

e B
elgia

n
 ex

p
erien

ce, 54 Int’l &
 C

om
p. L

. Q
. 499 （2005

）, p. 507.
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国
際
離
婚
法
に
お
け
る
当
事
者
自
治
の
根
拠

同
志
社
法
学　

六
六
巻
三
号�

一
一
九

六
九
五

（
２９０
）　F

iorini, su
p

ra
 note 289, p. 507.

（
２９１
）　F

iorini, su
p

ra
 note 289, p. 507.

（
２９２
）　F

iorini, su
p

ra
 note 289, p. 507.

（
２９３
）　F

iorini, su
p

ra
 note 289, p. 507.

（
２９４
）　F

iorini, su
p

ra
 note 289, p. 507.

（
２９５
）　D

oc Sénat 2-1225/1, pp. 242-249.

（
２９６
）　

議
会
の
解
散
に
従
い
、
一
年
後
に
再
び
法
案
が
提
出
さ
れ
た
（See D

oc Sénat 3-27/1

）。

（
２９７
）　D

oc Sénat 2-1225/1, pp. 1-241.

（
２９８
）　F

iorini, su
p

ra
 note 289, p. 518.

（
２９９
）　D

oc Sénat 2-1225/1, p. 86.

（
３００
）　D

oc Sénat 2-1225/1, p. 86.

（
３０１
）　F

iorini, su
p

ra
 note 289, p. 509. 

新
法
で
は
、
連
結
点
が
国
籍
か
ら
常
居
所
地
へ
と
変
更
さ
れ
た
。
国
籍
を
基
準
と
す
る
こ
と
は
、
以
前
よ
り
も
適
切
で
な
い
と
思
わ
れ

始
め
て
お
り
（D

oc Sénat 2-1225/1, p. 4

）、
不
変
性
及
び
統
一
性
の
面
で
す
で
に
利
点
を
失
い
つ
つ
あ
る
。
も
っ
と
も
、
常
居
所
地
へ
の
連
結
は
、
移
民
の
融
合
及
び
統

合
を
促
進
す
る
と
い
う
願
望
に
よ
り
正
当
化
さ
れ
る
が
、
同
時
に
、
外
国
人
が
そ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
重
要
な
側
面
を
奪
わ
れ
る
と
感
じ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
は
、
否

定
さ
れ
う
る
。

（
３０２
）　D

oc Sénat 2-1225/1, p. 86.

（
３０３
）　R

egB
egr B

T-D
rucks 10/504, S. 51.

（
３０４
）　S

ta
u

d
in

ger/von
 B

a
r/M

a
n

kow
ski, A

rt. 17 E
G

B
G

B
, R

n. 106.

（
３０５
）　

な
お
、
契
約
に
関
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
に
お
い
て
選
択
可
能
な
法
が
限
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
当
事
者
自
治
の
目
的
は
、
最
も
密
接
に
関
連
す
る
法
を
特
定
す
る
こ
と

で
は
な
い
。
こ
れ
を
前
提
と
し
て
、
契
約
と
離
婚
に
は
、
最
密
接
関
連
地
法
を
一
般
的
に
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
点
で
は
共
通
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
と
考
え
る
。

（
３０６
）　R

egB
egr B

T-D
rucks 10/504, S. 51.

（
３０７
）　

木
棚
照
一
﹁
国
際
家
族
法
に
お
け
る
本
国
法
主
義
の
変
遷
と
当
事
者
自
治
の
原
則
の
導
入
﹂
中
川
淳
先
生
傘
寿
記
念
論
集
﹃
家
族
法
の
理
論
と
実
務
﹄（
日
本
加
除
出
版
、

二
〇
一
一
年
）
二
三
頁
。



（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
六
巻
三
号�

一
二
〇

国
際
離
婚
法
に
お
け
る
当
事
者
自
治
の
根
拠

六
九
六

（
３０８
）　H

ein
z-P

eter M
a

n
sel, P

ersonalstatut, Staatsangehörigkeit und E
ffektivität （1988

）, R
n. 561.

（
３０９
）　M

a
n

sel, a.a.O
. （F

n. 308

）, R
n. 568ff.

（
３１０
）　K

a
th

a
rin

a
 B

oele-W
oelki, D

ie E
ffektivitätsprüfung der Staatsangehörigkeit im

 niederländischen internationalen F
am

ilienrecht （1983

）, S. 166.

（
３１１
）　M

a
n

sel, a.a.O
. （F

n. 308

）, R
n. 568.

（
３１２
）　M

a
n

sel, a.a.O
. （F

n. 308

）, R
n. 568.

（
３１３
）　M

a
n

sel, a.a.O
. （F

n. 308

）, R
n. 570.

（
３１４
）　M

a
n

sel, a.a.O
. （F

n. 308

）, R
n. 570.

（
３１５
）　H

ein
z-P

eter M
a

n
sel, D

as S
taatsan

geh
örigkeitsp

rin
zip

 im
 d

eu
tsch

en
 u

n
d

 gem
ein

sch
aftsrech

tlich
en

 In
tern

ation
alen

 P
rivatrech

t: S
ch

u
tz d

er 

kulturellen Identität oder D
iskrim

inierung der P
erson?, in: E

rik Jaym
e ［H

rsg

］, K
ulturelle Identität und Internationales P

rivatrecht （2003

）, S. 137.

（
３１６
）　M

a
n

sel, a.a.O
. （F

n. 315

）, S. 138.

（
３１７
）　M

a
n

sel, a.a.O
. （F

n. 315

）, S. 139.

（
３１８
）　M

a
n

sel, a.a.O
. （F

n. 315

）, S. 139.

（
３１９
）　M

a
n

sel, a.a.O
. （F

n. 315

）, S. 139.

（
３２０
）　M

a
n

sel, a.a.O
. （F

n. 315

）, S. 140.

（
３２１
）　B

a
sed

ow
/D

ieh
l-L

eistn
er, D

as Staatsangehörigkeitsprinzip im
 E

inw
anderungsland – Z

u den soziologischen und ausländerpolitischen G
rundlagen 

der N
ationalitätsanknüpfung im

 Internationalen P
rivatrecht –, in: Jaym

e/M
ansel ［H

rsg

］, N
ation und Staat im

 Internationalen P
rivatrecht: Z

um
 

kollisionsrechtlichen Staatsangehörigkeitsprinzip in verfassungsrechtlicher und internationalprivatrechtlicher Sicht （1990

）, S. 40.

（
３２２
）　B

a
sed

ow
/D

ieh
l-L

eistn
er, a.a.O

. （F
n. 321

）, S. 41.

（
３２３
）　B

a
sed

ow
/D

ieh
l-L

eistn
er, a.a.O

. （F
n. 321

）, S. 41.

（
３２４
）　M

a
th

ia
s R

oh
e, S

taatsan
geh

örigkeit od
er L

eben
sm

ittelp
u

n
kt?: A

n
kn

ü
p

fu
n

gsgerech
tigkeit im

 L
ich

te n
eu

erer E
n

tw
icklu

n
gen

, in
: E

n
gel/W

eber 

［H
rsg

］, F
estschrift für D

ietrich R
othoeft zum

 65. G
eburtstag （1994

）, S. 37.

（
３２５
）　R

oh
e, a.a.O

. （F
n. 324

）, S. 37.

（
３２６
）　R

oh
e, a.a.O

. （F
n. 324

）, S. 37.
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国
際
離
婚
法
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け
る
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事
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自
治
の
根
拠

同
志
社
法
学　

六
六
巻
三
号�

一
二
一

六
九
七

（
３２７
）　

厚
生
労
働
省
﹁
平
成
二
四
年
（
二
〇
一
二
）
人
口
動
態
統
計
（
確
定
数
）
の
概
況
﹂（http://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/toukei/saikin/hw
/jinkou/kakutei12/index.htm

l

）
参

照
（
最
終
ア
ク
セ
ス
：
二
〇
一
四
年
六
月
一
日
）。

（
３２８
）　

韓
国
に
つ
き
、木
村
三
男
監
修
﹃
全
訂
渉
外
戸
籍
の
た
め
の
各
国
法
律
と
要
件
（
上
）﹄（
日
本
加
除
出
版
、二
〇
〇
七
年
）
五
八
頁
以
下
、中
国
に
つ
き
、木
村
三
男
監
修
﹃
全

訂
渉
外
戸
籍
の
た
め
の
各
国
法
律
と
要
件
（
中
）﹄（
日
本
加
除
出
版
、
二
〇
〇
七
年
）
四
八
二
頁
以
下
、
台
湾
に
つ
き
、
同
書
五
七
〇
頁
以
下
、
タ
イ
に
つ
き
、
同
書
四
一
八

頁
以
下
。

（
３２９
）　

E
uropean e-Justice P

ortal

（https://e-justice.europa.eu/content_divorce-45-en.do

）
参
照
（
最
終
ア
ク
セ
ス
：
二
〇
一
四
年
六
月
一
日
）。

（
３３０
）　

中
野
・
前
掲
注
（
10
）
三
二
四
頁
。

（
３３１
）　

中
野
・
前
掲
注
（
10
）
三
二
一
頁
。

（
３３２
）　

C
h

ristia
n

 K
oh

ler, Z
ur G

estaltung des europäischen K
ollisionsrechts für E

hesachen: D
er steinige W

eg zu einheitlichen V
orschriften über das 

anw
endbare R

echt für Scheidung und T
rennung, F

am
R

Z
 2008, S. 1680. 

（
３３３
）　F

ranzina, su
p

ra
 note 152, para. 21.

（
３３４
）　

笠
原
俊
宏
﹁
渉
外
離
婚
の
連
結
規
則
に
つ
い
て
﹂
東
洋
法
学
四
九
巻
一
号
（
二
〇
〇
五
年
）
七
七
～
七
八
頁
。

（
３３５
）　

林
・
前
掲
注
（
84
）
五
八
頁
。

（
３３６
）　

笠
原
・
前
掲
注
（
３３４
）
七
八
頁
。

（
３３７
）　

最
大
判
昭
和
三
九
年
三
月
二
五
日
民
集
一
八
巻
三
号
四
八
六
頁
、
最
判
平
成
八
年
六
月
二
四
日
民
集
五
〇
巻
七
号
一
四
五
一
頁
。

（
３３８
）　

国
際
家
族
法
の
諸
分
野
に
つ
い
て
、
笠
原
・
前
掲
注
（
17
）
二
三
九
頁
、
木
棚
・
前
掲
注
（
３０７
）
一
頁
な
ど
、
動
産
物
権
に
つ
い
て
、
岡
本
善
八
﹁
国
際
私
法
に
お
け
る
動

産
物
権
﹂
同
志
社
法
学
二
〇
六
号
（
一
九
八
九
年
）
一
頁
、笠
原
俊
宏
﹁
物
権
準
拠
法
と
当
事
者
の
意
思
﹂
澤
木
敬
郎
＝
秌
場
準
一
編
﹃
国
際
私
法
の
争
点
︹
新
版
︺﹄（
有
斐
閣
、

一
九
九
六
年
）
一
〇
八
頁
な
ど
、
相
続
に
つ
い
て
、
木
棚
照
一
﹁
法
例
二
六
条
、
二
七
条
の
改
正
に
関
す
る
一
考
察
﹂
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
四
三
号
（
一
九
九
八
年
）
六
九
頁
、

同
﹃
国
際
相
続
法
の
研
究
﹄（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
三
年
）
一
六
七
頁
以
下
、
早
川
眞
一
郎
﹁
国
際
的
な
局
面
に
お
け
る
相
続
﹂
国
際
私
法
年
報
一
号
（
一
九
九
九
年
）
七
九
頁
、

青
木
清
﹁
相
続
﹂
国
際
法
学
会
編
﹃
日
本
と
国
際
法
の
一
〇
〇
年
（
5
）
個
人
と
家
族
﹄（
三
省
堂
、
二
〇
〇
一
年
）
二
三
二
頁
、
松
岡
博
﹃
国
際
家
族
法
の
理
論
﹄（
大
阪
大

学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
）
一
二
三
頁
以
下
、
長
田
真
里
﹁
相
続
の
準
拠
法
を
め
ぐ
る
立
法
論
的
課
題
﹂
民
商
法
雑
誌
一
三
五
巻
六
号
（
二
〇
〇
七
年
）
七
六
頁
な
ど
。




